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Ｉ漁況海況予報事業

１沿岸定線海洋観測
井野慎吾

【目的】

沿岸定線（二一７線）の海洋観測調査を行い，海況の実態を詳細に把握し海況変動の法則‘性を探求す

るために必要な資料を得る。

【方法】

水産庁の定める「海洋観測・卵稚仔・スルメイカー斉調査指針」に基づき，漁業指導調査船立山丸

(156.38トン）により，平成８年９月２～３日（９月期)，９月30日～10月１日（10月期）及び平成９年

２月24～26日（３月期）の合計３航海，富山湾内26定点において水温，塩分，水色，透明度及び海象を

観測項目とする海洋観測を実施した。水温及び塩分の測定はNiel-Brown社製ＣＴＤ（ＭＫⅢＢ）を用

い，原則として水深300ｍまで行った。なお，表面水温は棒状温度計で測定し，塩分は同時に採水した

試水を持ち帰り，サリノメーター（YEO-KAL社製）で塩分検定を行った。

【調査結果の取りまとめと報告】

調査結果は観測終了後速やかに日本海区水産研究所及び関係機関に通報した。また沿岸漁況観測事業

で発行した「富山湾漁海況概報」に観測結果の概要を記載した。観測結果は磁気媒体に累積記録した。

当調査結果を含む平成8年度の湾内平均水温を沿岸漁況観測事業の図に示した。

【調査・研究結果登載印刷物等】

日本海漁海況速報（日水研)，海洋観測結果表，富山湾漁海況概報

－１－



２スルメイカ漁場一斉調査

岡本勇次

【目的】

我が国周辺海域におけるスルメイカ資源の管理及び的確な利用を行うための基礎資料を収集すること

を目的とする。

【方法】

水産庁の定める「スルメイカ漁場一斉調査指針」により実施した。

【実施結果】

(1)スルメイカ漁場一斉調査を以下のとおり実施した。

調査年月日 観測項目 使用船舶調査定点釣獲個体数

8.6.21～6.27水温、塩分、釣獲試験立山丸す－６線 5,715

【調査結果のとりまとめ】

海洋観測結果は，日本海区水産研究所へ送付した。本結果は水産庁から海洋観測資料としてまとめら

れる予定である。

スルメイカ漁場一斉調査結果も日本海区水産研究所へ送付した。日本海区水産研究所が各県の結果を

とりまとめた。

【調査結果登載印刷物等】

平成８年度第１回日本海スルメイカ長期漁況海況予報に関する資料，1996年９月，日本海区水産研

究所．

－２－



Ⅱ沿岸漁況観測事業

井野慎吾

【目的】

富山県内の漁業種類別，魚種別漁獲量の聞き取り調査と沿岸定線海洋観測調査を行い，「漁況旬報」

及び「富山湾漁海況概報」を発行し，漁業者や関係機関への情報提供を行う。また，漁海況資料を磁気

媒体に蓄積し，漁海況予報の研究や資源研究の基礎資料を整備するほか，ブリの漁況予報を行う。

【方法】

県下９ケ所の主要な産地市場（氷見，新湊，四方，岩瀬，水橋，滑川，魚津，経凪黒部）に調査員

(表l）を配置し，調査員を介してそれぞれの日別･漁業種類別･魚種別漁獲量を聞き取り調査した。

沿岸定線観測調査は，漁業指導調査船立山丸（156.38トン）を用いて漁況海況予報事業，魚卵稚仔分

布調査などの他事業と共同で沿岸定線（二一7線）において実施した（表2)。調査は32定点（漁場生産

力モデル開発基礎調査委託事業の定点を含む）において，水温，塩分，水色，透明度及び海象を観測項

目として行った。水温及び塩分の測定はNiel-Brown社製ＣＴＤ（ＭＫⅢＢ）を用い，原則として水深

300ｍまで実施した。表面水温は棒状温度計で測定し，塩分は同時に採水した試水を持ち帰り，サリ

ノメーター（ＹＥＯ－ＫＡＬ社製）で塩分検定を行った。

表１漁況報告依頼漁協及び調査員

(氷見）

(新湊）

(四方）

(岩瀬）

(水橋）

(滑川）

(魚津）

(経田）

(黒部）

島忠

井勝巳

調査貝機 関

－３－

由
正

小
新
●
●
均
吉
之
司
男
隆
孝
治
満

氷見漁業協同組合

新湊漁業協同組合

四方漁業協同組合

岩瀬漁業協同組合

水橋漁業協同組合

滑川漁業協同組合

魚津漁業協同組合

〃

黒部漁業協同組合

田
山
谷
山
本
東
沢
田
中

山
尾
山
岡
岡
坂
米
寺
田

栄
勝
哲
文



ＰＬ：卵稚仔プランクトン採集

漁場生産力：漁場生産力モデル開発基礎調査委託事業

卵稚仔：卵･稚仔分布調査（我が国周辺漁業資源調査委託事業）

※１月期の調査では，航海中にＮ号重油流出事故への対応として重油の流出状況監視にあたったため，

調査点を２点削った。

表２平成8年度の沿岸定線観測調査実施状況

【結果】

(1)漁海況情報の提供

調査した漁況情報を旬毎に集計し，「漁況旬報」を旬１回，「富山湾漁海況概報」を月１回発行し，関

係機関に送付した（表１）。なお平成８年の魚種別の漁獲量は表４のとおりである。

表３旬報，概報の配布部数

備考数調査時期 調査項目 占
ｄＯＯ，

配 布先

４月期・漁場生産力，卵稚仔調査と共同

５月期．〃

６月期・漁場生産力調査と共同

７月期．〃

８月期．〃

９月期．〃

10月期．〃

11月期．〃

12月期．〃

１月期・〃

２月期．〃

３月期．〃

Ｈ８．４．２～４水温・塩分・ＰＬ

4.30～５．２〃

６．３～５〃

７．１～２〃

7.29～3０〃

９．２～３〃

9.30～10.1〃

１１．５～８〃

Ｈ9.12.3～４〃

１．９～1０〃

1.27～2９〃

2.24～2６〃

※

犯
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
釦
犯
〃

概報旬報

５
４
８
５
２０１

地方自治体等

漁業団体等

研究機関等

報道機関等

合計

－４－

９
３
６
５
３

５
２
１
０１



3,184

2,419

1,797

1,762

1,477

1,394

1,249

1,141

８７７

７５７

７２９

５２６

４４９

３０１

２８５

１５１

１４６

１１８

１１３

１０１

９６

９０

８４

６０

５１

５０

４５

３５

２４

１８

17

20,522

2,010

2,587

2,086

６５３

１，０８２

2,231

1,251

６９３

4,080

９６４

６６６

４９７

２５４

４０２

３５５

３７３

１１６

１２

１９２

２４３

１１７

１４７

５９

８９

５０

４５４

１６

４５

２４

４８

．３１２

２３，００１

表４平成８年の魚種別漁獲量

※平年比は過去10年平均（昭和61年～平成７年）との比較（％）（単位：トン）

魚種 平成８年平成７年平成６年過去１０年平均平年比

スルメイカ（沿）

フクラギ

マイワシ

カワハギ類

カタクチイワシ

ホダルイカ

スルメイカ（沖）

ソウダカツオ

アジ

サバ

ベニズワィ

シラエビ

カマス

ブリ

スケトウダラ

シイラ

メジ．シビコ

トビウオ

ニギス

サケ

ウノレメイワシ

マダイ

ヤリイカ

ガンド

イシダイ

ソデイカ

タチウオ

ヒラメ

サヨリ

クログイ

アオリイカ

△、 計に０ 20,415
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(3)沿岸定線海洋観測

富山湾内に位置する17定点の主な水深層の平均水温及び平年差を凶1に示した。

－６－

図l富山湾内17定点の平均水温及び平年差（平成８年４月～平成９年３月）

※平年値は1990年以前過去30年間の平均値

【調査・研究結果登載印刷物】

漁況旬報：平成8年４月上旬～平成9年３月下旬（合計36報)，富山県水産試験場．

富山湾漁海況概報：平成8年４月～平成9年3月（合計36報)，富山県水産試験場．

(2)ブリの漁況予報

①平成８年秋期のフクラギ漁況予報

・秋期（９～12月）の富山県沿岸のフクラギの漁獲量は水試収集の平年漁獲量（過去10年平均，1,309

トン）を上回る好漁となることが予想される。

・ブリ，ガンドの漁況に関する情報：平成5年は当歳魚の漁獲量（日本海全体）が少なかったので，主

群と予想される平成５年級（４歳魚）の加入量は少ない。

②実際のブリ漁況

・秋期（９～１２月）のフクラギの漁獲量は1,690トンで，平年を上回る好漁であったと言える。

・ブリの漁獲量（９～12月）は257トンで，平成5年の254トンと同レベルであった。また，平成７年の

233トンを上回ったが平成６年の319トンには及ばなかった。
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Ⅲ沖合漁場開発調査

１日本海スルメイカ漁場調査

岡本勇次

【目的】

富山県の沖合漁業の主体である沖合スルメイカ釣漁業者に対して，的確な漁況及び海況‘情報を提供し，

漁業経営の安定と向上に寄与する。

【方法】

日本海スルメイカの漁期前（４月)，初漁期（５月)，盛漁期（７，８月）及び我が国周辺漁業資源調

査によるスルメイカ漁場一斉調査（６月）で，釣獲試験及び水温，塩分観測を実施した。得られた調査

結果を，本県のスルメイカ釣り漁業者並びに関係機関に提供した。

【調査結果の概要】

(1)調査実施概要

調査の実施概要は表－１のとおりであった。

表－１スルメイカ調査の実施概要

調査名調査年月日調査項目使用船名重点衰尋繍季篤体雲
漁期前調査

初漁期調査

8.4.16～２５水温，塩分，釣獲試験立山丸２３

5.16～2３ 〃 〃 2３

漁場一斉調査 6.21～2７ 〃 〃 1５

盛漁期調査(１）7.22～2６ 〃 〃 1４

盛漁期調査(Ⅱ）820～2８ 〃 〃 2６

７６５

(０．０３～6.3）

14,811

(5.5～70.2）

5,715

(4.9～27.1）

2,472

(1.5～13.4）

5,885

(0.9～21.6）

①漁期前調査結果

・調査期間

平成８年４月16～25日

・調査海域

北緯37度20分以南，北緯36度以北，東経133度以東，東経136度30分以西の海域を調査した。

・調査定点数

釣獲試験６点

海洋観測２３点

－７－

3,500



・調査結果

ア海況

表面と水深50ｍ層の水温分布をそれぞれ図－１，２に示した。

表面水温の分布範囲は8.4～13.2℃であった。経ケ岬北方90マイル付近に９℃台の冷水がみられた。

また，同岬北方30マイル付近には西からの暖流の影響とみられる12℃台の南方向への張り出しがみられ

た。

水深50ｍ層の水温分布範囲は8.5～12.7℃であった。隠岐島周辺及び沿岸の西からの暖流の影響とみ

られる海域では11～12℃台であった。同島北方40マイル付近及び網代・柴山沖80マイル付近には中心示

度10℃台の冷水塊がみられ，南及び南東方向へ張り出していた。また，経ケ岬北方90マイル付近では９

℃台を中心とした冷水の南方向への張り出しと11℃台の暖水の北方向への張り出しがみられた。

イ漁況

試験操業結果を表－２と図－３に示した。

調査海域6点における釣獲試験では，釣機１台１時間当りの漁獲個体数(CPUE)は0.03～6.30個体／台・

時であった。

釣獲されたスルメイカの外套背長範囲は，隠岐島北東部（St､4,6）で６～11cｍ（モードは釣獲尾数が

少なかったため不明)，隠岐島東部の網代・柴山沖（St､13）で13～20cｍ（モード17cm)，若狭湾沖（St’

19）で８～19cｍ（モード10.5及び14.5cm)，能登半島西部（St､24）で6～14cｍ（モードは釣獲尾数が少な

かったため不明）であった。

ウスルメイカの来遊状況

調査海域内の北側（St､２，４，６，２４）ではスルメイカ群の分布はほとんどみられなかった。南側の網

代・柴山沖（St､13）及び若狭湾沖（St､19）で釣獲されたスルメイカの大部分は雌雄とも未成熟個体で

あり，北上群であると推定された。今調査海域におけるスルメイカ群の北上は，水温が前年よりやや低

いこと，成熟個体が前年同様ほとんどみられなかったこと，ＣＰＵＥも前年とほぼ同様低かったことから，

前年並みと考えられた。

エ業者船の状況

調査中に視認されたイカ釣り漁船は，網代・柴山沖（St､13）の沿岸寄りで小型漁船とみられた６隻

であった。
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表－２釣獲調査結果（平成８年４月16～25日）

(その１）

－１０－

○釣型鳥

図－３調査定点及び釣機１台１時間当りの漁獲個体数（平成８年４月16～25日）

調査定点番号 １ 2５ ２ ３ １６ 1５ ４ ５ 10 ９ ６

月日 4/1７ 4/1８ 4/１９～2０ 4/2０ 4/2０ 4/2０ 4/20～2１ 4/2１ 4/2１ 4/2１ 4/21～2２

位
置

開始 糖
零

終了 輝
霊

37.20

136.00

37.00

136.00

37.20

135.30

37.20

135.40

37.20

135.00

36.50

35.001

36.50

34.30１

３７'２０

１３４．３０

37.25

34‘２６1

37.20

1３４．００

3６．５０

1３４．００

3６．５０

１３３．３０

3７．２０

133●３０

3７．２２

1３３．２９

時
間

開始

終了

操業時間数

１９:0０

04:0０

９

１９:0０

04:００

９

１９:3０

02$3０

７

釣疲個体数 4７ ３ ３

機械台数 1１ 1１ １０．１

固体/台・時間 0．４７ 0．０３ 0．０４

爵長衝澗 6.5～１５．５ 6～1０ 7.4～11.7
外 蚤背長モード １１．１

水
深
別
水
温

0ｍ

10

2０

3０

5０

7５

100

150

200

300

１１．０

10‘９１

１０．８２

10.72

10.70

10.74

10.99

11.06

10.09

2．７８

11.1

10.96

1０ 8８

１０ 7９

1０ 7５

１０ 7５

1０ 7４

1０ 7４

１０ 8１

６3２

10.6

10.82

10.81

１０．８９

１０ 9６

１１ 0３

１１ 1５

９5６

６1６

１0５

8.4

8．５０

8．５０

8．５１

8．４６

8．２５

6．８８

5．５１

3．４６

1．２０

11.2

10.82

108２

108６

115０

1１ 3４

1１ 2３

８7７

４5２

１0６

10.9

10.96

１０．８７

10.44

9．６５

9．０６

7．３０

3．７６

1．９３

0．７３

10.9

11.28

11.29

1１．２３

10.94

１０．２８

9．１３

6．５０

3．７５

１．０７

10.5

10.91

1０ 9１

１０ 9０

１０ １２

９4６

７5２

4．７６

2．４１

0．９８

11.5

11.09

１１ ０８

１１ 0８

１０ 9９

８9１

６7３

３１１

１7７

０8２

11.6

11.26

111９

１１ 0８

106３

９6４

７6０

3．５３

1．７０

0．８１

10.0

9．１１

９０５

９0３

９0３

９ 0１

８2１

７7６

５1８

１1８

備考 他船なし 他船なし 他船なし

サンマの

中群

他船なし 他船なし 他船なし 他船なし 他船なし 他船なし 他船なし 他鉛１隻



(その2) 
調査定E長番号 7 8 11 13 14 17 18 19 20 21 23 i 
月日 4/22 4/22 4/22 1 4/22-23 4/23 4/23 4/23 4/23-24 4/24 4/24 ! 4/24 

位 開始北緯 3γ20' 36
0 

50' 360 20' 360 00' 360 20' 360 20' 360 00' 360 20' 360 50' 36・50136・50
東経 133

0 00' 1330 00' 1340 30' 1340 30' 1340 30' 135
0 00' 135

0 

00' 1350 30' 135
0 

30' 1360 00' I 136
0 

30' 
置 終了北綿 360 00' 360 23' 

東経 134
0 

32' 135
0 

22' 

t量
19:00 19:00 
04:00 04:00 
9 9 
624 88 
11 10.7 
6.30 0.91 
3.5-20.21 S. 3......19. 2 

外震背長モード 17.0 0.5・14.5
om 10.1 11. 4 11.9 13.2 12.8 11. 8 12.3 12.3 11. 3 11.5 13.1 
10 10. 10 11.10 12.37 12.83 12.73 11. 65 11. 70 11.90 11.07 10.97 11.22 

水深別
20 9.98 11. 08 12.27 12.77 12.73 11. 65 11.70 11. 83 11.01 10.94 10.80 
30 9.92 10.90 12.21 12.74 12.73 11.54 11. 20 11.76 10.97 10.91 10.76 
50 9.88 10.53 12.20 12.67 12.74 11.74 11.17 11.18 10.75 10.71 10.70 

水 75 8.16 9.90 12.17 12.28 12.70 11.62 10.78 11.58 10.68 10.70 11. 08 
温 100 6.57 7.89 12.14 11.83 12.55 11.10 11. 40 10.69 10.70 一
150 4.23 3.04 11. 61 9.80 11.52 10.52 9.30 9.63 10.67 10.72 一
200 2.01 1. 40 10.05 7.06 6.66 5.14 5.23 5.77 10.81 10.42 一
300 0.79 一 1. 05 1. 12 1. 14 1. 06 一 0.95 2.22 2.26 一

備考 他舶なし 他船なし 倒的し 他船6隻 他飴なし 他舶なし 倒的し 他船1隻 f幽昔なし 伽8なし 他船なし

(その3) 

調査|定月者番日号 24 
4/24.....25 

位 開始北緯 3γ20' 

終了麓
1360 30' 

置 37
0 

21.5' 

開塁盗
36
0 

31. 7' 
時 19:00 
終了 03:30 

間 操指時宿敵 8.5 
6 

機械台数 11 
固体/台・時間 0.06 

外外套套背背畏長範モ囲ード
6.8......14.1 

伽 12.4 
10 11.10 

水深
20 10.99 
30 10.98 

別水
50 10.96 
75 10.91 

温 100 10.90 
150 10.44 
200 一
300 一
備考 他船8隻

-11-



②初漁期調査結果

・調査期間

平成８年５月16～23日

・調査海域

北緯39度以南，北緯37度以北，東経134度30分以東，東経137度30分以西の海域を調査した。

・調査定点数

釣獲試験７点

海洋観測２３点

・調査結果

ア海況

表面と水深50ｍ層の水温分布をそれぞれ図－４，５に示した。

表面水温の分布範囲は11.7～18.3℃であった。能登半島北部海域では，紬倉島北方15マイル付近に中

心示度18℃台の暖水塊がみられた。この暖水塊の北西40マイル付近に中心示度12℃台の冷水塊がみられ，

14℃台までの冷水が南へ張り出していた。能登半島西方10マイル付近では15℃台で，若狭湾沖80マイル

付近では16℃台の暖水がみられた。

水深50ｍ層の水温分布範囲は6.0～12.8℃であった。紬倉島北方15マイル付近に中心示度12℃台の暖

水塊がみられた。この暖水塊の北方60マイル付近に６℃台の冷水がみられ，１０℃台までの冷水が南西へ

張り出していた。能登半島西方40マイル付近では，12℃台の暖水の北西方向への張り出しがみられた。

今調査海域における表面と水深50ｍ層の暖水塊と冷水塊の配置は，ほぼ同じであった。

イ漁況

試験操業結果を表－３と図－６に示した。

調査海域7点における釣獲試験では，釣機１台１時間当りの漁獲個体数(CPUE)は5.5～70.2個体／台・

時であり，北緯38度線付近で高かった。

釣獲されたスルメイカの外套背長範囲は，隠岐島北部（St､１，５，２３）で12.5～20.3cｍ（モード16.5cm)，

能登半島北西部（St､9）で11.4～18.2cｍ（モード13.5cm）と（St､20）で14.3～20.2cｍ（モード17.0cm)，

能登半島西部（St､12）で15.5～21.4cｍ（モード18.5cm）と（St､16）で148～23.0cｍ（モード19.5cm）で

あった。能登半島北部と同西部を比較すると，北部では分布量が多かったが個体は小さく，西部では分

布量は少なかったが個体は大きかった。

ウスルメイカの来遊状況

今調査海域の能登半島周辺で釣獲されたスルメイカの外套背長モードが13.5～19.5cmにあり，大部分

は雌雄とも未成熟個体であることから，北上群であると推定された。４月の漁期前調査同様，スルメイ

カ群の北上傾向がみられたが，その分布量は前年同期に比べると多めと考えられた。

エ業者船の状況

調査中に視認されたイカ釣り漁船は，能登半島西（St,16）で１隻，同半島北東（St,23）で32隻であっ

た。
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図－４表面水温分布図 (平成８年５月16～23日）
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図－５水深50ｍ層水温分布図（平成８年５月16～23日）

－１３－



司釣捜罵

詮rl磯

ﾛ⑪1６

図－６調査定点及び釣機１台１時間当りの漁獲個体数 (平成８年５月16～23日）

表－３釣獲調査結果（平成８年５月16～23日）（その１）

－１４－

調査定点番号 １ 2２ 2１ 2０ 1９ 1８ １７ 1６ １５ 1４ １３
月日 5/16～1７ 1７ 1７ 5/１７～1８ 1８ １８ １８ 5/18～1９ 1９ １９ １９

位
置

開始 輝
霊

終了 輝
轄

3８．００

1３７．３０

38.00.6

37.30.5１

3７．００

1３７．００

3８．００

1３７．００

3８．００

1３６．３０

38.01,4

136.37.7

3７．３０

l３６ｏ３０

３７．．００

１３６．３０

37.00

1３６．００

37.00

1３５．３０

37.05.5

135.20.8

3７．３０

１３５．３０

3７．３０

l３６ｐＯＯ

3８．００

1３６．００

時
間

開始
終了

操業時間数

１９:００

04:0０

９

20:00

04:00

８

１９:3０

03:3０

８

釣獲個体数 6，９５３ １，１１８ 1.747
一機械台数 １１ ８ 1１
固体/台・時間 70.2 16.4 18.5
外套背長範囲 13.2～１８．８ 14.3～20.2 14.8～23.0
外套背長モード 16.5 17.0 19.5

水
深
別
水
温

0ｍ

１０

2０

3０

5０

7５

100

150

200

300

12.6

1２ 6５

１１ 8８

１１ 8４

1０ 7２

１１ 1２

１１ １０

1０ 2９

８7３

３０７

13.3

１３．４３

13.38

12.65

11‘0６

18‘３

14.10

１４ 0５

１２ 3３

１２ 0２

１１ 3８

１１ 2０

９4３

７7８

14.4

14.29

14,19

13.16

12.03

１１ 4６

1０ 9５

８4２

３8１

１1７

14.0

14.14

13.34

12.36

11.61

11.27

11‘２９

15.2

１４，８４

14.08

13.82

12.80

１２．３６

12.45

１４．８

14.08

１２．９９

1２ 1７

1０ 8３

1０ 7２

１０ 9５

1１ 2６

1０ 5７

2，１６

１６．１

１５．４１

14.33

13.97

12.97

12.44

12.21

１１．４４

8．０４

１．７５

13.9

13.87

12.80

11.70

10.75

10.69

1１．１４

10.57

9．０１

5．９９

15.7

１４．７９

14.57

13.74

12.84

1２ 3２

1２ 0０

1１ 5４

８ 9７

２2１

15.5

１４．８０

1４ 0４

１２ 3５

１１ １１

９3７

７4３

４2４

１8３

0．８８

備考 他船なし 也船なし

阿具にトラ
ブルが発生
ヅたため、

騒始が１時
間握れた。

ナンマの小
隙

他船ＳＳＥ

方向に１隻

スルメイカ

カ詳影力§よ
く見えた



－１５－

(その３）

(その２）

調査定点番号 2３

位
置

月日

開始 搾
轄

終了 輝
霊

5/22～2３
37.51.5

137.32.5

36。５０．８

137.33.5

時
間

開始
終了

操業時間数

１９:0０

01:0０

６

釣獲個体数
機械台数

1,875

１１

固体/台・時間 28.4

外套背長鐘囲 12.5～19.4

外套背長モード 16.5

水
深
別
水
温

0ｍ

10

2０

3０

5０

7５

100

150

200

300

備考

14.5

13.89

１２ 7５

１１ 7１

１０ 7８

107０

105１

10 3８

８ 4２

也船SE～ＮＷ
方向にﾖ２隻

ヤリイカ

1尾混漣

調査定点番号 1２ １１ 10 ８ ９ ６ ７ ４ ５ ３ ２

月日 5/１９～2０ 2０ 2０ 2０ 5/20～2１ 2１ 2１ 2１ 5/21～2２ 2２ 2２

位
置

開始 捧
韓

終了 糖
謹

3８．００

1３５．３０

37.59.2

135.31.4

3８．３０

1３５．３０

3９．００

1３５．３０

39.00

136.00

3８．３０

1３６．００

38･２８．６

135.57.5

3８．３０

l３６ｏ３０

3９．００

1３６．３０

3９．００

1３７．００

3８．３０

1３７．００

38.38.7

36.58.1１

39.00

1３７．３０

3８．３０

ｌ３７ｏ３０

時
間

開始

終了

操業時間数

１９:0０

04:3０

８

１９:0０

04:0０

９

１９:0０

０４:0０

９

釣痩個体数 2.784 510 1,699

機械台数 9.5 10.3 8.9

固体／台・時間 36.6 5.5 21.1

外套背長範囲 15.5～21.4 L1.4～18.2 14‘７～20.3

外套背長モード 18.5 13.5 16.5

水
深
別
水
温

0ｍ

10

2０

3０

5０

7５

100

１５０

200

300

15.5

14.02

1２ 5９

１０ ０７

９０１

７8９

６ 4７

２6４

１7２

０8４

15.0

１４．５７

14.16

１２．３１

1０．８７

9．６３

7．９１

5．３０

3．６７

1．４５

12.9

12.73

12.18

11.49

9．８５

8．６８

7．５０

5．８９

4.10

1．６９

１２．８

12.58

1１ 9７

1１ １２

９7７

８6６

７5９

５9３

４3３

１7５

12.6

12.50

1１．９９

1０ 7５

1０ 2６

９ 4９

８2７

６5９

５2２

２3５

11.7

11.45

1０ 6０

９6３

６9９

５4３

４ 1２

３0１

１8３

０9５

12.5

11.82

10.02

8．９５

5．９９

５5９

４ 6８

２5９

16４

０8６

１２１

11.8

10.44

8．６１

7．１７

5．２３

3．８９

2．２７

1．３５

0．６９

14.2

13.64

12.93

10.75

9‘２２

８2５

６ 6０

２4３

１6４

0 7６

12.1

10.75

９4２

７ 5５

６2１

４ 7５

３4０

２ 3２

１6４

０ 8６

15.5

15.27

1４ 3９

1３ 1８

1２ 3５

１１ 2０

９9４

６7８

３0４

１2２

備考 也船なし

途中、潮流
､変化によ
り、パラア

ンカーの入

れ．揚げ作
黛を行った
その間、釣
擬停止

也船なし 也船なし



③盛漁期調査（１）結果

・調査期間

平成８年７月22～26日

・調査海域

北緯39度以南，北緯38度以北，東経134度以東，東経137度以西の海域を調査した。

・調査定点数

釣獲調査４点

海洋観測１４点

・調査結果

ア海況

表面と水深50ｍ層の水温分布をそれぞれ図－７，８に示した。

表面水温の分布範囲は20.2～24.3℃であった。能登半島北西50マイル付近から大和堆にかけて，２４～

21℃台の比較的単調な水温分布がみられた。

水深50ｍ層の水温分布範囲は5.7～17.8℃であった。能登半島北西40マイル付近に17℃台の南からの

暖水の張り出しがみられ，能登半島の北方90マイル（北緯39度）付近に８℃台及び大和堆南方（北緯３９

度）付近に６℃台のそれぞれ北方からの冷水の張り出しがみられた。

イ漁況

試験操業結果を表－４と図－９に示した。

調査海域4点における釣獲試験では，釣機１台１時間当りの漁獲個体数(CPUE)は1.5～13.4個体／台・

時であった。

釣獲されたスルメイカの外套背長範囲は，能登半島北（St､10と１）で16.6～25.8cｍ（モード17.5cm）

と17.5～23.7cｍ（モード19.5cm)，能登半島北西（St,4と7）で17.3～26.7cｍ（モード20.5cm）と16.7～22.

4cｍ（モード19.5cm）であった。

ウスルメイカの来遊状況

今調査海域でのスルメイカ群の分布は全体に少なめで，前年同期の半数程度ながらも西側で多く，東

側で少なかった。外套背長モードが17.5～20.5cmと，この時期では小型であるものの，成熟率が雌雄と

も30～40％であったことから，５月の初漁期調査までほとんどみられなかった南下群の割合が多くなっ

たものと推定された。

エ業者船の状況

調査中に視認されたイカ釣り漁船は，能登半島北沖（St､2）の観測点付近で長崎県のイカ釣り漁船と

みられた4隻であった。

－１６－



鍵

図－７表面水温分布図（平成８年７月22～26日）

一~……一Ｉ

Ｊ－漬１

魂
！
掴魚

．．一一三一ｰ＝

図－８水深50ｍ層水温分布図（平成８年７月22～26日）
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鍵

図－９調査定点及び釣機１台１時間当りの漁獲個体数 (平成８年７月22～26日）

表－４釣獲調査結果（平成８年７月22～26日）

1３４０136・１３８

－１８－

Ｑ・

▲ｍｅ■□

翌査定点番号 １ ２ 1１ ３ ４ ５ 1２ ６ ７ ８ １３ ９ 1４ １０

月日 7/22～2３ 7/2３ 7/2３ 7/2３ 7/23～2４ 7/2４ 7/2４ 7/2４ 7/24～2５ 7/2５ 7/2５ 7/2５ 7/2５ 7/25～2６

位
腫

開始 輝
鐸

終了 準
霊

3８．３０

1３７．００

38.27.5

137.02.1

3９．００

1３７．００

3９．００

1３６．３０

3９．００

1３６．００

3８．３０

1３５．３０

38.24.5

135.36.4

3９．００

135.00’

3９．００

1３４．３０

3９．００

1３４．００

3８．３０

1３４．３０

38.38,7

134.40.γ

3８．００

1３５．００

38口００

1３５．３０

3８．００

1３６．００

38◇００

1３６．３０

3８．００

1３７．００

37.56.3

137.04.γ

時
間 操

開始

贋了

藁時f翻ｉ

22800

04:0０

６

１９:00

０４:００

９

19:3０

04:0０

8.5

19:3０

00:3０

5.5
釣瞳個体１良 ４１１ 732 1.254 7５
＃鯛f台濁 8.5 ８ 1１ 9.8

固体/そ
一

『・時fＨ 8.1 10.2 13.4 1.5
外垂 if職露 17.5～2ａ７ 17.3～26.7 16.7～22.4 16.6～25.8
外套私i長モード 19.5 20.5 19.5 17.5

水
深
別
水
温

伽

１０

2０

3０

5０

7５

100

150

200

300

22.1

21.11

19.20

lａ６１

12.54

10.45

8．３０

4．６０

3．０６

1．３３

21.8

21.41

16.64

１５．３６

7．７１

5‘９５

4．５６

2．６８

１．７６

１．０１

21.9

１８．８３

17.45

１４．４６

7．５０

5．９８

4‘８３

2．９７

1．９４

1，０１

21.4

20.64

18.48

15.00

10.08

6．７２

5．２９

3．００

1．９５

0．９４

22.4

2２ 4５

１９ 5０

1８ 4１

1５ 5０

1４ 3２

13.40

11.35

8．３５

1．９９

20.8

20.60

18.41

16.22

11.04

6．８７

5．３７

3．２３

1．８０

0．８８

20.3

18.27

14.89

１１．０６

5．７４

4．８３

3．００

1．９２

１．４１

0．７０

20.2

18.99

１５．７０

13.70

8．４０

6．２１

4．９３

２７６

1．６５

0，９２

21.4

20.80

１８．７７

18.26

15.58

9．６５

7．４１

4，４４

2．１４

0．８４

22.6

22.47

19.00

18.06

15.16

13.48

12.33

11.14

8．９７

4．２５

23.2

22.62

19.45

18.65

16.57

14.39

13.24

1１．３６

7．８２

2‘９８

24.3

23.96

20.07

19.53

16.80

14.04

11.78

8．０９

4．０４

1．４８

24.3

23.08

20.89

１９．９２

17.81

15.58

14.59

13.53

9.16

2．８３

23.6

22.90

１９．２０

17.79

lａ６２

12.98

10.94

6．７２

4．４１

備考 也船なし

マイワシ

中群

也船なし

シイラ数尾

也船なし

サンマ小群

也船なし

ィ
群
マ
ー
ワシの



④盛漁期調査（Ⅱ）結果

・調査期間

平成８年８月20～28日

・調査海域

北緯40度20分以南，北緯38度50分以北，東経136度以東，東経139度以西の海域を調査した。

・調査定点数

釣獲調査８点

海洋観測２６点

・調査結果

ア海況

表面と水深50ｍ層の水温分布を図－１０，１１に示した。

表面水温の分布範囲は22.8～26.2℃であった。調査海域の北西部の大和堆東付近で23℃台，南東部の

山形～秋、県の沿岸寄りで26℃台の水温分布がみられた。

水深50ｍ層の水温分布範囲は3.3～20.2℃であった。調査海域の大和堆北西部付近と青森県西方70マ

イル付近に4℃台の冷水がみられ，大和堆南東40マイル付近に１６℃台，山形県酒田西方40マイル付近に１

８℃台の暖水がみられた。

イ漁況

試験操業結果を表－５と図-12に示した。

調査海域8点における釣獲試験では，釣機１台1時間当りの漁獲個体数(CPUE)は0.9～21.6個体／台・

時であった。

釣獲されたスルメイカの外套背長範囲は，佐渡島北東40マイル（St.'）で14.4～25.4cｍ（モード20.5

cm)，男鹿半島西70マイル（St､6）で18.5～26.7cｍ（モード21.5cm)，同100マイル（St､１２）で8.8～24.8

cｍ（モード20.5cm)，大和堆束１００マイル（St､１１）で18.8～26.6cｍ（モード20.5と22.5cm)，能登半島北１００

マイル（St､１７）で18.5～26.5cｍ（モード23.5cm)，大和堆北束１０マイル（St,25）で19.2～26.9cｍ（モー

ド24.5cm)，同南東40マイル（St28）で18.4～25.3cｍ（モード20.5cm)，能登半島北西15マイル（St,31）

で12.5～25.8cｍ（モード21.5と225cm）であった。

ウスルメイカの来遊状況

今調査海域でのスルメイカ群の分布は，前年同期に比べ全体にかなり少なめであった。外套背長モー

ドが20.5～24.5cmにあり，成熟率が雌雄とも80％であったのがｌ調査点（St､１７）でみうけられ，他の多

くの調査点では40％以下であった。７月の盛漁期調査（１）時に比べると，沿岸部での南下群の割合が

多く，沖合では７月同様北上群の割合が多いものと推定された。

エ業者船の状況

調査中に視認されたイカ釣り漁船は，大和堆北東１０マイル（St,25）の調査点付近で42隻であった。

－１９－
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明-・7
A 

!.~ι二仁一

図-11 (平成8年8月20........28日)
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図-12 調査定点友ぴ釣機 1台1時間当りの漁獲個体数 (平成8年8月20，....，28日)

表-5 釣獲調査結果(平成8年8月20，....，28日) (その 1) 

. 2 3 4 5 6 7 8 91 10 11 12 13 I 14 ¥ 

位陣員長藷吾
8/20 8/21 8/21 8/21 8/21 8/21-22 8/22 8/22 I 8/22 8/22 8/22-23 8/23-24 8/24 i 8/24 
38" 50' 38" 50' 39" 20' 39" 20' 39" 50' 39" 50' 40. 20' 40" 20' 1 40. 20' 40" 20' 39. 50' 39・50' 39・ 20139・~~: ! 
1390 00' 1380 30' 138" 30' 1390 00' 1390 00' 138" 30' 1390 00' 1380 30' 11380 00' 137・30' 13ア 30' 138" 00' 138

0 00' I 137・30'
置終了 380 52.2' 390 52.2' 39" 49. 7' 390 56.3' 

390 01. 8' 380 34.3' 3; 30.6' 38" 03.7' 

員轟
21 :00 19:00 19:00 19:00 
04:00 倒:00 04:00 04:00 
7 9 9 9 

' 1，514 ! 559 1. 676 149 
10 8 9.8 6.9 

圃体/台・時間 21. 6 1.6 18.9 2.4 
外套背民館周 4.4-25.4 8.5-26.7 8.8-26.6 8.か.....24.8

ード 20.5 21. 5 0.5・22.5 20.5 
伽 25.9 25.8 26.21 26.1 26.2 25.8 24.5 24.0 24.8 24.2 25.0 ; 24.81 24.8 24.5 : 
10 25.43 25.94 25.84 25.88 24.71 24.48 24. 15 23.14 24.26 I 24.14 23.63 24.15 I 25.21 24. i6 ! 

水深
20 21. 82 1 23.03 19.83 ， 20.89 20.12 19.19 18.89 18.41 16.59 16.17 17.75 19.19 19.73 20.30 ! 
30 20.06 19.76 18.08 18.44 19.01 18.18 14.36 7.31 10.47 10.65 15.35 16.54 16.79 

別水
50 18.54 15.43 15.20 16.18 16.33 14.86 6.42 3.31 6.43 6.29 11. 08 13.39 12.83 i 10.08 
15 15.99 11. 58 12.50 13.83 14.13 12.04 3.69 2.60 4.26 4.06 8.31 11. 06・t・ 6.88 ! 

温 100 14.03 ! 9.03 11.11 12.46 12.98 川ト 2.28 1. 86 3.21 2.98 6.23 8.32 6.86 ; 4.85 i 
150 10.99 5.76 8.20 10.32 10.85 9.55 I 1. 45 1. 29 2.25 i t. 80 4.54 4. 12 3.81 I 2.15 
200 7.93 I 3.94 3.27 6.78 11.82 

日2.0立1L1-L0.17 
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【調査結果登載印刷物等】

平成８年度第1回日本海浮魚類・スルメイカ長期漁況海況予報に関する資料，1996年９月日本海区

水産研究所．
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【調査結果のとりまとめ】

平成８年度日本海スルメイカ漁期前調査結果速報，

平成８年度日本海スルメイカ初漁期調査結果速報，

平成８年度日本海スルメイカ盛漁期調査(1)結果速報，

平成８年度日本海スルメイカ盛漁期調査(Ⅱ)結果速報，

1996年４月

1996年５月

1996年７月

1996年８月

富山県水産試験場．

富山県水産試験場．

富山県水産試験場．

富山県水産試験場．

(その２）

備考

｜’

羽杏字画器号 １６ 1７ 2０ １９ 2１ 2５ 2６ 2７ 2８ 1８ 2９ 3０ 3１

月日 8/2４ 8/24～2５ 8/2５ 8/2５ 8/2５ 8/25～2６ 8/2６ 8/2６ 8/26～2７ 8/2７ 8/2７ 8/2７ 8/27～2８

位
澄

iWI始 輝
蝉
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韓
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3９．２０
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3９．２０
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3９．５０

1３６．３０

4０．２０

1３６．００

40･’8.8

136.01.0

3９．５０

1３６．００

3９．２０

136.00

3８．５０
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38.38‘６
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3８．３０
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37.42.4
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時
間
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終了

操業時間散

１９:0０

03:００

８

１９:3０

04:3０

９

１９:0０

04:0０

９

１８:3０

02:0０

7.5

釣獲個体数 103 1.330 501 5３

機械台数 ８ 1１ ８ ８

固防 /台・時間 1.6 13.4 7.0 0.9

外雲背長趨困 18.5～26.5 19.2～26.9 18,4～25.3 12.5～25.8

外蔭背長モード 23.5 24.5 20.5 21.5.22.5

水
深
別
水
温

0ｍ
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2０
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1００

150
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25.19
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Ⅳ富山湾固有種生態調査

１日本海におけるホタルイカの資源利用研究

内山勇

【目的】

日本海におけるホタルイカの生活史を解明し，それに基づき資源量推定を行い，本種の的確な資源利

用方策を確立する。

【方法】

(1)富山県内の氷見，新湊，四方，岩瀬，水橋町，滑川，魚津，経田及び黒部の9漁業協同組合から，

日別のホタルイカ漁獲量を聞き取りした。

(2)1996年２～６月の期間に漁獲されたホタルイカの外套長，体重及び生殖腺重量を旬１回約100個体

測定した。

(3)1996年９，１２月及び'997年２月に富山湾および周辺海域において，漁業指導調査船立山丸で中層ト

ロール網によるホタルイカの採集調査を実施した。

(4)1996年12月12日に水産庁日本海区水産研究所主催によるホタルイカ資源研究会が滑川市で開催され，

日本海におけるホタルイカ資源に関する情報交換を行なった。

【結果の概要】

（１）富山県の漁況

総漁獲量は1,394.1トンで，前年（2,231.1トン）の62％，平年（1,943.6トン:1953～1995年の平均値）

の72％であった。漁況経過の特徴は3つのピークがあったこと，前年に比べ漁期後半に重心があったこ

とであった。地区別にみた特徴は，前年とは対照的に湾の東側に配分が偏っていたこと，および滑川・

魚津地区ともに３つのピークが認められたが，新湊地区は３つ目のピークを欠いていたことであったｃ

ホタルイカの大きさは，３月下旬に58.0mmで，その後例年同様漁期が進むにつれ概ね大きくなる傾向が

あり，６月上旬には63.6mmに達した。1986年以降の4～５月の平均外套長と比較すると，４月上旬では小

さかったが，４月中旬～５月下旬では大きかった。キログラム単価は，３月は1,453円で過去９年の中

で６番目と低かったが，４月は891円で３番目，５月は561円で２番目と中盤から後半は高価格であった。

(2)中層トロール網による採集結果

1996年７月～1997年２月まで，ホタルイカを調査対象とする中層トロール網調査を，富山湾および周

辺海域において７航海延べ65曳網行った。そのうち23回の曳網でホタルイカが採集された。11月までは

湾外において小型個体が，１２月以降は湾内において大型個体が採集されている。1996年度で採集数が最

も多かったのは，９月の佐渡南方海域における夜間の150ｍ以浅の曳網時で，未成体が合わせて310個体

採集された。なお，ホタルイカが採集された点に限っても，合計ではホタルイカの３倍の個体数のホタ

ルイカモドキが採集されていて（ホタルイカ485個体に対しホタルイカモドキ1579個体)，調査海域内に

おいては，ホタルイカよりもホタルイカモドキの分布量が多いことが示唆された。

－２３－



ポイントとなる時期と海域を選んで，1996年の採集結果を過去の結果と比較すると以下のとおりであ

る。

沖合への分散期である７～11月の佐渡北方海域では，７月に未成体が90個体採集され，1990年代では

1993年８月に次ぐ採集数であった。漁期直前の漁況予測に重要な1997年２月の湾奥海域では，ｌ個体の

ホタルイカも採集されず，継続的な調査が行われている1988年以降では最低の記録であった。

(3)平成８年度ホタルイカ資源研究会で情報交換された参加各府県の漁況

①新潟県総漁獲量は16.1トンで，1990年の54トンには及ばなかったものの，不漁であったここ３年

の漁獲量を大幅に上回った。水場金額は8,082千円，過去５年平均の621％で，これも大幅に上回った。

単価も500円／kgで過去５年平均の５割増であった。漁場は，例年どおり，青海町の糸魚川市に近い１

統と糸魚川市の2統の定置網で，富山県に最も近い市振の定置網では漁獲されなかった。これは，定置

網が敷設されている地先が岸深であるかどうかに左右されているものと考えられる。

②石川県総漁獲量は12.4トンで，ｌ～５月に漁獲され，２月に漁獲のピークがみられた。1986年以降

の漁獲量としては最も低かった。金沢市漁協及び南浦漁協の月別単価は1～２月が2,202～2,264円／kgと

高く，３月には870～1,176円／kgで，４～６月は100～513円／kgと大きく低下した。漁法は沖合底曳き網

と小型底曳き網である。

③福井県総漁獲量は985トンであった。1980年代後半には2,000トンを超える年もあったが，1989年

以降は価格維持のため漁獲制限をしている。地区別には大半が越前市場に水揚げされた。単価は漁期初

め高<やがて下がる傾向があるが，1996年は平均343円で比較的高水準であった。漁期は1～５月までで，

５月に漁獲のピークがみられた。沖合底曳網漁船の旬別ＣＰＵＥ（１日1隻当たりの漁獲量）は540～1,52

4kgの範囲で，これまでの最高レベルであった前々年には及ばないものの，かなり高いレベルであった。

④京都府総漁獲量は府内が2.6トン，府外からの入荷が２７トンであった。漁業者によるとホタルイ

カのいるところにはアカガレイがいるので，ホタルイカの魚探反応を見てアカガレイを漁獲するようで

ある。

⑤兵庫県総漁獲量は2,483.6トンで，１～６月に漁獲され，月別には４月の漁獲が46％と最も多かっ

た。水揚げは浜坂が68％を占め，次いで津居山（28％）であった。月別平均単価は，２月が2,353円／

kgと最も高く，次いで１月が2,271円／kgで，３月には724円／kgと急激に低下した。それ以降は235～34

5円／kgの間であった。なお兵庫県は府県別では最高の漁獲量を上げた。

⑥鳥取県総漁獲量は149.7トンで，1989年以降最高であった。２～５月に漁獲され，月別漁獲では３月

が最も多く，９６％を占めた。地区別では田後での水揚げが96％を占めた。２月の単価は2,818円／kgと高

く，３月は784円／kgと急激に低下した。ホタルイカの漁獲は沖合底曳き網でのみで行われており，漁船

数は42隻である。すべての漁船がホタルイカを漁獲対象としているわけではなく，田後では13隻が対象

としている｡

日本海におけるホタルイカ漁獲量 (単位：トン）

年鳥取兵庫京都福井石ｊｌｌ富山新潟合計

1984年

1985年

362.97.2

518.6５７．６1,060.3

－２４－

729.0

930.0

８．３1,107.4

15.42,581.9



1986年

1987年

1988年

1989年

1990年

1991年

1992年

1993年

1994年

1995年

1996年

１２．６

３０．３

４６．７

５６．７

２６．４

８７．６

36.8

149.7

498.2

1,225.4

1,277.4

1,834.8

1,877.6

2,097.0

1,889.6

2,566.9

2,514.1

1,545.3

2,483.7

６．６1,646.4296.1476.0

32.82,043.4351.3800.0

21.01.170.3151.31,342.0

14.42,174.0223.32,225.0

13.01,132.5４７．２3,732.0

10.71,597.4９５．６1,290.0

11.6503.2８０．１3,895.0

２．９613.1188.51,702.0

４．０915.0１４．９2,562.5

０．５948.9４５．９2,231.1

２．６985.112.41,394.1

12.2

4.5

12.5

7.8

54.3

12.1

16.1

２．５

０．３

0.6

16.1

(4)1997年３月１日付けで1997年漁期のホタルイカの漁況予報を以下のとおり発表した。

１本年のホタルイカの総漁獲量は，平年（昭和28年～平成８年の平均漁獲量

1,931.4トン）並みになるものと予測される。

２漁獲盛期は４月下旬になると予測される。

３湾東部（滑川以東）での漁獲割合は前年（65％）を下回ると予測される。
Ｉ

2,935.5

4,457.4

3,974.5

6,491.5

6,886.9

5,149.5

6,452.3

5,102.3

6,098.4

4,809.1

5,043.7

根拠となった情報

①２月の漁獲量が多ければその年の漁獲量も多い傾向にあるが，本年の２月の漁獲量は，２０日までの

累計では，９kgであった。このことからは，本年が好漁となる可能性は小さい。

②前年の漁獲量及び前年の卵稚仔量を使って，再生産曲線から本年の漁獲量推定をすることができる。

前年の漁獲量から推定すると，不漁の場合は1,156トン，好漁の場合は2,752トンとなり，前年の卵仔稚

量から推定すると2,496トンと推定された。

③前年のホタルイカの卵仔稚量は中程度の水準であるが，前年の春期のプランクトン量は過去最高の

高水準であった。また前年の卵と仔稚の出現比も高い水準であった。これらのことからは，発育初期に

おけるホタルイカの生育環境条件は良好であったと考えられる。

④２月に実施した立山丸による中層トロール網による採集調査結果を，1989年，1992～1996年と比較

すると，最低の採集量であった。このことからは好漁となる可能性は低い。

⑤富山湾の水温・塩分を説明変数，年計漁獲量を目的変数として重回帰分析を行った。求められた回

帰式を用いると，漁獲量は2,265トンと予測される。

⑥漁獲の盛期は，４月の湾内17定点平均水温が高ければ早まる傾向にある。本年の４月の水温は，今

冬期の経過からみると平年並みかやや高めになると予想される。

⑦漁獲の盛期が早いと，西部（水橋以西）での漁獲が多くなる傾向がある。

【調査・研究結果登載印刷物等】

なし

－２５－



２日本海におけるサヨリの資源利用調査研究

井野慎吾

【目的】

富山湾におけるサヨリ資源と漁業の現状を明らかにし，他の海域との比較検討を行うことにより，日

本海におけるサヨリの資源構造を解明し，安定した漁業経営を図るとともに，漁場形成要因を明らかに

することによって漁船漁業の合理的な操業方法を確立する。

【研究方法】

(1)富山県の９ケ所の沿海漁業協同組合からサヨリの日別･漁業種類別漁獲量とサヨリ船曳網操業統数

を聞き取りした。富山農林水産統計年報から，サヨリの漁獲量等を調査した。

(2)平成８年４～６月と平成８年９月～平成９年３月までに氷見地区の船曳網で漁獲されたサヨリの尾

叉長，被鱗体長，体重および生殖腺重量を測定した。また，燐を採取し年級群の査定を行うとともに，

蝿に寄生するサヨリヤドリムシを計数した。

(3)氷見地区地先海域において，平成８年９月，１０月，12月および平成９年２月，３月に月１回の船曳

網による試験操業調査を実施した。

(4)平成８年６月19～21日に富山湾およびその周辺海域の18定点において，130cmリングネット（網目

0.5mm）による各定点10分間の表層曳を実施し，仔魚の出現状況を調べた。

(5)平成８年９月に滑川漁港において投網，たも網によって採集されたサヨリ30尾にリボン標識を装着

した後，放流した。

(6)平成８年４月から平成９年３月までの富山湾の沿岸定線観測結果を基に，湾内の水温変動を調べた。

【結果の概要】

(1)富山県水産試験場の聞き取り調査による昭和40～平成７年までのサヨリの漁獲量をみると，昭和４４

年までは１０トン以下の漁獲量であったが，二綾曳の船曳網が導入された昭和45年以降急増し，昭和51年

には平成７年までの最高である222.6トンの漁獲量を記録した。その後は23.6～190.8トンの範囲で変動

している。平成８年の漁獲量は前年並みの24.2トンで，前年に引き続いて低迷している（図１）。月別

漁獲量は例年と同様に５月が最も多く，月別漁獲量の推移も例年と同様の傾向を示した（図２）。地区

別漁獲量では，氷見地区が74％を占め，次いで黒部地区が12％，新湊地区が７％を占めた。

(2)平成８年のサヨリ船曳網の操業統数は，氷見地区が１３統，経田地区が3統，黒部地区が3統の計19統

であった。今年も昨年に続いて漁模様が思わしくなかったためか，休漁した漁業者がおり，操業統数は

氷見地区では昨年比で２ケ統減少した。なお，富山県内の許可隻数は154隻で，許可期間は３月２１日か

ら６月30日である。氷見地区の船ぴき網漁船は8.5トン型が主体で，他地区では５トン未満船が主体で

ある。

(3)平成８年のサヨリ船曳網の氷見地区における日別漁獲量をみると，初漁は例年よりも約１ケ月遅い

５月３日で，終漁は６月21日（ほぼ例年どおり）であった。５月中旬から操業統数の増加とともに漁獲

量が増加しはじめ，５月21日に1,690kgのピークを迎えた後，徐々 に減少した。ＣＰＵＥ（日漁獲量(kg）

／日操業統数）においても，５月21日の154kg／統がピークであった。黒部地区では５月14日が初漁で，
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５月17日に200kgの漁獲量のピークが見られた後，６月25日に終漁となった。ＣＰＵＥは漁獲量と同

様に，５月17日に１００kg／統のピークが見られた。今年は両地区共に漁期の始まり（出漁）が遅かった

点が例年と異なるが，漁獲のピークは例年どおり５月中旬～下旬であった。

(4)平成８年５～12月及び平成９年２～３月に氷見地区の船曳網で漁獲されたサヨリの尾叉長を雌雄別

にみると，５～６月の漁期中には雌で19～22cmに，雄で18～24cmにモードをもつ群が主に漁獲された。

平成７年と比較すると，雌雄ともモードは２～７cm小さく，平成６年と比較しても２～３cm小さかった。

９月は雌雄とも15cmにモードをもつ平成７年級が主体に漁獲され，これらの群のモードは１０月に１８cm，

12月に22cmとなった。１２月のモードを比較すると平成7年とほぼ同じであるが，平成６年と比較すると

３cm小さかった。

(5)鱗の観察から各年級群に分けて，時期別にそれらの群の尾叉長モードを調べた。雌では，平成４年

級は平成６年４～６月に29～31cmで出現し，９～１０月に31～33cmとなった。平成５年級は平成６年４～

６月に22～24cmで出現し，９～12月には27～30cmとなり，平成７年４～６月には29～32cmとなった。平

成6年級は平成６年７月に９cmで出現し，急速に成長して12月には26cmに達した。そして平成７年４～

６月には25～27cmで出現し，８月は29cm，１０～12月は30～31cmとなった。平成８年級は平成７年８月に

11cmで出現し，１２月には21cmとなった後，平成８年５～６月には19～22cmとなり，９月には25cmとなっ

た。平成８年級は９月には１５cm，１２月には22cmとなり，平成９年３月のモードは21cmであった（図３）。

雄では，平成４年級は平成６年４～６月に27～29cmで出現した。平成５年級は平成６年４～６月に２１

～23cmで出現し，９月に25cmとなり，１０～１２月に27～30cmとなった後，平成７年４～６月には28～30ｃｍ

で出現した。平成６年級は平成６年７月に９cmで出現し，急速に成長して１２月には25cmに達した。平成

７年４～６月には24～26cmで出現し，８月には27cmとなった。平成７年級は８月に11cmで出現し，12月

には22cmとなった後，平成８年５～６月には１８～24cmとなった。平成８年級は９月には15cm，１２月には

22cmとなり，平成９年３月のモードは21cmであった（図４）。

(6)雌雄比をみると，過去の調査結果と同様に平成８年も銘柄大では６～12月において雌の割合が大き

かった。銘柄大を除いたものでは，漁期はじめ～５月下旬までは雄の割合が高く，漁期の終盤である６

月には逆に雌の割合が高い傾向が見られた。

(7)年級群毎の雌雄の平均生殖腺熟度指数の時期別変化をみると，平成７年級では５月27日にピークが

見られた。平成６年及び平成７年の調査においても各年級ともに５月中旬から下旬に熱度指数のピーク

が見られており，平成８年においても同様の結果であった。

(8)サョリの寄生虫の時期別寄生率（サヨリの被寄生個体数／調査個体数）を調べた。蝿に寄生するサ

ヨリヤドリムシの平成８年５～６月の寄生率は，平成７年よりも低く38.6～52.7％（平成７年：61.4～

85.0％）の範囲で，９月の寄生率は47.0％であった。体表にみられる条虫の寄生率は平成８年５～６月

は6.3～15.1％で，９月は寄生虫が見られなかった。

(9)平成８年９月，１０月，１２月と平成９年２月，３月にサヨリ船曳網の試験操業を図５に示した３ケ所

の海域で実施した。いずれの月においても最も岸に近い海域でのサヨリの漁獲が最も多かったが，１２月，

２月，３月の調査では，過去の調査結果と同様にやや沖合の海域でもサヨリが漁獲された。従って，１２

月以降サヨリの分布域が沖合に拡大することが明らかになった（表ｌ）。

(１０リ平成８年６月の富山湾周辺海域におけるサヨリ仔魚の出現状況をみると，出現量は３年間では最も

多く，特に富山湾内から上越にかけての沿岸寄りの調査点で多く出現した。
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(11）平成８年９月に滑川漁港において30尾のサヨリにリボン標識を装着し放流したが，平成９年３月末

まで再捕はない。

(12）平成８年４jj～平成９年３ｊｊまでの富山湾内17定点の表而と10ｍ層の平均水温趣をみると，５月と７

～９月に平年よりも低めの傾向が見られた。
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図３年級群別に見た尾叉長の推移（雌）
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表１：さより船曳網による試験操業結果（サヨリの漁獲尾数）

操業年月日 操業海域

月 年月日 Ａ Ｂ Ｃ

８月 Ｈ７／08／2４ 376（尾） 1１ ０

９月 H6／09／O7

H8／09／1１

310

1,053

０
０

０
０

10月 H6／10／l8

H7／10／２６

H8／10／3０
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4１
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０
０
０

０
０
０
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H8／12／2５
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０
５
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３定置網漁業適正管理研究

武野泰之

【目的】

富山県の定置網漁業における中高級魚の幼稚魚の混獲および投棄実態を把握して，その経営改善の方

策および適正な定置網漁業の操業の在り方を検討し，本県沿岸漁業のなかで重要な地位を占める定置網

漁業における資源管理型漁業推進の方策を検討する。

【方法】

(1)富山県の定置網の操業実態

富山県の中でも定置網敷設統数の多い氷見地区を調査対象海域とし，定置網の目合の歴史的変遷を聞

き取り調査した。

(2)定置網漁業における漁獲の実態

①魚種別漁盤量

水産試験場が聞き取りしている漁獲量データをもとに，富山県の定置網漁業における地区別魚種別の

漁獲実態を調査した。

②経営依存魚種と依存度

水産試験場が行っている漁獲量聞き取り調査結果のうち，氷見地区の定置網漁業における平成８年の

漁獲量を月別・魚種別に集計した。

氷見地区において，どの定置網が，いつ頃，どの魚種に依存しているか明らかにするために，氷見市

場の販売仕切帳から平成８年の月別・魚種別漁狸金額を大型定置網と小型定置網に分けて集計した。

(3)混獲幼稚魚の実態

定置網で混獲した幼稚魚が利用されない場合を検討した。

(4)適正管理の提言

今後の課題と提言をとりまとめた。

【結果と考察の概要】

(1)富山県の定置網の操業実態

氷見地区のイワシ類を漁獲対象とした定置網においては，昭和30年代後半まで，かつち染めした綿糸

網（タンニンで染めた網）を身網に用いていた。その網の目合は14節であった。これらのイワシ網を別

名にいちあみ」と称していた（古市網あるいは小市網)。しかし，かつち染めした綿糸網は縮みやす

く，３年間も使用すると，目合は１６節程度になっていた。

昭和40年代に入ると，大型定置網では２段落網が導入され，それに伴い網の材質が綿糸からポリビニー

ル系やポリエステル系等の合成繊維に次第に転換してきた。これらの新しい網の形式と材質は，小型定

置網に波及していった。この新しい材質を用いると網の目合を細かくすることができるので，当時の小

型定置網は24～22節の無結節網を用いていた。

昭和50年代には，防汚剤を使用することを前提に，さらに網の目合が細かくなり，２８節の網の目合を

使用する小型定置網があった。その後，防汚剤の安全‘性の問題から防汚剤を使用しないで，２６節の目合
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に拡大して，現在に至っている。

現状では，イワシ類を対象とする季節には，大部分の小型定置網の身網の目合は26節である。

(2)定置網漁業における漁獲の実態

①魚種別漁獲量

富山県の９産地市場の漁獲量のうち，定置網漁業における平成３～７年の５年間を平均した魚種別漁

獲量割合を地区に分けて図－１に示した。９市場における平成３～７年の平均漁獲量は12,098ｔであり，

調査対象の氷見地区の漁獲量はそのうちの47.3％にあたる5,727ｔであった。氷見地区の漁獲量上位１０

種は，マイワシ，スルメイカ，カタクチイワシ，フクラギ（ブリ幼魚)，ソウダカツオ，サバ類，アジ

類，カワハギ類，ブリ，ツバイソ（ブリ当歳魚）であった。本調査の対象地区外の漁獲量は，新湊地区

が3,554ｔ(29.4％)，富山・滑川地区が1,490ｔ（12.3％)，魚津以東地区が1,326ｔ（11.0％)であった。こ

れらの地区では，ホタルイカが上位に入っていることが，氷見地区と大きく異なる特徴であった。
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図－１富山県定置網漁業の地区別における平成３～７年の５年間を平均した

魚種別漁獲漁割合（水試聞き取り調査）
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②経営依存魚種と依存度

・氷見地区の定置網漁業における平成８年の漁獲量と漁獲金額

氷見地区の定置網漁業における平成８年の漁獲量と漁獲金額を図－２に示した。平成８年の定置網漁

業（大型・小型を含む）における総漁獲量は，6,503ｔであった。そのうち漁獲量の上位は，スルメイ

カ，マイワシ，カタクチイワシ，フクラギ（ブリ幼魚)，ソウダカッオ，サバ類，カワハギ類，ツバイ

ソ（ブリ当歳魚)，ブリ，カマスの順であった。

平成８年の定置網漁業（大型・小型を含む）における総漁獲金額は，２２億1453万円であった。漁獲金

額の上位は，スルメイカ，ブリ，マイワシ，フクラギ（ブリ幼魚)，メジ（マグロ未成魚)，カマス，ア

ジ類，カタクチイワシ，クロダイ，フグ類の順であった。

上位を占める魚種において，魚種ごとの年間漁獲金額を年間漁獲量で割った金額を，その魚種の単価

とした。全魚種の単純平均単価は340円であった。全魚種の単純平均単価より単価が高い主な魚種は，

ヒラメ，スズキ，クロダイ，アオリイカ，ブリ，メバル，イシダイ，ヤリイカ，ガンド（ブリ未成魚)，

メジ，アジ類，フグ類，カマス，スルメイカであった。また，全魚種の単純平均単価より単価が安い主

な魚種は，ソウダカツオ，サバ類，ツバイソ，カタクチイワシ，カワハギ類，マイワシ，フクラギであっ

た。

ツバ

力

ン

フ

ク

カタク

図－２氷見地区の定置網漁業における平成８年の漁獲量と漁獲金額
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６００

・氷見地区の定置網漁業における月別魚種別漁獲量

氷見地区の定置網漁業（大型・小型を含む）における平成８年の漁獲量上位10種の月別漁獲量を図一

３に示した。平成８年の総漁獲量は6,503ｔであった。

前項で示した単価の高い魚種のうち，ブリは12月に，カマスは９～10月に，スルメイカは１～６月と

12月に多く漁獲された。また，単価の安い魚種のうち，ソウダカツオは10～11月に，サバ類は６月に，

ツバイソは８～９月に，イワシ類は７～10月に，カワハギ類は12月に多く漁獲された。とりわけ，単価

の安い魚種が６～11月に集中して漁獲され，この半年間で年間漁獲量の58.6％を漁獲している。

トン

８００
口
晒
皿
Ⅲ
囚
醗
画
Ⅲ
鰯
醐
□

その他

力マス

ブリ

ツバイソ(ブリ）

カワハギ類

サ（類

ソウダカツオ

フクラギ(ブリ）

力タクチイワシ

マイワシ

スルメイカ

４００

2００

３ ６ ９ １２月

図－３氷見地区の定置網漁業における平成８年の漁獲量上位10種の月別漁猿量

・氷見地区の大型定置網における月別魚種別漁獲金額

氷見地区の大型定置網における平成８年の漁獲金額上位10種の月別漁獲金額を図－４に示した。平成

８年の総漁獲金額は１８億259万円であった。大型定置網は16統敷設されていることから，単純に平均す

るとｌ統あたり１億1266万円であった。

６～11月における大型定置網の漁獲金額は年間の28.5％で，１～５月と12月のそれは71.5％を占めて

いる。大型定置網漁業の経営において，ｌ～３月と12月にはスルメイカやブリ，メジ（マグロ未成魚）

の大型個体による漁獲金額に依存しているものの，７～10月に多く漁獲されているイワシ類にはあまり

依存していないことが明らかになった。

・氷見地区の小型定置網における月別魚種別漁獲金額

氷見地区の小型定置網における平成８年の漁獲金額上位１０種の月別漁獲金額を図－５に示した。平成

８年の総漁獲金額は４億1194万円であった。氷見地区では，小型定置網の経営体が29あることから，ｌ

経営体当たりの年間平均漁獲金額は1421万円であった。
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１～６月の漁獲金額が年間に占める割合は31.5％であった。５月にクロダイの漁獲金額が多いことが

特徴であった。７～12月の占める割合は68.5％であり，イワシ類やカマスのように体形が細い魚種の漁

獲金額が多いことが特徴である。とりわけ，７～９月にイワシ類の漁獲金額は多い。

(3)混獲幼稚魚の実態

定置網で混獲した幼稚魚が利用されない場合を検討してみると，次のような場合が考えられた。

Ａ揚網作業直後（魚がまだ生きている状態）

ａクラケや海藻等の混入により，選別せずに再放流した幼稚魚

ｂカワハギ類等の疎のある魚の混入により，魚体が著しく損傷した幼稚魚

ｃ規則・申し合せ等により再放流しなければならない魚種の幼稚魚

ｄ規則・申し合せ等にはないが自主的に再放流する中高級魚の幼稚魚

Ｂ市場での選別時（魚がすでに死んでいる状態）

ａ食用できない魚種の幼稚魚

ｂ食用習慣のない魚種（元来は食用魚種であるが，その地域では食用習慣のない魚種）の幼稚魚

．食用種であるが，食用サイズに達していない幼稚魚

ｅ食用種で食用サイズに達しているが，商品価値を生むような一定の取り扱い単位に達しない幼稚

魚

ｆ選別の労力に見あわない低価格の幼稚魚

大量の死んだ魚を投棄することは，資源の有効利用や環境問題等の観点から社会的に大きな批判を受

けると予想される。

今後は，売れない魚あるいは低価格の魚（言い換えると，労力をかけても価値が低い魚）を漁獲しな

いことが必要であろう。すなわち，そのような魚が定置網に入ったとしても，生きたまま逃がすような，

さらに積極的に，定置網に未利用魚が入らないような漁具の改良や工夫が求められるであろう。

また，季節によって漁獲金額の多い魚種が交代することを示した。イワシ類やカマス等の細身の魚種

が少ない時期やブリ・マグロ等の大型個体が多く漁獲される時期に応じて，網の目合拡大が可能ではな

いであろうか。

これらの取り組みは投棄魚を減らす有効な方法となり得るものであろう。

(4)適正管理の提言

・今後の課題

本研究の目的は，「中高級魚の幼稚魚が混獲され，利用されることなく投棄されたり，商品価値のな

い状態で水揚げされている実態を把握する」ことにある。そして，富山県のなかでも定置網の敷設統数

が最も多く，かつ藻場の発達している氷見地区を選定して，混獲と投棄の実態を平成６～８年度に調査

した。

この３年間の調査結果において，マダイやイシダイ等の中高級魚の幼稚魚の混獲と投棄がわずかであ

ること，水産加工原料として小型のイワシ類やアジ類の経済価値が高いことを明らかにした。イワシ類

やアジ類は，成長すれば価値が必ずしも高くなる魚種ではなく，むしろ小型であっても均一なサイズの

ほうが価値の高い魚種であった。また，加工原料にサイズが適していても，複数の魚種が混ざっている

と加工に選別工程を必要とする。この選別工程には人手を要するので，加工業者は複数魚種の混ざりを

－３６－



購入しない。このため，漁業者は複数魚種の混ざりを投棄の対象とする事例を示した。

また，大型定置網と小型定置網において，季節によって経営的に依存する魚種が交代することを明ら

かにした。小型定置網において，体形が細い魚種の経営依存が大きい 7---10月に網の目合を拡大した場

合に，これらの魚種が漁獲できないことになり，影響は大きいと考えられるo

これらのことから，富山県の定置網漁業における資源管理型漁業を推進する方策として，混獲幼稚魚

の保護を図るための一般的な「網の目合拡大Jを，網規模や季節を考慮することなく一律に実施するこ

とは適切ではないと考えられる。

そこで，次の方策を提言する o

提言1 選別機の導入

多大な労力を要している選別作業を，選別機を用いて行うことを提言する o

漁獲された魚が定置網の身網内で複数の魚種と混じりあいそのまま水揚してセリにかけると，その価

値は低くなっていることが明らかになった。定置網の身網から魚をとりあげる時に各魚種の遊泳層を考

慮して選択的に特定魚種をとりあげる事例はあるが，その労力は大きく 小型定置網のみで行われてい

るにすぎない。

そこで，サイズの異なる複数魚種が混じりあっている船倉から市場に水揚げする時にスリット幅を利

用した選別機を用いれば 同一の魚種であってもサイズ別に，あるいは魚体の幅の違いを利用して魚種

別の選別が可能である。このことにより，漁獲物の付加価値の向上を図るばかりでなく，乗組員の選別

作業を軽減することができると考えられる。

提言2 季節別の網の目合拡大

経営に依存する魚種が季節によって交代することから，季節ごとに異なる目合の網を掛替えることが

考えられる。

大型定置網にとって，夏季は経営依存度が比較的低い時期である。このことから，この時期には，網

の目合拡大を行うことは可能であろう。

小型定置網では小人数の操業のため，魚種の交代時期を見計らった機動的な網替え作業は容易ではな

い。網替え作業を含めて，地域における小型定置網漁業者相互の共同作業をさらに進める必要があろう。

【調査結果登載印刷物等】

定置網漁業における混獲幼稚魚の適正管理に関する研究最終報告書 平成9年3月.京都府・神奈川

県・石川県・富山県
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漁業種類統数期間調査実施協力機関

Ｖ我が国周辺漁業資源調査委託事業

１我が国周辺漁業資源調査委託事業
井野慎吾

【目的】

我が国周辺水域における漁業資源の状況把握及び評価を行い，その適切な保全と合理的かつ永続的な

利用を図るために必要な関係資料を整備する。

【方法】

水産庁が定める平成８年度我が国周辺漁業資源調査実施計画に基づき，以下３項目の調査を実施した。

(1)生物測定調査

調査対象魚種毎の測定回数及び尾数は表１のとおりであった。

表１平成８年度の魚体測定回数及び尾数

８
６
２
９
１

魚種調査港調査期間測定回数測定尾数測定項目

－３８－

氷見・魚津

〃

〃

〃

〃

〃

魚津

氷見・魚津

滑川

４月～３月

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

５．１１月

マイワシ

カタクチイワシ

ウルメイワシ

マアジ

マサバ

ブリ

スルメイカ(沖合）

スルメイカ(沿岸）

ベニズヮイ

２
４
７
２
１
１
１
２
２

２
１
１
１
４
１

ＢＬ,ＢＷ

ＢＬ,ＢＷ

ＢＬ,ＢＷ

ＦＬ,ＢＷ

ＦＬ,ＢＷ

ＦＬ,ＢＷ

ＭＬ,ＢＷほか

ＭＬ,ＢＷほか

ＢＷ,甲幅ほか

1,445

1,189

４２１

６０９

480

1,734

50

1,080

４８５

定置網漁業２ケ統４～３月氷見漁民合同組合

魚津水産株式会社

(2)標本船操業実態調査（標本定置網における日別，魚種別漁獲量の調査）

標本船操業実態調査（漁獲日誌の記載）の実施状況は表２のとおりであった。

表２標本船操業実態調査の実施状況

大臣承認

大臣許可

知事許可

知事許可

９
２
９
０
２
３

(3)漁獲成績調査（漁獲成績報告書の収集と水産庁への送付）

漁獲成績調査は富山県農林水産部水産漁港課が行い，その実施状況は表３のとおりであった。

表３漁盤成績調査の実施状況

中型い力勤釣り

沖合底曳網

小型底曳網

べにずわいがにかごなわ

漁業種類制度区分隻数成績送付回数



【結果】

調査結果は日本海区水産研究所に報告したほか，「富山湾漁海況概報」で随時発表した。魚体測定結

果は磁気媒体に記録されている。魚種毎の体長組成表を表４に示した。

表４－１平成８年度に測定したマアジのＦＬ組成

表中の数字は当該階級値（c､）以上，次の階級値未満の度数

年 月 日 漁場／階級 2～ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 1１ 1２ 1３ 1４ 1５ １６ 1７ 1８ 1９ 2０ ２１

996 ４ 1７ 境高峯 ２ 2８ ９ ９ ５

996 ４ 1７ 魚津伊古嶋 ３ ５ 1４ ５ ３

996 ６ 2７ 境高峯 ３ 1１ 4６ 2６ 1０ ２

996 ７ 11 氷見茂淵三詩 ７ ６ 1７ 1８

996 ８ ７ 氷見川岸 ２ ４ ３ ６ 1０ ２

996 1０ ９ 魚津青掛 ２ ５ 2２ 1２ ２

996 1２ 1１ 四方大門

996 1７ 氷見茂淵二醤 1３ 4４ ９ ２

996 ２ 1８ 魚津沖乃網 ６ 1３ １６

表４－２平成８年度に測定したマサバのＦＬ組成

表中の数字は当該階級値（c､）以上，次の階級値未満の度数

年 ｝Ｉ 日 漁場／階級 1５ 1６ 1７ 1８ 1９ 2０ 2１ 2２ 2３ 2４ 2５ 2６ 2７ 2８ 2９ 3０ 3１ 3２

996 ４ 1７ 岩瀬沖釣り ２ ５ ４ ３ ２ ４ ３ 1３

996 ４ 2３ 氷見沖刺し網 ８

996 ６ １１ 氷見孫小岸 ４ 1７ 2０ 1４ ３

996 ７ 2６ 魚津杉ノ増 ３ ７ 1３ ６ ７ ２

997 1７ 氷見八躯投網 ２ ９

997 ２ 1８ 魚津沖乃網 ７ 1３ ９ ２ ７

表４－３平成８年度に測定したマイワシのBL組成

表中の数字は当該階級値（c､）以上，次の階級値未満の度数

年 〃 日 漁場／附級 ４～ 4.5 ５ ５．５ ６ 6.5 ７ ７．５ ８ ８．５ ９ ９．５ １０ 105 １１ 11.5 1２ 1２５ 1３ 13.5 1４ 14.5 1５ 15.5

996 ４ 1７ 魚津鉄砲

996 ５ ８ 氷見茂淵二番 ４ ０

996 ７ 1１ 氷見茂淵三番 ５ 1４ 1５ 2５ 2２ 2０

996 ８ ７ 氷見川岸 ５ 2４ 1７ 1５ 1６ 1５ ６ ２

996 ８ 3０ 魚津青掛 ４ 1３ 2４ 2２ 2７ ８

996 ９ 1８ 氷見茂淵三喬 ９ １４ 1１ 1８ 1９ 1６ ２ ‘１ ４ ０

996 ９ 1８ 氷見茂淵二肝 １６ 2０ 1６ 2２ 1４ ５ ３ ３

996 1０ ４ 氷見茂測二昏 ２ ２ 1３ 1４ １２ 1４ 1９ １０ ４ ５ ２ ２

996 １０ ９ 魚津青掛 ４ 1０ 2０ 1８ 2１ 1２ 1１ ３

997 ７ 氷見茂淵二雷 ６ ３ ３

997 ２ 1３ 氷見前網大敵

997 ３ ４ 氷且中浜六番 ２ ３ １５ 1８

－３９－

2２ 2３ 2４ 2５ 2６ 2７ 2８ 2９ 3０ 合計

６ ６ ４ ３ ３ ２ 7７

3１

100

5０

2８

4４

３ ６ １０ ５ ４ 3０

6９

５ ･1０

3３ 3４ 3５ 3６ 3７ 3８ 3９ 4０ 合計

1７ ８ ４ ３ ３ ２ 7７

2０ 1８ ９ ２ ２ 6１

5８

4０

３ 1７

4０

1６ 16.5 1７ 17.5 1８ 18.5 1９ 19.5 2０ 2０．５ 2１ 215

２ ４

２ ２ ６ 3２ 1９ 1４ ６ ３

７ １１ 1８ 1６ ９ ７ ２ ２

７ 1１ ３ ４

合誹

１０

8９

00

００

0０

００

００

0０

0０

１６

7３

6８



表 ７平成７年度に測定したブリ・ガンド（ブリ２歳以上魚）のFL組成

表中の数字は当該階級値（c､）以上，次の階級値未満の度数

表４－５平成８年度に測定したウルメイワシのBL組成

表中の数字は当該階級値（c､）以上，次の階級値未満の度数

４

表４ 成８年度に測定したフクラギ（ブリ0.1歳魚）のFL組成

中の数字は当該階級値（c､）以上，次の階級値未満の度数

表４－４平成８年度に測定したカタクチイワシのBL組成
表中の数字は当該階級値（c､）以上，次の階級値未満の度数

，平成８年４月～平成９年３月（合計12報)，富山県水産試験場．

価票，1996年，日本海区水産研究所．

載印刷物等】【

4０

年 Ⅱ 日 漁場／階級 １０ 1１ 1２ 1３ 1４ １５ 1６ １７ 1８ 1９ 2０ 2１ 2２ 2３ 2４ 2５ 2６ 2７ 2８ 2９ 3０ ３１ 3２ 3３ 3４ 3５ 3６ 3７ 3８ 3９ 4０ 合計

996 ４ 2３ 氷幽瀞 ４ ５ ３ ４ ２ 2０

996 ６ 1２ 氷見ｲ､抄岸 ４ ２ ２ ３ ３ ２ 1７

996 ７ 1１ 氷見小杉岸 １ ３ ２ ５ ４ ５ ５ ３ 2８

996 ７ 1１ 氷見1W献職 ２ ６ 1２ 1６ 1９ 2１ 1４ ５ ３ 1００

996 ７ 2６ 魚泳杉ﾉjIj ３ ７ ５ ７ ４ ３ 3０

996 ８ ７ 氷兇銅三骨 ４ ３ ３ ９ 1７ ６ ３ ２ 4９

996 ８ ７ 氷見川岸 ５ ７ ５ ３ 2４

996 ９ 1８ 氷M良風三＃ ４ ４ ７ 1６ 1４ １０ ２ ２ 5９

996 ０ ４ 氷H噸垂 ３ ３ ４ ８ 10 3１

996 ０ ９ 飾縞蚤 ２ ５ 1５ 1４ ３ ３ 4３

996 ０ ９ 魚泳沖乃飼 ５ ７ 2１ ８ ９ ４ 5６

996 2０ 氷賑回三番 ６ ８ ６ ９ ４ 3５

996 2６ 魚鞭沖乃扇 ５ ９ ９ ６ ３ 3３

996 ２ １１ 四ｶ足洗嘩 ６ ９ ９ ６ 3０

997 2４ 魚iIW*乃綱 ３ ２ ６ ５ ７ ５ ２ ２ ３ 3６

年 〃 日 換増／階級 5～ 5.5 ６ 6.5 ７ 7.5 ８ 8.5 ９ 9.5 1０ 10.5 1１ 11.5 1２ １２．５ 1３ 13.5 1４ 14.5 1５ 15.5 1６ 16.5 1７ 17.5 1８ 18.5 1９ １９．５ 2０ 205 2１ 21.52２ 22.52３ 朴
飢
へ
画

996 ８ 3０ 魚泳青掛 ３ ７ 2５ 2９ 1９ 1５ ２ 100

996 1０ ４ 氷見茂測二番 ３ ４ ２ ２ ４ ５ ４ ３ ３ ２ ２ 3７

996 1０ ９ 魚津漁青掛 ５ ６ 1１ 1８ 2５ 1２ ９ ３ ２ 9２

蟻 1２ 1８ 氷見茂測三谷 ４ ２ ２ 1２

996 1７ 氷見茂閲二番 ６

996 ２ 1３ jk兇１W開大敗 ６ 1０ 1４ ７ ４ ３ ２ 4７

年 lｊ 日 漁鳴／階級 3～ 3.5 ４ 4.5 ５ 5.5 ６ ６．５ ７ 7.5 ８ 8.5 ９ 9.5 1０ 10.5 1１ 115 1２ 1２．５ 1３ 13.5 1４ 1４．５ 1５ 合計

996 ４ 1７ 魚激三和 ２ １ ２ 1１ 1４ ５ 3７

996 ５ ８ 氷見茂淵二番 １ 1１ 3４ ３１ 1７ ５ 100

996 ５ 2１ 魚抑沖乃網 ２ ３ ４ ５ ４ 2６ 2７ 2０ ６ ３ 100

996 ５ 3０ 氷見富浦 ２ ３ ２ ４ ７ ４ ４ ２ 3０

996 ７ 1１ 氷見茂淵三番 ２ ３ ３ ５ ５ ２ ２ ３ ８ 1０ 2２ 2２ 1１ ００

996 ８ ７ 氷見川岸 ２ ４ ９ ６ 1１ 1３ 2２ 1２ 1２ ５ ３ 0０

996 ９ 1８ 氷見青塚二番 ７ 2７ 3４ 1６ ７ ６ ２ ００

996 1０ ４ 氷見茂淵二番 ５ 3９ 3２ 1５ ７ 0０

996 1１ 2０ 氷見小野小網 ５ 1９ 2７ 2０ 1２ ３ ５ ３ ３ ２ 0０

996 １２ 1８ 氷見青塚三番 ４ 1１ 2８ 2０ 1８ 1４ ４ ００

997 1７ 氷見茂淵二番 ４ ８ 1３ 2１ ７ 1９ ４ ５ ３ ２ ２ ３ ４ ２ ００

997 ２ １３ 氷見茂淵二番 ３ 1５ 1１ 2７ 1９ ９ ６ ３ ２ ２ 00

997 ３ ４ 氷見中浜六番 ３ ６ 2３ 2８ ５ ４ 8０

年 月 日 漁場／階級 ５１ 5２ 5３ 5４ 5５ 5６ 5７ 5８ 5９ 6０ 6１ 6２ 6３ 6４ 6５ 6６ 6７ 6８ 6９ 7０ ７１ 7２ 7３ 7４ 7５ 7６ 7７ 7８ 7９ 8０ ８１ 8２ 8３ 8４ 8５ 8６ 8７ 8８ 8９ 9０ 9１ 9２ 9３ 9４ 9５ 9６ 9７ 9８ 9９ 合計
996 ４ 2３ 氷見小杉岸 ２ ２ ７

996 ５ ８ 氷見離岩

996 ７ 1１ 氷見小杉岸

996 11 2０ 氷兇茂詞三苗 ８ ８ ５ ２ ２ 3９

996 1１ 2６ 魚津高峯 ２ ６

996 1１ 2６ 魚龍神乃網 １ １ ２ ３ ２ ４ ２ ２ 2５

996 1１ 2８ 氷見茂閲三名 １ ２ ８

996 1１ 2８ jk肌大鼠 ２ １ ４ ２ ３ ５ ７ ７ ６ ３ ２ 5１

996 1２ 1８ *H駄鼠 ８ １ ６ ２ 5６

996 1２ 2５ 氷見小杉岸 ２ ３ ４ ２ ３ ４ １ ４ ５ ６ ４ ２ 113

996 1２ 2５ 氷見茂洞三§ ３ ２ ２ ２ ２ ２ 2０

996 １２ 2５ 朱賑壕二侍 ３ ９

996 1２ 2５ 魚派沖乃網 ２ ２ ２ ３ ３ ６ ７ ８ ４ ３ ２ 5０

996 1２ 3０ 阿方足洗岸 ２ ２ ６ ２ ８ ９ ９ ６ ２ ３ ２ 9４

997 ２ 1３ 氷見中浜七& ２ ２ ５ ２ 1４



－４１－

内 山勇

【目的】

日本海における多獲性浮魚類であるマアジ，マサバ，イワシ類，スルメイカ等の卵・稚仔の分布状況

を速やかに把握すると同時に，各年の分布に関する情報の蓄積から明らかとなる卵・稚仔の分布の経年

変化を押さえる。また，浮魚類の資源変動を予測するための基礎資料を得る。

【方法】

水産庁の定める「海洋観測・卵稚仔・スルメイカ漁場一斉調査指針」に基づき実施した。

標本の採集を定線観測の際に以下のとおり実施した。

表１魚卵稚仔量調杏

２魚卵稚仔量調査委託事業

船名トン数 調査項目 調査年月日 備考

５月（ﾉﾙバｯｸネット）

立山丸

156.38トン

卵稚仔採集

プランクトン採集

海洋観測

ノルパックネット

ノルパックネット・l30cmRN

Ｈ８．４．２～４

Ｈ７．４．３０～５．２

４月

【実施結果】

採集された卵稚仔の個体数は以下のとおりであった。

表２月別魚種別の卵稚仔の採集個体数

【調査・研究結果登載印刷物等】

調査結果は日本海区水産研究所に報告し，該当魚種の資源評価の基礎資料として活用されている。ま

た調査結果は，同水研において他の海域の調査結果と共に蓄積・管理されている。

０
１
１
７
０
９
２

１
１

魚種 ５月（130cmﾘﾝネット）

０
８
０
８
０
６
０

０
－
０
－
０
－
０
－
０
－
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

マアジ卵

稚仔

マサバ 卵

稚仔

マイワシ卵

稚仔

カタクチイワシ卵

稚仔

ウルメイワシ卵

稚仔

スルメイカ卵

稚仔

ホタルイカ卵

モドキ科稚仔

キュウリエソ卵

稚仔

その他卵

稚仔

０
０
０
０
２
０
０
０
０
０



3 日本周辺クロマグロ調査委託事業

岡本勇次

【目的】

富山湾で漁獲されるクロマグロ類の漁獲データ・生物学的情報等の収集・解析を行い，北太平洋のマ

グロ類等の資源評価に必要な基礎資料を整備することを目的とするo

【方法】

水産庁の定める「日本周辺クロマグロ調査委託事業実施要領Jに基づき次の3項目について調査を実

施した。

(1) 漁獲状況調査

(2) 生物測定調査

(3) 標本収集

【調査結果】

(1) 漁獲状況調査

漁獲状況は表-1のとおりであった。

表ー 1 市場別クロマグロ漁獲状況

調査年月

1996. 4 

6 

市場名 水揚状態 銘柄 漁獲重量(kg) 

氷見 ラウンド メジ 721 

魚津 ラウンド メジ 28 

氷見 ラウンド メジ 38 

/，f セミドレス マグロ 154(2) 

魚津 ラウンド メジ 13 

魚津 セミドレス マグロ 652(7) 

氷見 セミドレス マグロ 1，076(15) 

。 ラウンド メジ 9 

氷見 ラウンド メジ 51 

氷見 ラウンド メジ 48 

魚津 ラウンド メジ 1，710 

氷見 ラウンド メジ 6.688 

魚津 ラウンド メジ 1.914 

氷見 ラウンド メジ 23，865 

魚津 ラウンド メジ 2，784 

氷見 ラウンド メジ 20.048 

魚津 ラウンド メジ 2，915 

5 

η

I

Q

U

Q

d

 

10 

11 

12 

-42-



調査年月

ラウンド

ラウンド

ラウンド

ラウンド

ラウンド

ラウンド

ラウンド

ロ
ロ

ジ
グ
ジ
ジ
グ
ジ
ジ

メ
マ
メ
メ
マ
メ
メ

27,205

２２(１）

８８２

8,782

１２１(3)

４３

３３０

1997.1

〃

津
見
津
見

魚
氷
魚
氷

２

３

見
見
津
見
見
見
見
津
見
津

氷
氷
魚
氷
氷
氷
氷
魚
氷
魚

（）内の数値は漁獲尾数を示す。

(2)生物測定調査

月別，市場別の測定回数，測定尾数は表－２のとおりであった。

表－２生物測定結果

1996.7

１０

不明

24.5

24.0.26.0.29.0

３０．０

２９．５

３３．０

７６．０

29.0.31.0

３１．０

５３．５

測定尾数体長モード(c､）

順
〃
解
順

市場名 測定回数

１
別
別
別
別
肥
６
”
羽
把

【調査結果登載印刷物等】

平成８年度日本周辺クロマグロ調査年度末検討会資料，1997年２月，遠洋水産研究所．

－４３－

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

1２

11

(3)標本収集

生物測定調査時に収集可能な標本がなかったため，今年度は実施しなかった。



Ⅵ漁場生産力モデル開発基礎調査委託事業

内山勇・井野慎吾・辻本良

【目的】

優れた生産'性を有する沿岸漁場には，それを支える優れた生産機構（漁場生産力）が内在しているこ

とが考えられる。しかし富山湾は，沿岸漁場として優れた生産‘性を上げる反面，種ごとの漁獲量変動は

大きく，漁業経営上の大きな問題点にもなっている。そこで方法に示す調査を実施し，富山湾の漁場生

産の変動機構を解明し，漁業経営の安定を図るための基礎資料を得る。

この事業は平成７年度から11年度までの５ケ年間，「対馬暖流系沿岸漁場生産力変動モデル」の枠組

みを創るため，日本海側では富山湾および若狭湾をモデル海域とし，調査対象魚種（鍵種）として表層

性種としてはカタクチイワシ，中深層性種としてはホタルイカを対象に，日本海区水産研究所の指導を

受け，京都府立海洋センターと共同で国からの委託を受けて行われる。

【方法】

ホタルイカおよびカタクチイワシの発育段階別の現存量と，これらの餌料となっている動物プランク

トンの発生量，これらと餌料をめぐる競合種の現存量およびこれらの捕食種の現存量との関係を調査し，

さらに各項目に影響を及ぼすと考えられる富山湾の物理・化学的海洋環境も視野に入れ，富山湾の漁場

生産力についての総合的な研究を実施する。平成８年度に実施した調査項目およびその概要は以下のと

おりである。

①海洋環境調査

富山湾における物理・化学的海洋環境（水温，塩分，栄養塩類および河川水の流入量）を明らかにし，

水塊構造の変動，栄養塩，基礎生産力（クロロフィルａ量）との関係，動物プランクトンとの関係およ

びカタクチイワシおよびホタルイカの発育段階別の分布量との関係を把握する。1996年度は，1996年４

月から1997年３月まで月１回の頻度で，富山湾内の32の観測点においてＣＴＤ（Niel-Brown社製ＭｋⅢ

Ｂ）による海洋観測を実施した。また，1996年５月から1997年３月まで月１回の頻度で，富山湾内の１８

の定点の表面，および６の定点の0,25,50,75,100,150ｍの６層において採水した試水をオートアナライザー

で分析し，栄養塩類である硝酸塩，亜硝酸塩,燐酸塩,および溶存ケイ素の定量を行った。なお，分析は

日本海区水産研究所で行われた。

②植物プランクトン生態調査

時期別のクロロフィルａ量を明らかにし，動物プランクトンやカタクチイワシおよびホタルイカの発

育段階別の分布量との対応関係を解明する。1996年度は，1996年４月から1997年３月まで月１回の頻度

で，富山湾内の18の定点の表面，および６の定点の０，２５，５０，７５，１００，１５０ｍの６層において採水し

た試水を蛍光法で分析し，クロロフィルａ量の定量を行った。

③餌料プランクトン生態調査

時期別の動物プランクトン量を明らかにし，カタクチイワシおよびホタルイカの発育段階別の分布量

との対応関係を解明する。1996年度は，1996年４月から1997年３月まで月１回の頻度で，富山湾内の６

定点の０，２５，５０ｍの各層から採水してかいあし類ノウプリウスの，深度500ｍからのノルパックネット

－４４－



鉛直曳きでかいあし類，オキアミ類および端脚類のおもに成体の分布量調査を行った。

④ 捕食・競合種間関係調査

発育段階別のカタクチイワシおよびホタルイカの分布量と捕食種との量的関係，それぞれの発育段階

において餌料生物をめぐり競合する種との量的関係を解明する。 1996年度は，スケトウダラ，ホッケな

どの胃内容物調査および、漁獲量調査を行った。

⑤ 来遊生態調査

発育段階別のカタクチイワシおよびホタルイカの分布量を明らかにする o 1996年度は，ホタルイカ及

びカタクチイワシの漁獲量の調査を行った。また，ボンゴネット斜め曳きおよび中層トロールによりホ

タルイカの分布調査を行った。

⑥ 再生産・初期生態調査

カタクチイワシおよびホタルイカの産卵量，仔稚量を明らかにし，卵期および仔稚期の生残条件を飼

育実験を行うなどして検討するo 1996年度は， 1996年4---6月に月一回の頻度で ノルパックネットの

水深150mからの鉛直曳きを富山湾の32定点で実施した。

【調査の実施状況と結果の概要】

① 海洋環境調査

富山湾の水温の観測結果の概要は， r II沿岸漁況観測事業」の項に示した。また観測結果を磁気媒体
に収録しデータベースを作成した。

ホタルイカの産卵時期に当たる1996年5・6月のこれら栄養塩類の表面における水平分布は，流入河

川水の分布と対応がみられた。湾奥定点における鉛直分布の月変化では，表層河川水との対応以外に，

100m以深で9-12月に海洋構造と対応すると，思われる量の増加が認められた。なお，定量結果を磁気

媒体に収録しデータベースを作成した。

② 植物プランクトン生態調査

3-6月の表面の水平分布は，流入河川水の分布と対応がみられた。 湾内定点における鉛直分布の月

変化では，通常考えられる 4月のブルーミング時期より早い3月にしかも50m層で，量の増加が認めら

れた。この原因ははっきりしないが，予想と反する結果であることが注目される O

③餌料プランクトン生態調査

大型動物プランクトンの湿重量の季節変化は，i'HetridiαPαcificα，p，αreucαtαJα:ponzcα，The m ist 

Jα:ponzcαが夏に少なく冬に多い変動傾向を示した。 EuphαSlαPαcぴlCαは夏に多く冬少ない傾向があっ

た。

④ 捕食・競合種間関係調査

標本数が少ないものの，ホッケ胃中にホタルイカの出現頻度が高かった。一方標本数が多いが，スケ

トウダラ胃中からの出現頻度は低かった。

⑤ 来遊生態調査

1996年度漁期のホタルイカの漁況は富山湾固有種生態調査の項に示した。またカタクチイワシのj魚獲

量とその評価は沿岸漁況観測事業の項に，体長測定結果は「我が国周辺漁業資源調査委託事業」の項に

示した。

ポンゴネット斜め曳きおよび中層トロールにより実施したホタルイカの分布調査の結果では， 9 ---2 
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月にかけて湾内に分布量の多い海域が， 6 -9月にかけて湾外に分布量の多い海域がみられ，従来の知

見と同様な結果が得られた。

⑥再生産・初期生態調査

採集結果の一部を， r我が園周辺漁業資源調査委託事業」の項に示した。

【調査・研究結果登載印刷物等】

平成8年度第2困漁場生産力モデル開発基礎調査検討会資料

平成9年度第1回漁場生産力モデル開発基礎調査検討会資料

漁場生産力モデル開発基礎調査委託事業中間報告書(予定)
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Ⅶ栽培漁業開発試験

１新栽培漁業対象種開発試験

１）キジハタ種苗生産試験

堀田和夫

【目的】

富山湾における次期栽培漁業対象種であるキジハタの種苗生産技術の開発を行う。

【方法】

①親魚及び採卵

1992年１０月から養成している44尾と1996年７月富山市四方の刺網及び釣りで採集した３尾の計47尾

(平均全長38.5cm，全長範囲27.3～42.2cm，平均体重1.06kg，体重範囲0.32～1.41kg，雌雄尾数は不明）

を，産卵親魚として用いた。採卵は親魚養成水槽75.5㎡の排水口に0.7㎡FRP水槽を設置し，産出され

た卵をオーバーフロー式で集卵ネットで採集する方法をとった。集卵ネットにはナイロンネットを用い

た。

②種苗生産試験

仔魚の飼育は，角形FRP0.5㎡及び１㎡水槽で行った。飼育水はふ化後２～３日目までは止水とし，

飼育水にふ化後４～９日目まで生クロレラ“３を25m(／0.5㎡の割合に添加した。また，飼育水の汚れ

ぐあいにより適宜換水した。ふ化後３～４日目以降は流水とし，仔稚魚の成長とともに注水量及び通気

量を徐々に増量した。水槽の底掃除は，汚れ状況に応じて適宜行った。飼育水の水質状況を把握するた

めに水温及びＰＨを毎日測定した。

餌料はタイ国産Ｓ型ワムシ（以下タイ国産ワムシ)，Ｓ型シオミズツボワムシ（以下Ｓ型ワムシ）及

びアルテミアふ化幼生（以下アルテミア）を使用した。タイ国産ワムシ，Ｓ型ワムシは生クロレラα'３

で，アルテミアはスーパーカプセルＡ－１で２次培養して給餌した。

【結果の概要】

①産卵及び採卵

採卵は平成８年７月19日から１０月８日まで実施したが，産卵は７月18日から９月19日までの間（水温

20.9～265℃）に50回確認された。図－１に日別の採卵結果を示した。総採卵数は246.3万粒（前年243.1

万粒）であり，うち浮上卵は33.2万粒（前年24.3万粒）であった。産卵回数，採卵数及び浮上卵数は，

前年と比べると若干上回っが，採卵期を通じて総採卵数は少なかった。これは親魚の補充が３尾しかで

きなかったためであり，今後は性転換する前の30cm前後の雌を補充する必要がある。また，親魚の雌雄

の判別，飼育密度，シェルターの数，飼育餌料などを検討しながら成熟親魚の養成技術の向上を図る必

要がある。
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図-1 キジハタの日別採卵結果
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15 

種苗生産試験は19回実施し その結果の概要を表-1に示した。 19回のうち13固まではふ化後10日以

内に 5固まではふ化後20日以内に全滅し，生産国次6でわずか1尾の稚魚(ふ化後87日目・全長4.5

cm)の生残に終わった。この原因としては 前年度と同様でふ化後の初期に発生する大量へい死と浮上

へい死がみられた。

本年は初期の生産でタイ国産ワムシの培養が不調であったので タイ国産ワムシより少し大きいS型

ワムシを飼育当初から使用したが，ふ化後6---19日固まで生き残りが確認されたことから， s型ワムシ
による生産の可能性が示唆された。

今後，照度，油膜の除去，通気量・方法，生産水槽の大きさなどについても検討が必要であるo
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表-1 種苗生産試験結果の概要

生産回次 収容卵数(粒) ふ化率(%) ふ化仔魚数(尾) 生残日数

16，500 93.9 15，500 ふ化後6日

2 17，000 95.9 16，300 。7日
3 34，000 98.5 33.500 ~ 19日

4 17，000 64.1 10，900 ~ 4日

5 17，000 98.8 16，800 。6日
6 17，000 58.8 10，000 l尾生産

7 17，000 98.2 16，700 ふ化後4日

8 3，500 28.6 1，000 ~ 5日

9 3.500 20.0 700 。4日
10 3，500 48.6 1，700 。4日
11 21，000 98.1 20，000 。19日
12 3，700 97.3 3，600 。6日
13 3，900 82.1 3.200 。9日
14 24，600 99.6 24，500 ~ 8日

15 4，200 19.0 800 。11日
16 25，800 53.5 13，800 ~ 12日

17 8，600 98.8 8，500 。14日
18 4.300 74.4 3.200 。5日
19 13，500 92.6 12.500 。3日
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１

【目的】

富山湾における次期栽培漁業対象種であるコチの種苗生産技術の開発を行う。

【方法】

①親魚及び採卵

平成７年６月から７月にかけて，富山市四方沖の刺網で漁獲された天然活魚17尾を採集し，屋内角形

コンクリート4.2㎡水槽（３×Ｌ５×1ｍ，使用水量１９㎡）を使用して平成８年７月までの約1年間飼育

した。餌料は生鮮及び冷凍のマアジ，カタクチイワシ，マイワシ，イカを使用した。この間に，漁独に

よる損傷や寄生虫（寄生性カイアシ類ツブムシ科の一種）によると考えられるへい死が５尾及び原因不

明のへい死が１尾あり，生き残った11尾（図－１）を産卵親魚として用いた。この親魚を７月１０日から

産卵水槽（凶－２）に移して水槽内で自然産卵させた。

産卵水槽内で産出された卵は，オーバーフロー式で集卵ネットで採集した。採集時に卵に与える衝撃

をできるだけ少なくするために，産卵水槽の水而と採集水槽の水面との落差を10cmとした。集卵ネット

にはコースネットを用いた。
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数
（
尾
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２）コチ種苗生産試験
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全長(c、）

図－１産卵に用いたコチ親魚の全長組成

3８ 恩麗
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通気パイプ
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図－２産卵水槽

と『

角形コンクリ

②仔稚魚の飼育

採集した卵は，浮上卵重量を計量後，試験区別に収容した。各区の収容卵数は，１区はＦＲＰ0.5㎡水

槽（1.5×0.9×0.6ｍ）に5,750粒（採卵７月28日)，２区はFRP0.5㎡水槽に11,500粒（採卵７月28日）及

び３区はFRP1㎡水槽（２×ｌ×0.6ｍ）に34,500粒（採卵８月11日）であった。また，各区とも止水及

び弱い通気でふ化させた。ふ化は浮上卵を収容した当日及び翌日から始まった。ふ化完了（最初のふ出

がみられてから，約２時間前後で大多数がふ化）後のふ化率は，１区80.0％，２区80.9％，３区99.1％

であり，総数48,100尾のふ化仔魚が得られた。各区のふ化仔魚の収容密度は，ｌ区9,200尾／㎡，２区

18,600尾／㎡及び３区34,200尾／㎡であり，これを用いて収容密度別の飼育試験を行った。

餌料はふ化仔魚が開口する少し前に，まずシオミズツポワムシを飼育水１，０当り10個体になるように

給餌した。その後は成長に従って図－３～４に示す餌料系列で，アルテミア幼生及び配合飼料の順に切

り替えた。なお，シオミズツボワムシ及びアルテミア幼生は生クロレラー“３及びスーパーカプセルＡ－

ｌを用いて２次培養して栄養強化した。ふ化後２～３日目以降は流水とし，仔稚魚の成長とともに注水

量及び通気量を徐々に増やした。水槽の底掃除は，汚れの状況に応じて適宜行った。また，飼育水の水

温及びｐＨを毎日測定した。飼育期間中の水温は，23.5～27.2℃，ｐＨは7.7～8.1の範囲であった。
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【結果の概要】

①産卵及び採卵

日別の採卵数を図－５に示した。産卵は７月20日～10月１日にかけて，水温20.9～26.5℃の範囲で４２

回確認された。総採卵数は2,630万粒で，うち浮上卵は2,290万粒で浮上卵率は87.1％で高かった。産卵

は１～５日間続いたのち，１～５日間隔で産卵しない日があった。産卵盛期は７月下旬から８月中旬に

かけてと８月下旬から９月上旬にかけての２回みられた。最も採卵数の多かったのは，８月27日の210

万粒で，うち浮上卵も189万粒で最も多かった。長崎県')では水温が21℃前後から産卵が始まるとある

が，これと今回の産卵開始水温と一致していた。今回の産卵親魚の雌雄は不明であるが，魚体の大きさ

から雌を８尾と仮定すれば，親魚１尾当りの産卵数は329万粒と試算された。この採卵結果から，本種

の富山湾における産卵期は７～９月であること，多回産卵型であること，高率の浮上卵が得られる魚種

であることがわかった。しかし，親魚養成期間において，コチ親魚は人に馴れることがなく，神経質な

魚種と考えられることから，良質卵を得るためには，親魚にストレスを与えないことが必要であり，こ

のための飼育管理方法として飼育水槽の上に遮光ネットの設置，給餌の手法，底掃除の回数などが考え

られる。
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浮上卵の平均卵重及び平均卵径を図-6に示したo 浮上卵の平均卵重及び平均卵径は，産卵後期にな

るにしたがって小型化する傾向がみられた。卵が大きいことは，ふ化仔魚の大きさ，索餌能力，飢餓に

耐える力，利用できる餌のサイズの範囲の広さ及び捕食者からの逃避能力などにより自然界での仔魚の

生き残りを高める上で重要な意義をもつことが指摘されている 210 したがって，種苗生産においても産

卵初期の大きな卵を使用するほうが.ふ化仔魚の索餌能力，飢餓に耐える力，利用できる餌のサイズの

範囲が広がるなどから有利であると考えられる o
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図-6 浮上卵の平均卵霊友ぴ平均卵径

② 仔稚魚の飼育

仔稚魚の成長を図一7に示した。各試験区におけるふ化後50日目の成長は 1区が40.4mm，2区が

38.9mm， 3区が30.8mmで 1区が最も大きく収容密度と正の相関がみられた。 1・2区ではふ化後17日

日頃から， 3区ではふ化後20日日頃から着底する個体がみられ 1・2区ではふ化後24日目， 3区では

ふ化後31日目にはほとんどの個体が着底した。収容密度の高い2・3区では成長差が大きくなって「ト

ピ」が出現し，取り揚げ時では2区3尾 (75-80mm)，3区では11尾 (52-56mm)のトピが認められた。

共食いは着底魚が出現した数日後からみられるようになり，取り揚げまで続いた。大型魚が小型魚を頭

から飲み込もうとして，のどにつまらせて両者がともに死亡することもあった。コチ稚魚は生物餌料時

好が強く，配合飼料への切り替えが難しかった。配合飼料へ早期に慣らすことによって，共食いによる

減耗を少なくできると考えられた。
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40日目 50日目

仔稚魚の生残率の変化を図-8に示した。ふ化後50日目までの飼育で 1区では全長40.4mm1，233尾.

2区で、は全長38.9mm1，178尾及ぴ、3区で、は全長30.8mm3，705尾の稚魚を得た。ふ化後10日目までの減耗の

原因は不明であるが，それ以降の減耗の主な原凶は全区ともに共食いによるものであった。生残率は 1

区が26.8%で最も高かったことから，ふ化仔魚、の収容尾数は水量 1m3当り約10，000尾程度が適当である

と考えられた。コチの仔稚魚の生残率は，マダイやクロダイなどの生残率とほぼ同じであるので，種苗

の量産の可能性が示唆された。また，飼育水の添加斉IJに生クロレラω3を使用して生産を行ったが，特

に問題となるところがなかったので，従来のナンノクロロプシスの代替えとして有効であると考えられ

た。

今回の試験で初めて，コチの稚魚を得ることができたが，生物餌料から配合飼料へのスムーズな切り

替え，共食い対策などの問題が残っており，今後これらについて検討しながら技術開発に取り組んでい

く必要がある O
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２クロダイ放流効果実証調査事業

堀田和夫

【目的】

富山県沿岸域のクロダイの資源増大を目的として種苗放流が行われている。種苗を放流して効率的に

資源に添加させるためには，適正な放流場所，放流サイズ，放流時期，放流量等を明かにする必要があ

る。本年度は60mmサイズの標識放流と採捕調査及び90mmサイズの標識放流を行い，放流後の移動，分散，

成長，生残等を明かにする。また，放流方法の検討及び放流効果の判定のための基礎データとして，漁

業生産の実態を把握する必要があるので漁獲実態調査を行う。

【方法】

(1)６０mmサイズの標識放流と追跡

富山県栽培漁業センター（以下センター）で種苗生産された60mmサイズのクロダイ稚魚の左腹鰭を切

除して標識し，平成８年９月13日に氷見市小境地先に9,919尾を波打ち際に放流した（図－１）。放流魚

の魚体は，平均尾叉長61.8mｍ（尾叉長範囲44.0～80.0mm）（図－２），平均体重は4.789（体重範囲1.64～

9.509）であった。

放流魚の追跡は，氷見市小境地先に５調査地点をもうけ放流後約10日間隔で平成８年９月から平成９

年２月まで，１調査地点につき投網を３回打網し採捕調査を行った。

(2)９０mmサイズの標識放流と追跡

センターで種苗生産されたクロダイ稚魚を90mmサイズまで育成し，この稚魚に15mm青色アンカータグ

及び黄色リボンタグの標識を装着して，平成８年11月22日に氷見市小境地先に10,544尾（15mm青色アン

カータグ9,635尾，黄色リボンタグ909尾）を波打ち際に放流した（図－１）。放流魚は，平均尾叉長9.3

cｍ（尾叉長範囲7.9～11.6cm）（図－３），平均体重17.69（体重範囲10.2～34.19）であった。標識魚の

追跡は，漁業者等からの再捕報告による方法と氷見市場での探索によった。

(3)漁獲実態調査

氷見，新湊及び魚津市場おける漁業種類別，月別，漁獲量及び漁獲金額は，北陸農政局富山統計情報

事務所高岡出張所及び各漁協の聞き取りにより調べた。

平成８年４月から平成９年３月まで氷見，新湊及び魚津市場において月に１～４回の頻度で，原則と

してその日水揚げされたクロダイ全数の尾叉長を測定した。ｌ箱及び山盛りにされている場合には，一

部を抽出して測定し，抽出率で引き延ばした。
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図－３アンカー及びリボンタグ標識放流群の尾叉長組成

【結果の概要】

(1)６０mmサイズの標識放流と追跡

調査海域は中央の離岸堤と両側の突堤に囲まれて，出入1.1が２カ所ある半閉鎖的な水域（海岸線約511

ｍ）で底質は砂である。放流後５［1目の調査では放流場所のstlからst5までの間の浅所にほぼ均等に分

布しているのが確認され，stl及びst5での採捕尾数はそれぞれ14尾であった。このサイズでは，放流初

期の移動は水平方向に広がる傾向にあった。放流魚の採捕尾数は，日数の経過に伴って減少し，平成９

年１月16日の調査では１尾も採捕されなかった。この時の調査海域の水温は11.3℃であり，水温の低下

に伴い波打ち際から深所に移動したものと考えられた。

クロダイの稚魚は，成長に伴い分布域を広げることが知られている。今何の採捕は波打ち際から沖合

い10ｍまでであり，大型魚の採捕ができず小型魚の採捕が多かったため，調査期間中の魚体には若干の

成長が認められたにすぎなかった。採捕調査で混獲された生物は，魚類24種，甲殻類７種，軟体動物１

種及び練皮動物１種であったが，魚類についてＷ内容物を訓査したところ，クロダイ放流魚の食害は確

認されなかったことから，放流魚の食害は少なかったものと考えられた。

図－４に標識魚追跡調査による放流魚及び天然魚採集個体数の変化を示した。放流魚及び天然魚の採

捕及び捕獲尾数は，放流魚では時間経過とともに減少する傾向を示し，天然魚では水温の低下に伴い減

少する傾向を示している。放流魚の採捕尾数の減少が指数関数的なものと仮定し，採捕尾数（ｙ）とロ

を単位とした時間（ｘ）の関係を計算すると，

ｙ＝180.l82e-00…で表され

’I~Ｉ当りの生残率はeoo8556＝0.9365となる。
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このことは，６０mmサイズで放流すれば天然魚に匹敵する生残率が得られることを示している。る。
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図－４標識魚追跡調査による放流魚及び天然魚採集個体数の変化

すなわち，１日当り放流魚の93.65％が残ると計算される。

同じように天然魚では，捕獲尾数（ｙ，）とロを単位とした時間（ｘ，）の関係は

ｙ，＝25.964e-uo28lN，で表され

生残率はｅ-00281＝0.9723となる

すなわち，１日当り97.23％が残ると計算される。

放流魚と天然魚の生残率の差については，放流魚も天然魚も同じように逸散または死亡すると仮定す

るなら，この差97.23-93.65＝3.58％は天然魚が調査対象海域外から供給されることによって生じる差と

考えられる。一方，放流魚と天然魚の逸散率だけが同じで，天然魚の外からの供給がないとすれば，放

流魚のへい死が天然魚に比べて１日当り358％多いことが考えられる。

ともあれ，放流魚は放流後約120日間で調査海域からいなくなり，その間の減少率は１１｣当り635％

であること，また，この間の天然魚との死亡率の差は雄大限にみてもは１ｐ当り４％以下であるといえ
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(2)９０mmサイズの標識放流と追跡

平成９年３月末現在の再捕尾数は，平成７年１２月放流の１００mmサイズ氷見市小境地先放流群（以下７

年小境放流群）では６尾であり，平成７年12月放流の１００mmサイズ滑川地先放流群（以下７年滑川放流

群）では11尾であった。平成８年11月放流の90mmサイズ氷見市小境地先放流群（以下８年小境放流群）

では５尾であった。再捕場所は７年小境放流群では氷見市宇波沖で３尾，氷見漁港付近で３尾，７年滑

川放流群では滑川漁港付近で11尾，８年小境放流群では氷見市小境沖で２尾，氷見市宇波沖で２尾，石

川県黒崎沖で１尾であった。石川県黒崎沖の１尾，氷見漁港付近の３尾を除き放流場所付近での再捕で

あり，移動距離は１km以内であった。再捕漁具は小型定置網（８尾)，刺網（１尾）及び釣り（13尾）

であった。７年小境放流群の平成８年度における再捕の経過日数はそれぞれ153日，242日，374日，４０１

日で，242日以降の魚体は16～１８cmであった。再捕率は７年小境放流群では0.06％，７年滑川放流群で

は0.1％，８年小境放流群では0.05％であった。このように，まだ十分な資料が得られていないので，

今後も追跡調査を継続する。

(3)漁獲実態調査

1966年～1995年の富山県におけるクロダイ漁獲量の推移を図－５に示した。最低は1969年の６トン，

最高は1986年の７５トンで，平均漁盤量は39.7トンであった。1986年の最高漁盤量７５トンを境に５０トン前

後の横ばい状態にある。1966～1995年のクロダイの地区別漁獲量の推移を図－６に示した。1986年～19

95年の氷見地区の漁獲量は，２４～４０トンで平均31.8トンであり，県全体の50.0～66.7％（平均58.9％）

を占めている。

平成８年のクロダイの漁獲量は，氷見地区の大型定置網で3,065kg，小型定置網で12,525kg，地曳網

で330kg，刺網で20kgであり，小型定置網が全体の78.6％を占めた。新湊地区では大型定置網で5,728kg，

延縄で1,495kg，刺網で543kgであった。魚津地区では大型定置網で786kg，刺網で543kgであった。平成

７年と比較すると氷見地区では37.9％，新湊地区では111.0％，魚津地区では81.1％で氷見地区の漁獲が

少なかった。前年と同様で刺網等の漁獲は，定置網と比較すると少なかった。

氷見，新湊及び魚津市場におけるクロダイの尾叉長測定結果については，平成７年とほぼ同様で尾叉

長11～52cmの範囲であった。氷見市場における５月分の尾叉長組成からモード分析を行い，年令組成を

明らかにしようとしたが十分な結果が得られなかった。したがって，年齢査定を行って，年齢組成を調

べる必要がある。
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3 造成漁場調査研究

1 ) 滑川地先造成漁場等調査

藤田大介

【目的】

滑川市地先の人工魚礁，アワビ増殖場及びテングサ投石場における底生生物の分布・生息状況を継続

的に調べ，資源変動の解明や増殖・効果判定手法開発のための資料とする。

【方法】

(1) 人工魚礁調査

平成8年10月25日に， 高塚地先の水深30m付近に設置されている人工魚礁群(昭和54-56年設置で

スキューバ潜水を行い，施設の現況と魚の蛸集状況を調べた。

(2) アワビ増殖場・テングサ漁場調査

平成8年5月21日， 6月4日， 7月25日， 8月28日， 9月26日， 10月25日 平成9年 1月31日及び3

月6日にスキューバ潜水により，アワビ増殖場(121.8mX53.0m，水深9ー12m，昭和56年造成。)， 

その岸側及びill'側において大型無脊椎動物やテングサの分布状況を調べた。調査方法は昨年までと同様

である。増殖場の岸側に配置されている各種ブロックでは 礁毎にサザエとマクサの分布状況を調べた。

また，昨年度までにひき続き，平成5年及び6年にマクサを刈り取った石や刈り取り後に表面を擦った

石の植生変化を調べた。

【結果及び考察】

(1) 人工魚礁調査

施設には特に異常はなかった。電柱魚礁でクロダイの群れが観察されただけで，ジャングルジム魚礁

では魚影は認められなかった。このほか 電柱魚礁で肉食性巻貝の 1種カコボラを初めて確認した。

(2) アワビ増殖場調査

① 大形無脊椎動物の分布調査

アワビは，増殖場内で確認できず，岸側で若干認められた。噌殖場~岸側でテングサが繁茂したこと

により発見率が低下したと考えられた。サザエは，増殖場内，岸側ともにほぼ昨年並みで，沖側では認

められなかった。 キタムラサキウニは平成6年7---9月に大量へい死し， 増殖場内及び岸側では 7年

度同様，殆ど見つからなかったが，沖側では回復していた。ナマコは，増加傾向にあり，増殖場内では

サザエと並び， ill'側ではキタムラサキウニに次いで多い有用資源となっていたo ヒトデ類は，増殖場内

では平成6年度，キタムラサキウニに先立つて減少していたが，回復傾向にある。中でも，イトマキヒ

トデの増加傾向は増殖場，岸側及び沖側のいずれにおいても顕著で，岸側では調査した生物の中で最も

多かった。

② プロック別のサザエ・マクサ分布調査

9月に，増殖場岸側に配置されているFRP礁，井桁礁及び重層礁の全基について，生息していたサ

qo 
co 



ザエの数とマクサの被度を調べた。サザエはいずれのプロックにも最低1個体は出現し，同一種類のプ

ロックでも生息量にはバラツキがあったが概して井桁礁と重層礁で多く FRP礁では少なかった。

重層礁では頂上の取っ手部分には必ず見られた。マクサは重層礁の過半数とFRP礁の 2基で高い被度

(75%以上)を示したのに対して 井桁礁で、は少なかった。

③ テングサ刈り取りの影響調査

平成5年試験群のうち，対照区では平成6年以降マクサが減少していたが残っていた 1株も10月以

降縮小した。刈り取り石と磨き石では，平成7年10月以降，雑藻とともに出現していたマクサ直立体が

小枝を付けた。平成6年試験群のうち，対照区では平成7年にマクサの株数が減少したが，今年度は再

び繁茂した。刈り取り石と磨き石では，平成7年には小型直立体が出現し 平成8年にはほぼ周囲と同

様のサイズに成長した。

【調査・結果結果の報告】

平成9年3月末に滑川市商工水産課へ報告した。
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２）滑川地先海域環境調査

大津順・小善圭

【目的】

滑川市からの委託により，吉田工業株式会社滑川市工場から排出される排水が海域に与える影響を調

査するために船舶を運行させ，気象を判断し，分析委託のための採水・採泥を行う。

【方法】

(1)調査地点

高塚地先海域の大川河口より距岸200ｍの３点，500ｍの３点及び1,000ｍの１点（底質を除く）の計

７点。

(2)調査月日

採水：平成８年６月24日，１２月５日の２回。

採泥：平成８年６月24日，９月30日，１２月５日，平成９年３月27日の４回。

(3)調査項目（水産試験場担当分）

気象：風向，風力，波浪，ウネリ

水質：水色，透明度，塩分（表層及び水深2ｍ）

【調査結果の概要】

風向

風力

波浪

ウネリ

水色

塩分（0ｍ）

（2ｍ）

透明度（、）

６月

Ｎ

４～５

１

０

９～11

15.1～26.0

30.9～32.5

2.7～4.3

９月

Ｎ

４～５

１

０

１３～14

25.9～26.1

28.9～30.6

２．８～４．６

12月

ＳＷ

２～６

１

１

６～8

29.9～30.7

29.8～31.1

５．７～８．０

３月

ＳＥ

２～３

１～２

１

５

２５．０～30.6

31.6～33.1

16.0～21.5

【調査結果の報告】

滑川市市民生活課へ報告した。水質及び底質の分析は滑川市が委託した民間会社が実施した。
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Ⅷ深層水有効利用研究

１深海性有用生物種苗量産技術開発研究

小谷ロ正樹

【目的】

富山湾におけるトヤマエビの近年の漁獲量はピーク時（昭和38年）の10分の１前後と推定され，その

資源は低い水準で推移していると考えられる。資源を増大させる最も有効な方法として種苗の放流が考

えられ，大量の放流種苗を生産するための深層水を利用した親エビ養成技術および種苗量産・中間育成

技術の開発，ならびに種苗を効率的に資源に添加するための放流技術の開発を図る°

【結果の概要】

(1)親エビ養成

適正養成密度を検討することを目的に，平均甲長約34mmの富山湾産雄エビを約20尾／㎡，４０尾／㎡お

よび60尾／㎡の密度で１㎡FRP水槽に収容し，平成８年５月から９年３月までの約10ケ月養成して密

度と生残率の関係を調べた。飼育水には調温深層水（３℃以下）を使用し，クルマエビ用配合飼料を給

餌した。

生残率は20尾／㎡区が100％，４０尾／㎡区が93.3％，６０尾／㎡区が81.1％と，密度の低い方が高かっ

た。

(2)種苗生産・中間育成

①７年度生産（平成８年３月生産開始）

・種苗生産

石川県産の天然抱卵エビ134尾から３月１６日から24日にかけて得られたゾエア幼生415,200尾をコン

クリート水槽３面（水量4.4㎡水槽１面，10.8㎡水槽２面）に約12,000尾／㎡，18,000尾／㎡および21,000

尾／㎡の密度で収容・飼育し，平均全長14.81ｍの稚エビ235,400尾を生産した。取り揚げ時の生残率は

それぞれ59.4％，56.6％および53.0％とあまり差がみられなかった。また，飼育水１㎡当たり７，０００尾

以上の稚エビの生産が可能なことが分かった。

・中間育成

前記の稚エビをコンクリート水槽３面（水量10.8㎡水槽２面，１４８㎡水槽１面）およびFRP水槽２面

(水量4.1㎡）に収容・中間育成し，平均全長29.0mmの稚エビ171,700尾を生産した。FRP水槽２面に

ついては，稚エビを約3,900尾／㎡および7,800尾／㎡の密度で収容・飼育したところ，取り揚げ時の生

残率は93.2％および92.8％とほとんど差がみられなかった。

②８年度生産（平成９年３月生産開始）

石川県産の天然抱卵エビ89尾から３月19日から30日にかけて得られたゾエア幼生２４１，０００尾をコンク

リート水槽２面（水量7.2㎡）およびFRP水槽１面（水量4.1㎡）に収容し，９年３月末現在，約20万

尾のゾエアｌ～３期の幼生を飼育中である。
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(3)放流技術

①天然幼生の出現調査

平成８年４月，５月，９年１月，２月および３月に月１回，富山市から滑川市沖合のトヤマエビ漁場

の表層の７定線においてプランクトンネット（口径80cm，長さ4ｍ,網地ＮＧＧ５４）を約２ノットで10分

間曳網し，幼生の出現状況を調査したが，幼生は１尾も採捕されなかった。

②天然稚エビの生息調査

平成８年６月に富山市水橋地先の水深146～310ｍの地点にかご縄を２回（50かご／回）設置して，天

然稚エビの生息状況を調査したところ，水深153ｍ地点に設置したかごで体長25mmの稚エビ（現在確認

中）を１尾採捕した。

③放流椎エビの追跡調査

平成８年６月20日に富山市水橋沖の水深約200ｍの地点に，（社)日本栽培漁業協会小浜事業場産の平

均全長31.8mmの稚エビ１６７，０００尾と，富山県水産試験場産の平均全長29.0mmの稚エビ１５８，０００尾を放流

し，かご縄による追跡調査を放流翌日，一週間後および一ケ月後の３回実施した。

放流翌日には水深164～267ｍで203尾の放流稚エビが採捕された。一週間後には水深205ｍ地点で１

尾が採捕されたが，一ケ月後には採捕されなかった。すべての調査時にニジカジカあるいはホッケが混

獲されたが，その胃内容物中には放流稚エビは確認できなかった。

(4)資源生態（漁獲実態）

新湊市場と滑川市場で県全体のトヤマエビの80％以上が水揚げされていると推定されることから，こ

の２市場を調査地に選定し，両市場の水揚げ資料を取りまとめるとともに，滑川市場については水産試

験場職員が銘柄別水揚尾数を調べた。

新湊市場における年間水揚量は平成６年が2,834kｇ（小型底曳網2,346kg，かご縄488kg)，７年が

2,960kｇ（小型底曳網2,445kg，かご縄515kg)，８年が2,651kｇ（小型底曳網1,435kg，かご縄1,216kg）

であった。小型底曳網の禁漁期の６～８月はかご縄で漁獲されていた。滑川市場における年間水揚量は

７年が910kg，８年が1,531kgであった。７年および８年については，新湊市場の水揚量は両市場の合

計の76.5％および63.4％を占めた。また，滑川市場の平成８年４月から９年３月までの市場開設日数は

281日で，そのうち187日について調査を実施したところ，銘柄別水揚尾数（割合）は小（体長11.5ｃｍ

以下）が11,501尾（39.8％)，中（体長9.5～12.5cm）が8,327尾（28.8％)，大（体長１１．０～140cm）が

8,224尾（28.5％)，特大（体長14.0cm以上）が812尾（2.8％）であった。

【調査・研究結果登載印刷物等】

平成８年度特定海域新魚種定着促進技術開発事業報告書，平成９年３月，水産庁（印刷中）
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２深海性有用生物生態学的研究

1）ベニズワイの基礎的な生物学的特性の解明

武野泰之

【目的】

陸上に取水した日本海固有水（以下，深層水）でベニズワイを飼育して，その生態を解明し，ベニズ

ワイの資源管理手法の技術開発と栽培漁業の技術開発に係る基礎的知見を得る。

【方法および材料】

平成８年11月28日に立山丸による試験操業で採集したベニズワイを冷蔵庫内で１晩空中干出し，翌日

室温の実験室で各部位の測定を行った。そのうち，卵発生の進んだ発眼卵（いわゆる’黒仔）を有する

抱卵雌（78個体）を材料とし，外仔卵と卵巣の状態を観察した。冷却した深層水（1.2℃前後）を用い

て2t水槽で飼育した。

【結果の概要と考察】

収容した全てのベニズワイは，卵巣が甲殻を通して透けて観察でき色と形ともに十分に成熟している

と思われた。

収容したベニズワイ雌のうち，１カ月以内に45個体が死亡した。干出や測定時における取り扱いに起

因する要因で死亡したと考えられる。残った33個体のうち，平成９年３月31日までにさらに10個体が死

亡した。

飼育期間中にふ出幼生が観察された。生残した23個体を平成９年３月31日に取り上げて観察すると，

全ての個体がオレンジ色の外仔卵を有していた。また甲殻を通して見える卵巣は退色して細くなってい

た。このことから雌だけの飼育環境下でも産卵することがわかった。外仔卵の一部を顕微鏡で観察した

が，受精の有無や外仔卵の発生状況を確認することはできなかった。継続して外仔卵の発生状況を観察

する必要がある。

ズワイガニ雌は最終脱皮直後の甲殻の柔らかい時期に交尾と産卵を行い，産卵後も精子を「貯精のう」

に貯蔵し，２回目以降の産卵にはこの「貯精のう」内の精子を用いるので，交尾は１回だけであるとさ

れている。しかし最近，最終脱皮後の経産雌でも交尾することがあると報告されている。近縁種である

ベニズワイでは交尾や産卵に関する報告は見当たらない。今後，飼育条件下におけるベニズワイの産卵

生態や外仔卵の発生状況について知見の蓄積を行う必要があろう。

【参考文献】

桑原昭彦・篠田正俊・山崎淳・遠藤進1995．成熟と交尾．ppl9-21，日本海西部海域におけるズ

ワイガニの資源管理．日本水産資源保護協会，東京．

【調査・研究結果登載印刷物等】

なし
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2）パイ類の生態学的研究

大津順

【目的】

深海性パイ類の種苗生産，資源管理に必要な，摂餌，成長，産卵，発生などの基礎的な知見を得る。

【方法】

エゾボラモドキ，カガバイ，ツバイを飼育し，以下の試験を行う。

(1)餌料試験

それぞれの種にイカ内臓，ケンケ魚体，ビクニン魚体を餌料として投与し，摂餌状況から餌料として

の適性を比較する。

(2)産卵状況の観察

それぞれの種の産卵状況を観察し，産卵盛期，産卵基質等を調べる。

(3)卵嚢およびふ化状況の観察

それぞれの種の卵嚢およびふ化状況を観察する。

(4)稚貝の成長

ふ化してきた稚貝の殻長，体重を測定し，稚貝の成長を明らかにする。

【結果の概要】

(1)餌料試験

それぞれの種にイカ内臓，ケンケ魚体，ビクニン魚体を同時に投与した結果，いずれの種においても

ケンゲは３日以内に脊椎骨と頭部を除いて摂餌されたが，ビクニンは７日後にも一部が摂餌されずに残っ

ていた。イカ内臓は水中に沈下しないこともあり，量は減少したが残留していた。

(2)産卵状況の観察

①産卵時期

エゾボラモドキの産卵は５月～７月に多い傾向にあり，前年の観察と同様であった。

カガバイの産卵は，７月～12月に認められた。

ツバイの産卵は今年度は認められなかった。

②産卵基質

産卵基質は，単独で飼育した場合はカガバイは水槽側面が最も多く，ついで水槽底面であり，同種

(他個体）の殻上への産卵は認められなかった。エゾボラモドキは他個体の殻上に主に産卵していたが，

水槽側面，水槽底面へ産卵した例も認められた。ツバイは今年度は産卵が認められなかったが，前年度

の産卵は水槽側面のみであった。３種を混養した場合，エゾボラモドキは同種の殻上が最も多く，つい

で水槽壁上（水面近く）であり，カガバイは水槽側面が多く，カガバイ・ツバイの同種の殻上への産卵

は認められなかった。市場での漁獲物の観察ではエゾボラモドキの殻上にエゾボラモドキ・ツバイの卵

嚢が産みつけられた例が多く観察され，カガバイの卵嚢はエゾボラモドキ殻上には比較的少なかった。
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(3)卵嚢およびふ化状況の観察

エゾポラモドキ：１つの卵塊は卵嚢８～38個からなっていた。稚貝が少数確認された。

カガバイ：１つの卵塊は174～341個の卵嚢からなっていた。ふ出は卵塊の外側の卵嚢から先に認めら

れ，卵嚢が産みつけられた順番とは逆であった。産卵直後には１つの卵嚢中に50個以上の卵が確認され

たが，６ケ月後にはふ出したもの，１２から20個体の幼生が認められるもの，全数が死亡したものなど多

様な状況にあった。

ツバイ：１つの卵塊は163～288個の卵嚢からなり，ふ出稚貝が少数確認された。また，ふ化直前およ

び直後に死亡した個体の殻が認められた。

(4)稚貝の成長

エゾボラモドキのふ出直後の稚貝は殻長7.8～8.0mm，体重56～62mgであり，３ケ月後には殻長最大118

ｍ，体重最大203mgに成長した。

カガバイのふ出直後の稚貝は殻長1.8～2.6mm，体重10～15mgであり，３ケ月後には殻長4.2～4.3mm，

体重21～28mgに成長した。

ツバイについてはふ出直後の稚貝を確認することができなかった。

【調査・研究結果登載印刷物等】

な し
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３）マダラ親魚養成に関する技術開発研究

堀田和夫

【目的】

富山湾の深海域に生息し，有用漁業資源であるマダラについて深層水利用による飼育養成を行い，人

工種苗量産化のための親魚養成技術を棚日本栽培漁業協会能登島事業場と共同開発研究する。

【方法】

①天然親魚の養成

前年度生き残った４尾と新たに石川県能登島の鰻目定置で漁獲された天然親魚12尾（平均全長69.9cm，

平均体重3.4kg）を，上部に遮光率95％の遮光ネットを二重にして覆いをした屋外の楕円形コンクリー

ト14.4㎡水槽に収容して養成した。飼育水は深層水を使用した。餌料は冷凍スルメイカを原則として週

３回（月，水，金曜日）給餌した。飼育水温は祝・祭日，土曜日及び日曜日を除き，毎日測定した。

②人工２歳魚の養成

人工２歳魚（日栽協能登島事業場産）の養成は，前年から生き残った32尾（平均全長46.5cm，平均

体重1.1kg）を引き続き屋外円形コンクリート20㎡水槽を使用して養成した。水槽の上部には遮光率９５

％の遮光ネットを二重にして覆いをした。飼育水は深層水を使用した。冷凍オキアミ5009,冷凍スルメ

イカ切身500g及び冷凍イカナゴシラス5009を１日２回に分けて，祝．祭日，土曜日及び日曜日を除き

給餌した。年間の給餌量は，冷凍オキアミ117.4kg，冷凍スルメイカ切身113.7kg及び冷凍イカナゴシラ

ス104.9kgであった。飼育水温は祝・祭日，土曜日及び日曜日を除き，毎日測定した。

【結果の概要】

①天然親魚の養成

飼育期間における水温の変化を図－１に示した。飼育水温は2.3～7.9℃の範囲であった。平成８年１２

月５日の魚体測定では,平均全長75.4cm，平均体重5.3kgであった。平成９年１月21日に雌１尾（全長80.0

cm，体重6.2kg）が成熟し，腹部が膨満していたので，深層水の水温から表層水の水温に馴致後，屋内

角形38㎡水槽に成熟した雄４尾と共に収容し，自然産卵するのを期待したが，収容後13日目に産卵せず

Iこへい死した。へい死魚の卵巣重量は，2.9kgであった。飼育期間中のへい死は，４尾で生残率は75％

であった。生残魚はすべて成熟が確認されたが，前述の雌1尾以外は雄であった。

今回も雌1尾が成熟して自然産卵を試みたが，親魚のへい死で不調に終わった。この原因として，成

熟した親魚が産卵できない状態が続くと数日のうちに卵は過熟となり，放卵，卵巣の吸収ができない状

態となり，へい死したと考えられた。

－７１－



●

８ ●●

′ ・
８●●●も〃

苧.､皇．､ぶ州納・・'．､凸瀞●●
●●

凸１８．．。
●'

．､息．．.Lふみ､γ；iｑ

７

６

５

４

３

水
温
（
℃
）

２

96/４９６/５９６/６９６/７９６/８９６/９９６/1０９６/1１９６/1２９７/１９７/２９７/３

年月

図－１マダラ親魚の飼育水温の変化

②人工２歳魚の養成

飼育期間における水温の変化を図－２に示した。飼育水温は3.1～8.1℃の範囲であった。飼育期間における水温の変化を凶－２に示した。飼育水温は3.1～8.1℃の範囲であった。図－３及び

図－４に成長の推移を示した。平成９年３月６日の測定では，平均全長62.5cm，平均体重3.0kgであっ

た。雌３尾（全長66.5～67.5cm，体重4.3～4‘7kg）が成熟し，腹部が膨満していたので，深層水の水温

から表層水の水温に順致後，屋内角形38㎡水槽（天然親魚の雄４尾が収容されている｡）に成熟した雄

３尾と共に収容した。表層水の水温に順致中に１尾，収容翌日に１尾がへい死し，残り１尾の自然産卵

を期待したが，３月21日に産卵せずにへい死した。へい死魚の魚体は，全長68.0cm，体重4.21kgであり，

卵巣重量は2.0kgであった。成熟した親魚では深層水の水温から表層水の水温に馴致する時間が短かっ

たため，親魚の魚体への影響が大きかったと推察された。したがって，馴致する時期，時間の検討が必

要と考えられた。

平成９年３月６日の測定における性別尾数は，雌４尾，雄８尾，不明６尾であった。飼育期間中のへ

い死は14尾で生残率は56.3％であった。前年，雄の成熟が確認されており，人工魚では雄が満２歳，雌

が満３歳で成熟することが明らかになった。

平成９年３月31日に新たに成熟した雌３尾を前述の産卵水槽に収容した。飼育水は表層水への馴致の

影響を考慮し，深層水のみとして試験を継続している。
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図ー2 マダラ人工魚の飼育水温の変化
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図-3 深層水で飼育したマダラの成長(全長)推移

-73-



5 

凋

守

円

。

体

重

r、

kg 2 

、J

O 

'95.6.22 '95.9.1 '95.12.1 '96.2.29 '96.6.7 '96.10.2 '96.12.5 '97.3.6 

図-4 深層水で飼育したマダラの成長(体重)推移

【調査・研究結果登載印刷物】

なし
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４）アンコウの基礎的な生態学的研究

堀田和夫

【目的】

富山湾の深海域に生息し，有用漁業資源であるアンコウの若齢魚について深層水による飼育養成を行

い，芳齢魚の摂餌行動，食性，成長等の基礎的な生態学的研究を行い，栽培漁業対象種としての可能性

を究明する。

【方法】

平成８年５月１日から６月４日にかけて黒部，魚津及び滑川市場に水揚げ（刺網，定置網）されたキ

アンコウ若齢魚18尾（全長22.5～43.5cm，体重0.19～1.85kg）を採集した。供試魚は底に砂（天然ゼオ

ライト５号）を敷いた角形FRP1㎡水槽に収容し，深層水と表層水の混合により水温を12℃前後に調整

して飼育した。

平成８年９月６日に氷見市場に刺網で漁獲されたキアンコウ若齢魚13尾（全長20.5～35.5cm，体重0.126

～1.05kg）を採集し，屋外の角形FRP0.5㎡水槽（水槽の上部に遮光ネットを設置）で前述の方法で飼

育した。

餌料は生鮮及び冷凍のカタクチイワシ，マイワシ，ウルメイワシ，マアジ，サバ，スルメイカ及びイ

カナゴを使用した。原則として週３回（月，水，金曜日)，餌を手で口の中へ押し込む方法と水面から

目の前に餌を落とす方法で給餌した。飼育水温は祝・祭日，土曜日及び日曜日を除き，毎日測定を行っ

た。

【結果の概要】

平成８年５月１日から６月４日にかけて収容したキアンコウ若齢魚は，漁獲時の損傷は比較的少ない

個体であったが，日数を経るにしたがい前年度と同様漁獲時の胸鰭及び尾鰭の傷が拡大し，特に尾鰭の

欠損や，尾柄部筋肉の露出が顕著となった。さらに進行すると，それが尾柄部から背部へと拡大してへ

い死し，２尾を生残したにすぎなかった。若齢魚２尾の成長を図－１～２に示した。全長約30cm，体重

約0.5kgのものが平成９年３月１０日には全長約49cm，体重約2.4kgに成長し，全長では約20cm，体重で約

２kgの増加であった。全長約30cmからの成長は，早い魚種であることが分かった。

給餌は最初餌を手で持ち口の中へ押し込む方法をとったが，そのうち目の前まで手がいくと摂餌する

ようになった。それ以降は水面から目の前に餌を落とす方法で給餌し，口の後の触讃を振り摂餌するよ

うになった。しかし，平成８年12月の魚体測定以降は，水面から目の前に餌を落としても摂餌しなくなっ

たので，また，餌を手で持ちｕの中へ押し込む方法をとった。魚体測定などのストレスで自分で摂餌す

ることがなくなったことから，キアンコウは神経質な魚種と考えられ，なるべくストレスを与えない飼

育が望ましい。なお，底に落ちた餌については，自分で摂餌することはなかった。餌料のスルメイカは，

摂餌するが消化しきれず戻した。図－３に飼育期間における水温の変化を示した。飼育水温は6.9～14.1

℃の範囲であった。

平成８年９月６日に収容したキアンコウ若齢魚は，前述と同様のへい死で１尾しか生き残らなかった。

９月６日にこの１尾（全長22.5cm，体重l60g）を２尾生残して飼育している水槽へ収容したが，１１月1１

－７５－



日に最初の 2尾(全長約40cm)のうちのいずれかに共食いされた。

今回，活力がよく魚体の損傷が少ないものを選別して採集したが，薬浴による傷の治癒がみられなかっ

たことから，薬浴と傷薬(赤チン，イソジン，アロエ軟膏，テラマイシン軟膏など)を併用して傷の治

療を進めていく必要がある o

50 
ー 魚津市場採集個体

ρ 

---0一一滑川市場採集個体

三主主

主義 40 

，.-圏、、

cm 
、ー，〆

30 ・ー

し
911 12/2 3110 

図-1 キアンコウの全長の変化
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３深層水利用実証試験研究

1）サクラマス親魚養成技術開発実証試験

辻本良

【目的】

深層水利用研究施設システムによってサクラマスをスモルト期から親魚まで養成し，冷水性魚類を一

貫して養成する上での問題点及びシステムの有効‘性を明らかにする。

【方法】

平成７年度飼育開始群として，平成７年３月に神通川サケマスふ化場で飼育されたサクラマスの幼魚

2000尾を，脂質含有麓の異なる海産魚用の配合飼料を体重の２～３％与えて飼育した。また，平成８年

度飼育開始群として，平成８年３月に庄川養魚場で飼育されたサクラマスの幼魚2000尾を，ニジマス用

配合餌量又は生餌を与えて飼育した。飼育水は，地下水又は地下水との温度交換によって水温を上昇さ

せた深層水を用い，水温は12℃に設定，塩分は深層水を用いた場合は32～33PSU（実用塩分)，注水量

は各池毎時２０トン，換水率を0.8回／時とした。月１回標本抽出を行い，体重，体長，肝重量，生殖腺

重量を測定した。

【結果の概要】

高脂肪餌量を与えた群と低脂肪餌量を与えた群のいずれも期間中順調な成長を示した。体重は，個体

差が大きかったが，低脂肪餌料を与えた群の方が体重が大きい傾向にあった。

平成７年度飼育開始群は平成８年10月に雌251尾，雄129尾を用いて採卵を行い，総採卵数３３万粒，

雌１尾あたり平均約1,300粒の採卵を行うことができた。得られた卵は発眼率92.5％，ふ化率99％以上

と良質で，天然そ上系サクラマス親魚から得た卵とほとんど変わらなかった。

平成８年度飼育開始群は生餌飼育群と配合餌料飼育群を設けた。体重の個体差は大きいものの，順調

な成長を示し，平成７年度飼育開始群よりも良好であったが，配合餌料を投与した群に酵母が増殖して

ガスが貯留する胃鼓脹症がみられた。

体長と体重の関係，肝重量指数，生殖腺重量指数には特に異常な点は認められなかったが，ふ化後満

２年の海水飼育期の秋季に海水中でも生殖腺重量指数が大きくなる個体が認められた。

養成の過程においてガス病などが発生し，成長，総採卵数は当初の予定を達成できなかったものの，

良質な卵を得ることができたことから，本施設におけるシステムは，完全ではないもののサクラマスの

養成に有効であることが明らかとなった。問題点は，深層水を１２℃に昇温して飼育水として使用したこ

とから，深層水中の溶存ガスが温度上昇によって過飽和となる点であり，今後改善の必要がある。

【調査・研究結果登載印刷物等】

平成８年度マリノフオーラム２１種苗生産システム研究会報告書（平成９年８月予定）
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2 )深層水の性状及び排水周辺地域環境モニタリンゲ調査

大津 順

【目的】

深層水(取水された深層水・取水口海域から採水)の性状を把握し，深層水利用の基礎資料とする。

又，深層水の排水による周辺海域の影響評価を行うために，水質・生物相等のモニタリング調査を行う o

【方法】

(1) 取水深層水の性状調査

平成8年4月から平成9年3月にかけて，主配管部から採水した深層水について以下の項目を調べた。

①水 温深層水利用研究施設のモニタリングシステムによりデータを取得した。

②溶存酸素 深層水利用研究施設のモニタリングシステムによりデータを取得した。

③塩

④ COD 

分 オートラポサリノメーターによったo

日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針(過マンガン酸カリウムアルカリ法

100'C20分)の方法によった。

⑤栄 養 温東京水産大学環境保全学研究室の大槻教授に依頼した。

⑥ プランクトン 取水深層水をプランクトンネット(GC54)でろ過して採取した。

⑦細 菌 類普通寒天培地で37'Cで培養し，形成されたコロニー数を計測した。

③微量金属 日本冷凍食品検査協会に委託した。

(2) 取水口海域の水質調査

栽培漁業調査船「はやっき」により，毎月 1回，取水口付近の海域でCTDによる水温と塩分の観測

を行うとともに.300m深から採水を行い溶存酸素を測定した。

(3) 排水影響評価調査

深層水の排水による周辺海域の影響評価を行うために，水試構内排水路，排水が流入する坪川用水と

滑川漁港内及び滑川漁港外の付着生物，海藻類の調査を行った。

【結果の概要】

(1)取水深層水の性状調査

① 水温

平成8年4J1から平成9年3月まで、の取水深層水の主配管部における水温の平均値は2.61'cであった。

口平均の最高値は5.31'C.最低債は1.850Cであった。年間を通じての長期的変動は認められなかった。

② 溶存酸素

曝気前(主配管部)の浴存酸素量は 6-7ppm台で、安定していた。曝気後(給水ポンプ前)の溶存酸

素量は11ppm台で、ほぼ安定した値を示したが，平成8年1月以降わずかな上昇がみられた。

③塩分

塩分は年間を通じて安定しており.34.04 -34.11 P S U (実用塩分)の範囲にあった。

nu 

可

t



④ＣＯＤ

ＣＯＤは0.05～0.2mg／０の範囲にあり，明らかな季節変動変動は認められなかった。

⑤栄養塩

平成８年８月１日から平成９年１月31日まで，土，日，祝日を除く毎日取水された深層水を採取し，

-30℃で凍結して保存した後，分析に供した。リン酸塩は0.90～2.91浬９－at／、，硝酸態窒素と亜硝酸

態窒素の合計は4.42～21.50鰹g-at／、，ケイ酸塩は9.97～41.7卯g-at／‘であった。いずれも，変動

は認められたが，年間を通じての周期性は認められなかった。

⑥プランクトン

採取されたプランクトンの容積は取水深層水10㎡あたり0.1m､程度であり，個体数は11～80個体であっ

た。プランクトンの種類は端脚類，桟脚類の幼生と推定されたが，種は特定できなかった。

⑦細菌類

取水された深層水から形成されたコロニー数は１，０あたり２～５個であった。

③微量金属

取水された深層水中のCd，Ｈｇ，Ｐｂ，Ｆｅの濃度を測定した結果，いずれも測定限界以下であった。

(2)取水口海域の水質調査

①水温

取水口海域における水温は，1.2～2.1℃であり，年間を通じての季節変動は認められなかった。

②塩分

取水口付近の300ｍ深における塩分は，34.04～34.12PSU（実用塩分）であり，わずかな変動は認め

られたが，年間を通じての季節変動は明らかにはならなかった。

③溶存酸素

300ｍ深における溶存酸素は6.9～7.7ppmで年間を通じて安定しており，変動は認められなかった。

(3)排水影響評価調査

排水路及び坪川用水では，深層水の排水が直接流入する部分において好塩分性の藻類が増加し，植物

相の変化が認められたが，漁港内においては変化は認められなかった。

漁港入り口の岩盤上にはテングサ・ホンダワラ類が繁茂しているが，付着珪藻類で汚れていることを

除けば，漁港外や他の地点の海藻類の成長，繁茂，消失の状態と差が認められず，護岸壁に付着してい

る貝類その他生物の状態も，漁港外，他の地点と比較して特に大きな変化は認められなかった。

【調査・研究結果登載印刷物等】

平成８年度マリノフオーラム２１種苗生産システム研究会報告書（平成９年８月予定）
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３）深層水有効利用開発研究

ａヒラメ優良親魚養成試験

堀田和夫

【目的】

種苗生産に使用するヒラメの親魚養成において，夏季の高水温（25℃以上）によって，魚体の衰弱や

疾病などでへい死が発生し，翌年の種苗生産事業に支障をきたす場合がある。そこで，夏季に低温，清

浄な深層水を利用して親魚養成を行い，ヒラメ種苗生産用親魚の安定的な確保を目指す。

【方法】

前年度供試したヒラメ２年魚を用い，表層水試験区（65尾）と深層水試験区（68尾）を設けて3.5㎡

飼育試験水槽（平成７年度７㎡）に収容し，試験を継続した。餌料はヒラメ用配合飼料を用い土曜日，

日曜日及び祝・祭日を除く毎日，飽食給餌とした。表層水試験区では表層水のみを使用した。深層水

試験区では平成８年７月30日から１０月29日の間は深層水と表層水を混合（水温が18～20℃になるように

調節）して使用し，その他の期間は表層水のみを使用した。

産卵期に目視及び搾出で雌雄の確認を行うとともに水タモで産卵の確認を行った。また，６月に５回

水タモで採卵した浮上卵各々 200粒をスチロール水槽（37×21×18cm，水量１５０）へ収容して止水でふ

化させ，ふ化仔魚を計数してふ化率を求めた。随時，全個体を取り上げて個体数を確認し，全長及び体

重を測定した。

【結果の概要】

表層水試験区では65尾のうち雌21尾，雄21尾及び不明23尾であり，深層水試験区では68尾のうち雌３４

尾，雄30尾及び不明４尾であった。深層水試験区は表層水試験区に比べて雌雄不明魚の割合が少なかっ

た。産卵期間は４月下旬から７月中旬までで，深層水試験区が若干長かったが大きな差はなかった。ふ

化率は表層水試験区では０～81.5％，深層水試験区ではＯ～72.5％であり大差なかった。

平成８年４月から９年３月までの一年間の生残率は，表層水試験区では70.8％（通算41.8％)，深層

水試験区では86.8％（通算53.6％）で深層水試験区の方が高かった（図－１）。本年は疾病によるへい

死はみられなかった。

深層水を注水している期間においては，深層水試験区の水温はほぼ17～20℃に保たれていた。表層水

試験区では夏期の水温は27℃台まで上昇した（図－２）。夏期の摂餌は，深層水試験区は良好であった

が，表層水試験区は高水温のため，若干低下した。各測定時点で生残している全個体の平均全長の変化

をみてみると，平成８年10月までは深層水試験区の方がやや良好であったが，表層水試験区は冬期に小

型魚が多くへい死したため，深層水試験区との平均全長の差は小さくなり，試験終了時には平均全長に

差は認められなかった（図－２）。
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平成８年度マリノフオーラム２１種苗生産システム研究会報告書（平成９年９月）
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ｂ有用大型藻類の培養試験

藤田大介

【目的】

深層水（日本海固有水）の栄養と低温を利用した冷水性大型藻類（富山湾では水温が高いために天然

に生育しない）の培養を確立し，医薬・食品原料，低温期のサザエ・アワビ用餌料に供するほか，コン

ブ自体の生態研究への応用も図る。

【方法】

(1)天然藻体の培養

函館市志海苔産（平成８年３月に干潮時の潮溜まりまたは漸深帯で採集）のマコンブを深層水注水水

槽へ移し，ばつ気培養を行った。蛍光灯は，昨年度よりも海水面に近づけ，３本から６本に増設した。

９月，１１～２月に全長を測定した。

(2)水槽内発生藻体の培養

平成７年６月採集・収容のマコンブが水槽内で成熟し，遊走子が自然放出され，水槽の壁面，注入水

ホース及び照明用の支柱に付着した。平成８年５月に長さ１cm程度の胞子体が多数認められたのでホー

スの一部を切断し，光を強化した水槽に移してばつ気培養した。

(3)採苗藻体の培養

平成８年11月に恵山町で採集したマコンブ藻体から遊走子を採取し，深層水を入れたプラスチック

製容器に収容しクレモナ糸で１日１０時間照明で培養した。１カ月間，換水せずに培養した後，光を強化

した水槽に移し，１日12時間照明でばつ気培養を行った。水温はいずれも３～４℃である。

【結果の概要】

(1)天然藻体の培養

光条件の改善により，成長が良くなり，３月に最も長いものは全長250cmを超えた。成長はロジスチッ

ク曲線で近似できた。しかし，本来の成熟期（秋）を過ぎ，３月になっても成熟しなかった。水槽の

周辺部よりも中央部で成長が良く，まだ光を強くする余地があると考えられた。また，水槽が小さいた

めに，水流（ばつ気による）でロープや他の藻体に絡まり，藻体がねじれる傾向が認められた。なお，

ｌ個体を取り上げ，「昆布巻蒲鉾」を作ったが，蒸したてのものは市販製品よりも昆布の風味があり，

好評であった。このほか，展示容器開発のために，長さ１ｍの透明管に長さ40cm前後のマコンブを入れ

て培養した。コンブの成長は確認し易かったが，管の内壁に付着珪藻が多数繁茂し，堆積物も多く，定

期的な掃除（最低月１回程度）が必要であると考えられた。加えて，管内の観察をしやすくするために

は霜の除去も欠かせないことが判明した。

(2)水槽内発生藻体の培養

光条件の良い水槽に移した個体は成長が良くなり，３月には全長１ｍに達した。一方，光環境を改善

していない水槽の壁面や支柱（ＰＶＣ管）に付いたままの個体は，２cm未満に留まっている。このこと

から，成長を抑制した胞子体世代による培養保存が可能と考えられた。
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(3)採苗藻体の培養

遊走子は深層水で順調に配偶体に成長し，１カ月後には胞子体が観察された。しかし，その後の胞子

体の成長は極めて遅く，３月でも全長ｌ～４cmに留まっている（天然では１ｍ程度と考えられる)。付

着珪藻の繁茂が著しく，これが成長を阻害している可能性もある。３月採集のマコンブの一部を６月に

深層水を注水した屋外水槽に移したところ，１０月にはいずれも全長2,,幅15cmを越える藻体となり，１１

月以降，成熟した。しかし，水槽内や藻体（特に老成部）では付着珪藻の繁茂が著しかった。なお，１０

月には，コンブの着生基質となっていた石からチガイソの胞子体が発芽しており，１１月に全長約10cmだっ

たものが，１２月には80cm，３月現在，250cmに達した。なお，屋外水槽は注水量の変化によって水位が

変化することがあり，コンブは葉状部の一部が空中に露出して枯れたものも多い。

【調査・研究結果登載印刷物等】

平成８年度マリノフオーラム21種苗生産システム研究会報告書（平成９年５月）

－８４－



４深層水有効利用検討委員会

【委員会実施概要】

（１）開催日時平成９年３月18日(火)午後１時30分～５時

(2)場所富山県水産試験場研修室

(3)出席検討会委員８人

(4)検討課題

①水産試験場における平成８年度研究成果及び平成９年度研究計画（研究員）

②水産分野における平成９年度研究事業計画（事務局）

③今後の研究推進について（討議）

・深層水利用による研究・技術開発を進めるための問題点と今後の対応

④深層水利用研究等に関するその他の情報

・非水産分野の深層水利用事業に関する研究推進状況（事務局）

・海洋深層水利用研究会設立に関する情報（事務局）

【検討内容の概要】

（１）水産試験場における平成８年度研究経過・成果の報告課題

①トヤマエビ種苗量産化技術開発研究（小谷ロ主任研究員）

②ベニズワイの基礎的な生物学的特性の解明（武野主任研究員）

③パイ類の生態学的研究（大津主任研究員）

④富山湾における有用パイ類の研究（土井栽培漁業センター所長）

⑤活魚利用等研究（大津主任研究員）

⑥マダラ親魚養成に関する技術開発研究（堀田副主幹研究員）

⑦アンコウの基礎的な生態学的研究（堀田副主幹研究員）

⑧深層水の性状及び排水周辺海域環境モニタリング調査（大津主任研究員）

⑨冷水性大型藻類の培養（藤、主任研究員）

⑩サクラマス親魚養成及び採卵技術の開発研究（辻本研究員）

(2)今後の研究推進について

奈倉 昇

事務局（水試）から平成７～８年度の２ケ年の研究経過・実績において，５項目（取水深層水，研究

施設，２次利用水，研究対応，課題別技術開発）について問題点が報告された。

委員から，今後の検討について次の事項が指示された。

①日栽協との共同研究において，深層水・表層水及び地下水の３原水を高度に利用できる種苗生

産技術の開発

②水産分野において多目的に応用研究できる深層水多段利用システム施設の整備

③漁業関係機関との共同による活魚，水産干物の利用技術の開発

④研究課題の見直しとサクラマス，トヤマエビの生産事業化に向けての基礎資料（とくに生産コスト）
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の作成

【調査・研究結果登載印刷物等】

平成８年度水産業分野における深層水有効利用に関する検討委員会議事要録

平成９年８月（コピー刷り）
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大津順・小善圭一

【目的】

富山湾沿岸域の定置網漁場における水質環境の現況を調査し，水質汚濁監視のための資料とする。

【方法】

(1)水質環境調査

①調査方法

栽培漁業調査船「はやつき」により，各調査定点において表層の採水を行い，分析に供した。

②調査定点

調査は図－１に示した16定点で行った。

③観測及び調査項目

天気，風向，風力，波浪，ウネリ，流向，採水時間，水温

④分析項目及び分析方法

塩分アレツク電子AST500-DKによった

ｐＨ日立・堀場・ｐＨメーターＭ－８ＡＤ型によった。

濁度日本精密・積分球式濁度計SEP-PT-201型によった。

ＣＯＤ日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針（過マンガン酸カリウム，100℃，２０分）

の方法によった。

ＤＯ日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針（Winkler-窒化ナトリウム変法）の方

法によった。

⑤調査回数

平成８年４月から平成９年３月までの問，原則として各月１回，計12回の調査を行った。

Ｉ
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蕨
郵
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Ⅸ富山湾漁場環境調査

１漁場保全対策推進事業
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：
辱
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図－１
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水質環境調査定点
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(2)漁場環境調査

①調査方法

各定置網の採水責任者が採水した表層水を県漁連が回収して水試に搬入し，水試が分析を行った。

②調査定点

宮崎～大境突堤沖の定置網漁場の31定点と河川前の４定点，計35定点（図－２）

③観測及び調査項目

天気，風向，風力，波浪，ウネリ，流向，採水時間，水温，漁獲物及び漁獲量

④分析項目及び分析方法

ｐＨ日立・堀場・ｐＨメーターM-8AD型によった。

塩分オートラブ・サリノメーターによった。

濁度日本精密・積分球式濁度計SEP-PT-201型によった。

ＣＯＤ日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針（過マンガン酸カリウム，100℃，２０分）

の方法によった。

⑤調査回数

１２回（平成８年４月～平成９年３月，９月未調査・６月２回調査）

33ノ
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図－２漁場環境調査定点

【調査結果の要約】

(1)水質環境調査

表層におけるＤＯの年平均は10.9mg／、～8.9mg／‘の範囲にあった。

INll宮厨（粗

点）

表層におけるＤＯの年平均は10.9mg／、～8.9mg／‘の範囲にあった。最高値は定点15の12.9mg／、，

最低値は定点12の6.6mg／＠であった。湾西部では，６月～９月の調査時にＤＯの最高値を示す定点が最低値は定点１２の6.6mg／＠であった。湾西部では，６月～９月の調査時にＤＯの最高値を示す定点が多

かった。このときは，濁度，ｐＨともに高く，珪藻類が増殖したものと考えられた。一方，５ｍ層の年平

均は8.0～8.5mg／‘の範囲にあり，表層に比べ定点間の差が小さかった。
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pH の年平均は， 8.3.......8.5の範囲であった。海域の水質環境基準 7.8.......8.3(A類型)を満足していた

のは9定点であった。しかし湾央部の7定点では基準値を上回っていたo 測定値が水質環境基準 (A類

型)を越えた調査回数は58回(全調査数の32.6%)で前年度より若干増加した。特に6月---9月の調査

時に高いpHが観察されており，珪藻類の増殖の影響と推察された。

濁度の年平均は1.6mg/e ---4.5mg/ eの範囲にあった。濁度の最大値は定点8の19.2mg/仁最小値

は定点2のO.1mg/eであった。

CODの年平均は， 1.2mg/ e ---1.9mg/ eの範囲にあった。すべての定点で海域の水質環境基準 (A類
型)の2.0mg/eを満足していた。最大値は，定点15の3.3mg/仁最小値は定点7.定点8および定点

15の0.6mg/eであった。

(2) 漁場環境調査

pHの年平均は7.5---8.3の範囲内にあり， r小矢部川前jの7.5を除く34定点で.海域の水質環境基準

(A類型)の7.8---8.3を満足していた。最高値は8.6で「天念坊J，r青塚三番J，r前網J.r大境突堤沖」
など湾央部から湾西部にかけての8定点で観測された O 最低値は「小矢部川前Jの7.3であった。 pHの

最高値が海域の水質環境基準 (A類型)の上限値である8.3を上回った調査回数は28回(全調査数の9.4

%)で，時期は5月---9月にかけて観察されており，特に湾央部，湾西部は6月に集中していた o pH 

の最低値が海域の水質環境基準 (A類型)の下限値 (pH7.8)を下回った定点は.r黒部川前J.r天念
坊J，r神通川前Jr大門jlflJおよび「小矢部川前Jの5定点であった。これら下限値を下回った定点は
いずれも河川の前に位置しており，河川水の影響によりpHが低下したものと考えられる。

塩分の最高値は「酒樽IJの34.04.最低値は「小矢部川前」の0.57であった。変動幅は， r高峯(沿)J
「高峯(i'fJ)Jr青塚三番Jr大境突堤刈JJなどでは小さいが， r黒部川前J，r神通川前J.r庄川前J.r酒
樽1J. r酒樽IIJなどでは大きかったっこれは河川水の影響によるものと考えられる。特に「小矢部川
前Jでは，河川水の影響を常時受けるために，常に低い依を示している。全体としては前年度の値と大

きな違いは見られなかった。

濁度の年平均値は「宮崎(ilfJ)Jの1.1mg/eから「黒部川前Jの21.5mg/eの範囲内にあった。前年
度の平均値と比較すると.24定点で前年度より高い値を， 7定点で低い値を示し 4定点では変わらな

かった。全体としては最高値が前年度に比べ高い値を示す定点が多かった。最大値は「黒部川前Jの10

1.0mg/ eであり，最小値は「宮崎(沿)J， r前網jのO.1mg/eであった。「黒部川前J.r天念坊(沿)J
「酒樽1J r庄川前Jr大中瀬Jr小矢部川前」など河口近くの定点で、は河川水の影響により濁度が高くな
りやすい傾向にある o 時期としては6月 7月の調査時に高い値を示した。

CODの年平均は「黒部川前」の0.6mg/eから「小矢部川前」の2.6mg/eの範囲内にあり， r小矢部
川前Jを除き海域の水質環境基準 (A類型:2mg/ e以下)を満足していた。最大値は「小矢部川前J

および「前網岸」の3.0mg/eであり，最小値は「宮崎(ilド)J， r黒部川前J，r茂測一番Jほか5定点の
0.3mg/ eであった。 浮泥の混入等があった場合にはCODも高い値を示した。また.pH，濁度などから
珪藻類の増殖による赤潮の影響を受けたと推察された場合にも高い値を示した。

【調査・研究結果登載印刷物】

平成8年度漁場保全対策推進事業調査報告書平成9年6月 富山県水産試験場
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２生物モニタリング調査

大津順・小善圭一

【目的】

底泥中に棲息する生物（ベントス）の種類・現存量を指標とし，富山湾沿岸水域の富栄養化等，漁場

環境の長期的な変化を監視する。

【方法】

（１）調査定点定置網漁場付近の４定点と河口域の４定点の計８定点（図－１）。

(2)調査方法調査船「はやつき」によりスミスマツキンタイヤ型（１／10㎡型）採泥器を用い

て採泥した。採集した底泥の一部は粒度組成等底質の分析に供した。残りの底泥

は1mm目のふるいを用いてマクロベントスを選別しその洞重量測定と種の同定を

行った。

(3)分析項目及び分析方法

粒度組成ふるい分け法（日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針）によった。

強熱減量（ＩＬ）日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針の方法によった。

硫化物検知管法（日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針）によった。

ＣＯＤ日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針の方法によった。

底生生物（ベントス）日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針の方法によった。

(4)調査回数２回（第１回：平成８年４月17,18日，第２回：平成８年９月30日，１０月１日）

【調査結果の要約】

（１）底質

本年度は，春，秋ともに採泥時に硫化水素臭が認められる定点はなかった。

硫化物の量は，春には最大で0.25mg／ｇ･dryであり，秋には0.22mg／ｇ･dryであった。0.01mg／ｇ・d

ry以下，または検出されなかった定点は春が３定点あったが，秋はいずれの定点においても0.01mg／ｇ・

dry以上の値を示した。硫化物の量ｶﾐ最も多かったのは春，秋とも定点１であった。

ＣＯＤは，春は4.2～20.2mg／ｇ･dry，秋は5.4～19.4mg／ｇ･dryの範囲にあった。前年度と比較すると，

春は前年度よりも高い値を示した定点が多かったが，秋には前年度の秋よりも低い値を示した定点が多

かった。

550℃における強熱減量（以下IL550）は春が1.4～11.0％，秋は1.3～4.3％であった。同様に850℃に

おける強熱減量（以下IL850）は春が1.6～12.1％，秋が2.1～7.1％であった。角川河口域（定点２）で

はIL850，IL550ともに昨年に比べかなり高い値を示したが，その他の定点では春，秋ともに前年度と

同じか，やや高い値を示した。

IL550とIL850の差は春で0.1～1.3ポイント，秋では0.7～2.8ポイントでいずれの定点でも，IL850の方

がIL550に比べて高い値を示した。

底質は春，秋ともに泥質が６定点であった。また，小矢部川の河口域は春，秋とも砂泥質であった。

粒度組成は，春の調査では昨年に比べ全ての定点で微細泥の割合が高くなっていた。秋には，定点3,4
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では微細泥の割合が大きく増加し，逆に定点5.6では大きく減少した。残りの 4定点では春秋の差がほ

とんどなかった。

(2) 底生生物(ベントス)

本年度はヨツパネスピオ，シズクガイ，チヨノハナガイといった汚染指標種が優先種となる定点はな

かった。ヨツパネスビオは春に定点4で，シズクガイおよびチヨノハナガイは秋に同じく定点4で観察

されたが，その個体数はいずれの生物も少なかった。

本年度は，全個体数に占める多毛類の個体数の割合が，秋にやや高くなる傾向が見られた。マクロベ

ントスの現存量は春に比べ秋に 3定点で増加し， 4定点で減少したが，特に大きな大きな差が出た定点

はなかった。種数は春と秋で差は認められなかった。同様に種数あたりの個体数も春と秋とで大きな差

は認められなかった。

前年度と比較すると，春，秋ともに種数は多くなっているが，種数あたりの個体数，現存量が著干減

少しているo

以上の底生生物調査からは特に海域の汚染状態を示す結果は得られなかった。

01 234SK  .. 

定置網漁場調査定義 (4定点)

図-1 生物モニタリング調査定点

【調査・研究結果登載印刷物】

平成8年度漁場保全対策推進事業調査報告書平成9年6月 富山県水産試験場
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３公共用水域水質調査

大津順・小善圭一

【目的】

水質汚濁防止法第16条第１項の規定の基づき，富山県環境保全課が行う平成９年度富山湾海域（公共

用水域）水質汚濁状況調査について，採水の補助を行う。

【方法】

(1)調査海域及び定点数

小矢部川河口海域７定点

神通川河口海域７定点

その他の海域１０定点

(2)調査回数

小矢部川河口海域毎月１回計12回

神通川河口海域毎月１回計12回

その他の海域６，９，１２，１，２，３月

(3)測定項目

気象：天気，風向，風力，波浪，うねり

海象：水温，ｐＨ，ＤＯ，ＣＯＤ

【調査結果】

栽培漁業調査船「はやつき」を運航し，各調査定点において表層及び水深2ｍ層で採水，測温，ＤＯ

固定等を行った後，富山県環境科学センターへ送付した。

分析は富山県環境科学センターが，取りまとめは富山県環境保全課が行った。

【調査・研究結果登載印刷物】

平成８年度環境白書平成９年５月富山県

－９２－



Chaetoceros

大津順・小善圭一

【目的】

富山湾における赤潮の発生状況と県内の漁業者等からの依頼による水質等の調査を行い，本県漁場の

水質環境の現況を把握する。

(1)富山湾赤潮発生調査

【方法】

調査期間に実施した水質分析の結果や公共用水域における水質測定等の調査で得られた赤潮情報から，

赤潮海域の範囲，期間，赤潮構成主要生物を明らかにした。

①調査項目

水温，水色，ｐＨ，塩分，プランクトンの同定と同計数。

②調査実施状況

平成８年５月から９月にかけて，栽培漁業調査船「はやつき」により実施した。また，他の調査にも

随時水質・プランクトン等の調査を行った。

③赤潮の判定基準

赤潮の判定基準は，海水､､当たり，珪藻類（Chaetocerosspp.，Skeletonemacostatum）の場合

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

spp.，

ｓｐｐ.，

ｓｐｐ.，

ｓｐｐ.，

－９３－

は104細胞以上，夜光虫（Noctilucasp.）の場合は数百個体以上が認められ，海域が変色していたとき

４富山湾水質環境調査

を赤潮とした。

【調査結果の要約】

本年度に富山湾で確認された赤潮の発生状況を表－１に示した。確認された赤潮の発生回数は珪藻類

(キートセロス，スケレトネマ）Ｉこよるもの４回発生期間は57日間であった。夜光虫の発生は見られな

かった。

表－１平成８年度赤潮発生状況

(2)水質調査

本年度は漁業者等からの水質調査依頼は無かった。

【調査・研究結果登載印刷物等】

なし

主な赤潮構成生物発生海域発生時期

Skeletonema

氷見～魚津沖

氷見～魚津沖

氷見～魚津沖

氷見～魚津沖

６月12日～６月15日

７月９日～８月８日

８月１６日～８月26日

９月３日～９月１３日

Skeletonema

Chaetoceros

SkeletonemaChaetoceros

SkeletonemaChaetoceros



Ｘ内水面増殖調査研究

１さけ。ます増殖調査

若林信一・大津順・辻本良

【目的】

秋季の沿岸漁業の重要魚種の一つであるサケは，稚魚の放流サイズの大型化と飼育管理技術の進歩に

より回帰率の向上に努めた結果，近年，本県への来遊尾数は増加し，種卵も県内で供給できるようになっ

た。しかし，稚魚の放流尾数のこれ以上の増加はふ化場の生産能力からみて限界にきており，来遊尾数

の増加とふ化放流事業の安定化のためには，放流稚魚の健苗性の向上と稚魚生息海域環境条件を考慮し

た放流等による回帰率の向上が必要とされる。そこで，サケ親魚の来遊状況の解析，放流稚魚の健康状

態，稚魚の降海後の移動・分布，滞留期間及び生息環境についての調査によりサケ親魚の来遊量を予測

し，計画的な放流と資源構成を達成することを目的とする。

【方法】

(1)資源構成調査

サケ親魚の回帰状況は，富山湾沿岸漁獲地区(20地区)及びそ上河川(14水系17河川)におけるサケの漁

獲(捕獲)尾数(旬計)のデータにより調べた。

また，小川，黒部川，片貝川，早月川，神通川，庄川及び小矢部川にそ上したサケについて尾叉長と

体重を測定し，採取した鱗から年齢査定を行った。

庄川ふ化場及び神通川ふ化場において，雌親魚の尾叉長と体重を測定し，個体別に卵重量を測定した。

また，卵の一部を採取し，卵数と卵重を計測し，１尾あたりの卵数を計算した。また，採取した鱗から

年齢査定を行った。

(2)回帰率予測データ収集

県内７カ所のサケふ化場における採卵から稚魚の放流までの飼育管理状況の記録を整備するため，巡

回指導を行った。また，２月12日から３月19日に，放流直前の稚魚60～100尾に対して，常法により海

水馴致試験を行い，海水適応能の評価を行った。

(3)在来系群特性利用調査

庄川ふ化場において筋肉，眼球及び肝臓を採取し，アイソザイム分析に供した。供試尾数は10月と１１

月に各50尾，計100尾であった。

(4)日本海回帰率向上対策調査

サケ稚魚の生息環境について明らかにするため，平成８年３月中旬から５月下旬にかけて，庄川河口

付近の水域の４定点において，０，５，１０，２０ｍ層の水温と塩分の測定を行うとともに，ＮＯＲＰＡＣネッ

ト(口径45cm，GC54)の20ｍ鉛直曳により動物プランクトンを採取し，主要分類群別に出現個体数を計

数した。

庄川養魚場で飼育したサケ稚魚260,000尾(尾叉長38～59mm)に両腹鰭切除による標識を施し，平成８

年３月18日に庄川河口から約10km上流の地点に放流した。放流後，新湊及び四方沖合い海域で採集調査

を実施し，尾叉長の測定を行った。放流時期と放流稚魚の尾叉長との関係を調べるため，放流時期は前
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年よりも約半月早め，放流稚魚は前年よりも尾叉長の小さい個体を含めて標識放流の対象とした。

【結果の概要】

(1)資源構成調査

回帰状況をみると，平成８年度のサケ来遊尾数は117,944尾で，対前年比64％であった。海面におけ

る漁獲尾数は41,855尾(対前年比56％)，河川における捕獲尾数は76,089尾(対前年比70％)で，前年度を

大きく下回った。来遊尾数にしめる河川捕獲尾数の割合は64.5％で，前年よりもやや高いが例年と比較

して大きな差はなかった。

海面の漁獲のピークは例年と同様10月下旬であった。海面の漁獲尾数を東部(境～石、)，中部(経、

～四方)及び西部(海老江～氷見)に分けてみると，東部で25,851尾(対前年比51.3％)，中部で5,141尾(対

前年比37.8％)，西部で10,863尾(対前年比98.9％)で，東部，中部が大きく減少したのに対し，西部では

前年度並みであった。

河川での捕獲のピークは10月下旬でピークの出現時期は変化がなかった。河川別では，庄川が32,289

尾(河川総捕獲尾数の42.3％)で最も多く，以下小川14,358尾(18.9％)，神通川7,751尾(102％)であった。

河川にそ上したサケ親魚の平均尾叉長は66cm，平均体重は2.9kgであった。年齢組成については，河川

全体でみると，雌では３歳魚16.5％，４歳魚78.6％，５歳魚4.8％，６歳魚0.1％，雄では２歳魚0.6％，

３歳魚17.7％，４歳魚76.0％，５歳魚5.5％，６歳魚0.2％であった。

庄川と神通川の各採卵場で採卵に供されたサケ雌親魚の尾叉長，体重，採卵重量，卵径及び年齢組成

については現在データの取りまとめ中である。

(2)回帰率予測データ収集

海水馴致試験の結果，４８時間後の生残率は8.3～１００％であり，ふ化場，飼育池毎に大きく変動した。

細菌‘性蝿病，寄生虫‘性疾病が発生した群では生残率が低かった。

(3)在来系群特性利用調査

現在分析中である。

(4)日本海回帰率向上対策調査

表層の水温は，３月中旬から３月下旬にかけて８～10.5℃の範囲で推移し，その後上昇し，５月下旬

にはサケ稚魚の沿岸停滞水温の上限である15℃を越えた。塩分は通常は33～34PSUであったが，３月

28日には33台から27.0PSUへ，５月８日には34台から29.6PSUへ低下した。いずれも，庄川におけるダ

ムの放水によるものであった。

動物プランクトンについては，現在分析中である。

標識稚魚は３月19日から４月17日にかけて，新湊で１０９尾，四方で５尾，岩瀬で19尾，氷見で９尾の

合計142尾が再捕された。そのうち，５４尾が放流日の翌朝に庄川河口海域の定置網で再捕された。庄川

河口海域にあたる新湊では４月17日まで放流魚が確認された。県外における再捕の報告はなかった。こ

れまでよりも体長の小さい個体を放流時期を半月早めて放流したところ，放流群と同じ体長モードの稚

魚が放流河川の河口前の定置網で再捕されたが，尾叉長45mm以下の比較的小型の稚魚は再捕されなかっ

た。この原因として45mm以下の小型サケ稚魚は，ごく沿岸域に滞留しているか，河川や河口付近の海域

で減耗している可能'性がある。
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【調査・研究結果登載印刷物等】

平成８年度さけ．ます資源管理・効率化推進事業報告書（平成９年９月予定）
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２降海性マス類増殖調査研究

辻本良

【目的】

サクラマス資源の造成・増大を図るための知見を集積するために，サクラマスのスモルト幼魚を育成

し，標識放流を行うとともに，河川・沿岸域におけるサクラマスの生態，回帰親魚の漁獲実態等を明ら

かにする。また，深層水を用いて親魚を養成し，種卵を安定的に生産するための技術開発を行う。

【調査方法】

さけ．ます資源管理・効率化推進事業実施基準（水産庁振興課）に基づき，以下の調査を実施した。

(1)スモルト生産技術向上調杏

①スモルト化技術向上調査

スモルト化率の向上を図るために，庄川養魚場で選別飼育を行った。

②親魚蓄養技術向上調査

庄川においてそ上親魚を捕獲し，親魚の長期蓄養を行うことにより，種卵の安定供給するための試験

を行った。

水産試験場深層水利用研究施設のサクラマス飼育棟内の２５トン水槽６基を用いて，平成７年度から継

続して親魚を池中飼育し，採卵を行った。また，第２期目として，神通川そ上系スモルト幼魚1,200尾

を用いて飼育を行った。

(2)分布回遊調査

①河川分布状況

飼育幼魚に鰭切除及びリボンタッグによる標識を施し放流を行った。天然魚及び標識魚の分布，成長，

降海時期及び食‘性の調査を行った。

②沿岸分布回遊状況

標識放流幼魚及び天然幼魚の沿岸域での出現時期，大きさ及び回遊経路の調査を行った。

(3)増殖基礎調査

①漁況調査

富山湾沿岸域と神通川及び庄川の漁獲状況及び親魚の回帰状況を調査し，サクラマス資源に関する漁

業データの集積を行った。

②魚病防疫調査

深層水利用研究施設及び庄川養魚場において，飼育幼魚・蓄養親魚の健康状態，魚類病原体保有状況

及び飼育環境の調査を行った。
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【調査結果】

(1) スモルト生産技術向上調査

① スモルト化技術向上調査

庄川養魚場における神通川そ上系の3月中旬のスモルト化率は， 71.8%であり(表-1)，昨年の庄川

養魚場における神通川そ上系のスモルト化率 (56.3%)と比較して高いものであったo

表-1 平成8年度サクラマス稚魚の飼育結果

飼育開始時 飼育終了時 生残率 スモル

増殖場名 /守~、 尾数尾叉長体重 尾数尾叉長体重 (%) ト率 備

(千尾) (cm) ( g ) (千尾) (cm) (g) (%) 

考

庄川養魚場 神通川そ上系 150 4.2 0.40 100 11.7 16.9 86.6 
H7. 10.01 

及び庄川池産系 放流

10 13.6 26.0 99.6 H8.01.20. 
(10月1日以降) 放流

21 14.8 31.5 99.7 71.8 H8.03.17. 
(1月20日以降) 放流

② 親魚蓄養技術向上調査

-庄川養魚場における親魚の長期蓄養

庄川において流し網により親魚の捕獲を行い，合計8尾の回帰親魚を得た。この親魚を用いて，庄川

養魚場において蓄養試験を行った。親魚使用率は25%であり，昨年 (50%)と比較すると低下した。原

因として，捕獲時の親魚の取り扱いによる魚体の損傷が考えられた。

-深層水を用いたサクラマス親魚の池中飼育

水産試験場深層水利用研究施設での親魚飼育は，第1期日として平成7年に神通川産幼魚2，000尾で

飼育を開始し，平成8年度まで飼育を継続し採卵を行った。体重変化を図・1に示す。高脂肪配合餌科で

は，平均体重54.4:t22.5gのものが1年半飼育を継続した結果， 613.3:t250.8 gに成長し，低脂肪配合

餌料では同様に59.6:t21.1 gのものが804.3:t311.5gに成長した。低脂肪配合餌科の方がやや成長が良

かったものの，成熟には大きな差は見られなかった。 251尾の雌及び129尾の雄親魚から約33万粒の種卵

を得ることができた。この種卵の発眼率は92.6%であり，良質な卵であったo
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(2) 分布回遊調査

① 河川分布状況

鰭切除及びリボンタッグ標識を施したものを，庄川に放流した(表-2)。

10月1日の放流地点において10月8日 10月25日 12月10日にサンプリングを行ったところ， 10月8

日には放流魚22尾 10月25日には放流魚23尾及び天然魚2尾， 12月10日には放流魚1尾を捕獲した。 10

月8日に再捕された放流魚の平均体重は17.2:t2.7g，10月25日は19.0:t4.3g， 12月10日は15.4gであっ

た。また，平均胃内容物重量は10月8日が0.21:tO.lg， 10月25日が0.29:tO.l4gで良好な摂餌状態であっ

たが， 12月10日に再捕された1尾は空胃であった。

表-2 平成8年度サクラマス幼魚放流結果

放流河川 放流年月日 放流場所
放流尾数

(千尾)

庄 JlI H8. 10.01. 中野放水路上流 100 

H9. 01. 20. 正力橋上流 10 

H9. 03.17. 庄川大橋下流 21 

② 沿岸分布団遊状況

系群

神通川そ上系

神通川そ上系

神通川そ上系
庄川池産系混合

標識

右腹鰭切除

青色リボンタッグ(ト)

左腹鰭切除

庄川において平成8年2月15日に赤色リボンタッグ標識魚1万尾を放流したところ，平成8年4月25

日にサヨリ引き漁業によって 黒部川沖合で1尾が再捕された。また 平成8年3月13-15日にかけて

石川県鵜飼川において放流された黄色リボンタッグ標識魚が，平成8年3月25日に庄川河口海域の定置

網で再捕さた。

(3) 増殖基礎調査

① 漁況調査

富山湾沿岸域における平成8年度のサクラマスの漁獲量は3，303kg(定置網3，001kg，漁船漁業302kg:

水試調べ)で，昨年 (1，895kg)を上回ったものの，昭和54年以降では4番目に低いものであった(図・

3 )。 漁獲量のピークは3月中旬で1，717kg(52.0%)であり， 3月上旬から下旬までの1カ月に2，159kg

(65.4% )が漁獲された(図-4)。市場別では経団が29.6% 氷見が21.3% 黒部が20.9%を占めた。
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神通川水系におけるサクラマスの平成8年の漁獲量は2，185kgで、過去5年間(平成 3年~平成 7年)

の平均漁獲量4，746kgを下回った(表・3)。秋季に採卵のため捕獲されたサクラマスは294尾(♀ 235尾，
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②魚病防疫調査

水産試験場深層水利用施設の親魚養成中の２年魚に胃鼓脹症が発生した。

であり，ナイスタチンの経口投与を行ったが治癒には到らなかった。

庄川養魚場で飼育したサクラマス幼魚には，魚病は発生しなかった。

【調査結果登載印刷物等】

平成８年度サクラマス資源増殖振興事業報告書（印刷予定）



３海産アユ種苗回帰率向上調査

田子泰彦

【目的】

アユ資源の増大を図るためには，湖産アユ，人工産アユの安定的な放流に加えて，最も大きい資源と

推測される海産遡上アユの増大が望まれる。しかし，本県の海産アユについては資源量をはじめとして，

その生態も十分には明らかにされていない。本調査では，海産アユの生態，特に仔魚の降下から海域で

の生態を中心に明らかにし，海産アユの減耗要因を把握する。また，遡上時期と遡上期の魚体の大きさ

を明らかにするとともに，遡上量及び遡上量と環境要因との関連を推定するための基礎資料を収集する

ことにより，海産アユ資源の効果的な増大策の策定に資する。

【調査方法】

(1)河川調査

①産卵場と産卵時期調査

産卵場の区域と産卵期間の調査は，庄川の中下流域（図－１）で目視により，平成８年９月から12月

にかけて，原則として月に２回行った。また，アユの産卵状況に関して漁業者からの聞き取りを行った。

②降下仔魚調査

降下仔魚の採集は，庄川の下流域（高岡市石瀬：河口から約5.5km）にあるサケ捕獲用に設置された

ヤナ（幅72ｍ）の上流（図－１）で，平成８年９月から12月にかけて，原則として月に２回行った。採

集に用いた仔魚ネットは口径45cm，網目の大きさ0.3mmで，河川の左岸側の中央部と岸部の２カ所に設

置（|Ｘｌ－２）して，夕方から夜半にかけて原則として２時間おきに５分間に降下する仔魚を採集した。

採集した仔魚は80％エタノール溶液で保存した。１０月下旬には本調査地点と庄川河口付近（河口から上

流約300ｍの左岸側で水深約80cmの地点：図－１）において24時間の仔魚の降下状況を調べた。また，

各調査日の60尾の仔魚の体長を万能投影機で測定した。

併せて，水温，濁度，ｐＨ及び流速の経時変化を調べた。水温は水銀棒状温度計を，濁度は濁度計を，

ｐＨはｐＨメーターを，流速は電気流速計を用いて測定した。なお，流速の読みとりは流速の安定‘性を考

慮して，最小単位を5cm／秒とした。以下，各調査の水質測定は同じ方法を用いた。

－１０３－
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(2)海域調査

①仔魚分布調査

海域における仔魚の分布調査は，調査船「はやつき」（１９トン）を用いて，庄川沖を中心とした富山

湾の４定点（河口から２５０，，５００，，１km及び２km）及び富山新港沖，新湊漁港沖及び小矢部川沖（図一

１，３）の各地点で，平成８年１０月から平成９年１月にかけて，原則として月に２回行った。仔魚の採

集に用いたネットは口径80cm，網目は0.3mmまたは1.0mm，船の速度約２～３ノットで，それぞれ10分間

曳網した。採集した仔魚は80％エタノール溶液で保存した。併せて，水温，塩分，濁度及びｐＨを調べ

た。塩分は電気伝導度塩分計を用いて測定した。

②渚（波打ち際）調査

渚での仔魚の採集は，富山湾沿岸の六渡寺（庄川河ｕ左岸)，新湊漁港（庄川河口右岸）及び岩瀬

(神通川河口）の３地点（図－３）で，平成８年10月から1997年１月にかけて月に１回行い，採集には

高さ1.3ｍx幅６ｍ，目合１ｍｍの小型のひき網を用いた。採集場所は水深50cm～lm30cmの砂浜及び漁港

内の船揚げ場で，１回の曳網距離は50～80ｍとした。また，同地点で，懐中電灯を用いて（約５分間）

アユ仔魚の採集を行った。採集した仔稚魚は80％エタノール溶液で保存した。併せて，水温，塩分，濁

度及びｐＨを調べた。

富山湾

瀞 岩瀬

〃

神通川

Ｉ

滑川漁港
０

黒部川

・仔魚分布調査

聡署＝
ｋ、

図－３海域でのアユ仔魚分布調査，なぎさ調査及び遡上調査位置図

－１０５－



(3) 遡上調査

①遡上稚魚

稚魚が河川へ遡上を開始する時期は，滑川漁港(図ー 3)に用水(淡水)が排出される地点で，平成

8年3-6月にかけて，原則として毎日，目視により調べた。庄川へのアユ稚魚の遡上の確認は，平成

8年4---6月にかけて原則として月に3回，下流域の降下仔魚調査地点と同じ地点を中心に，目視(稚

魚，ハミ跡)と投網 (26節)による稚魚の採捕により行った。

合口ダムの魚道ではアユの遡上活動を調べるために，平成8年5-9月にかけて原則として毎日，魚

道でアユが飛び跳ねる回数を調べた。飛び跳ね調査は 11時-12時の間に魚道の一段の升において 1分

間に飛び跳ねる回数を計測し，これを 3回行い 1分間の平均値を算出した。なお 調査は魚道付近の漁

業者に依頼した。

② 遡上量

海産アユ遡上量推定の基礎資料を得るため及び湖産アユが産卵期まで生残するかどうかを調べるため

に，平成8年6月4日に標識(脂鰭切除)を施した湖産アユ70千尾(平均標準体長7.5cm，平均体重6.1

g )を庄川下流域(河口から約8kmの地点:図ー 1)に放流した。湖産アユの生残の確認は， 9月以降

産卵場付近で投網(12i'iiJ)とテンカラ網(12節)による採捕と漁業者からの採捕報告により行った。

【調査結果の概要】

(1) 河川調査

① 産卵場と産卵時期調査

主な産卵場は10月上旬から11月上旬にかけて南郷大橋から石瀬の間で6カ所確認された(図ー 1)。

11月下旬以降は産卵場は確認されなかった。なお，漁業者からの聞き取りによれば，平成8年の産卵開

始時期は例年並とのことであった。 庄川での産卵時期は，現地調査及びふ化仔魚の降下期間が9月下

旬から12月上旬であった(表ー 1)ことから，水温とふ化に要する時間を考慮すると 9月中旬から11

月中旬に，盛期は10月にあったと推定された。

② 降下仔魚調査

降下仔魚は合計56.422尾採集された。仔魚の降下は9月下旬から12月上旬にみられ ピークは11月上

旬にあった(表ー 1)。岸と中の両地点の採集尾数を比べてみると，流速(流量)が同じでも採集尾数

には大きな差が見られることもあり，仔魚の降下尾数が流量に比例しているといわれているが，相関関

係はかなり低いと推定された。このことから，より正確な降下量を算定するには，仔魚の採集を複数の

定点で行うのが望ましいと思われた。

水温は12月13日には10tを切ったが，仔魚の降下は見られた。濁度は12月13日では1.5-2.1mg/ eと

多少濁っていたが，その他の調査日では1.0mg/e以下で川は清澄であった。 pHは7.2---8.5にあり，異

常はみられなかった(表ー 1) 0 

平成8年10月24-25日の石瀬並びに河口で241時間に降下したアユ仔魚の時刻ごとの採集割合をそれぞ

れ図-4並びに図5及び表ー 2に示した。降下は終日みられたが， 18:00から0:00にかけて多く， この

間の降下量は全体の95.2%を占めた。ピークの22:00時には5，853尾(1ネット/5分間当り)が採集さ

れた。なお，降下のピークは調査期間を通して18:00---22:00にみられた。
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表１降下仔アユの採集結果（1996年：庄川石瀬地先）
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河口では，仔魚は1:００～7:００にみられ，ピークは3:00にあった。石瀬とはピークの時間が５時間ずれ

ているが，石瀬と河口の距離（約5km）と河川の流量を考えると，石瀬を降下した仔魚の多くは翌朝ま

でには河1-1域に到達するものと考えられた。

水温は13時に最高，７時に最低を示した。１５時頃には流速が０～5cm／秒を示しているが，これは潮

汐の影響によるものと思われ，仔魚の海域への到達時間も潮の干満により違ってくると考えられた。濁

度は1.0mg／《以下で川は清澄にあり，ｐＨは7.5～7.8にあり，異常はみられなかった。

降下仔魚の体長を表－３に示した。石瀬での仔魚の平均体長は5.4～6.4mmの範囲にあり，１０月24～２５

日に河口で採集された仔魚の平均体長は6.1mmであった。

仔魚は調査地点の河川断面を仔魚ネット断面と同じ割合で降下し，前後の調査時間の間の仔魚の量が

直線的に変化すると仮定すると，仔魚の降下量は平成８年１０月24～２５日には3,928万尾と推定された

(図－６)。さらに，各調査日の１日の降下量の割合が24時間調査の調査割合と同じと仮定し，前後の調

査日の間の仔魚の量が直線的に変化すると仮定すると，平成８年度の庄川でのアユ仔魚の降下堂は14億
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表一２庄川河口におけるアユ仔魚の採集結果（1996年10月24～25日）

月日時間水温流速ＰＨ濁度仔魚数

（℃）（cm/sec）（ｍg/l）
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表－３採集した仔魚の標準体重（1996年：庄川）
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時刻

24時間に降下したアユ仔魚の時刻ごとの採集割合（庄川石瀬地先）

1996年１０月24～25日

5０

図－４

1996年１０月24～25日

－１０９－

図－５２４時間に降下したアユ仔魚の時刻ごとの採集割合（庄川河口）
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②渚（波打ち際）調査

渚でのひき網による仔魚の採集結果を表－５に，灯火による採集結果を表－６に示した。砕波帯では

仔魚は10～１月にかけて出現したが，１月には採集できなかった。仔魚の採集尾数の最高は平成８年１０

月18日の岩瀬における162尾（曳網距離50ｍ当たり）で，気象や海況条件により仔稚魚が波打ち際で大

群をなすことがあると推定された。採集した仔魚の平均体長は10.9～24.4mmの範囲にあった。平成８年

１０～12月に岩瀬で採集した仔魚の体長分布を図－７に示した。体長のモードは，１０月では10.0～11.9ｍｍ

に，１１月では14.0～15.9mmに，１２月では24.0～25.9mmにあり，経月的に大きくなる傾向を示した。

アユ仔魚が採集された時の水温と塩分はそれぞれ12.0～22:1℃，19.37～33.39の範囲にあり，沖合い

図－６アユ仔魚の推定降下尾数（1992年：庄川石瀬）

(2)海域調査

①仔魚分布調査

庄川沖の富山湾におけるアユ仔魚の採集結果を表－４に示した。庄川沖の富山湾におけるアユ仔魚の採集結果を表－４に示した。仔魚は表層では10月上旬から出現し，

１１月下旬に最も多く採集された（なお，11月上旬は悪天候が続いたため，調査できなかった)。１月に

は仔魚は採集されなかった。１回の曳網による仔魚の採集尾数の最高は平成８年11月２６日のSt､3の220

尾であった。中層曳きで採集された仔魚はごくわずかであったこと及び採集ネットの閉鎖装置の故障に

より，中層曳きでも引き上げの際に表層で仔魚を採集した可能性があることから，仔魚は少なくとも昼

間は表層を主要な棲息場としていると考えられるが，中層の採集データが少ないので，今後とも調査を

重ねる必要がある。採集された仔魚の多くは前期仔魚で，庄川沖の富山湾の表層に仔魚が出現する時期

とアユ仔魚が庄川を降下する時期はほぼ同じと考えられた。

アユ仔魚が採集された時の水温と塩分はそれぞれ8.9～22.1℃，4.89～29.03の範囲にあった。

－１１０－
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渚で１月以降に稚魚がほとんど採集できなかったのＩ

り，仔魚がより沖合い域に移動したためと考えられた。

表一４庄川沖の富山湾におけるアユ仔魚の採集結果（1996～1997年）
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の表層で採集された地点よりも高い傾向を示した。同様に濁度は0.9～2.9mg／、の範囲にあったが，幾

分濁りがあった方が採集されやすい可能性も示唆された。

灯火による採集では仔魚は１０月～１月にかけて出現したが，１月には１尾のみの採集であった。採集

した仔魚の平均体長は17.9～29.3mmの範囲にあり，同じ時期に渚で採集された仔魚よりも大きい傾向を

示した。１０月24日～25日の２時間ごとの採集尾数をみると，採集された時刻とされなかった時刻があり，

夜間でもアユ仔魚は移動している可能性が示唆された。

アユ仔魚が採集された時の水温は8.4～18.8℃で，１尾ではあるが10℃を切る水温で採集された。同

様に濁度は0.5～1.2mg／、と引き網よりも低い傾向を示したが，これは水が清澄であった方が光の届く

範囲が広いという要因もあるためと思われた。

渚で１月以降に稚魚がほとんど採集できなかったのは，冬季の悪天候及び波打ち際の水温の低下によ
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表-5 渚におけるアユ仔魚の採集結果(1996-1997年:富山湾)

調査日 調査地点 水温曳網距離塩分 濁度仔魚数標準体長(mm)

(t) (m) (mg/l) 平均 +s.o

96/10/18 六渡寺 21.7 80 29.05 0.5 O 

96/10/18 新湊 21 .1 60 28.18 1.0 O 

96/10/18 岩瀬 22.1 150 33.29 0.9 215 10.9 + 1.3 
96/11/14 六渡寺 19.1 80 31.41 1.2 9 12.8 + 1.9 
96/11/14 新湊 18.3 100 32.15 1 . 1 O 
96/11/14 岩瀬 19.9 150 33.55 2.9 25 17.4 + 3.2 
96/12/16 六渡寺 12.0 80 19.37 1.0 1 1 19.7 + 2.1 
96/12/16 新湊 14.2 60 25.92 0.6 O 

96/12/16 岩瀬 12.8 150 24.40 0.9 50 24.4 + 1.7 
97101/17 六渡寺 11.5 80 22.87 0.6 O 

97101/17 新湊 12.0 60 24.82 0.6 O 

97101/17 岩瀬 12.4 150 30.59 0.5 O 

表-6 渚におけるアユ仔魚の灯火採集結果(1996-1997年:富山湾)

調査日 調査地点調査時間 水温 濁度仔魚数標準体長

(t) (mg/l) 平均 + S.O 

96110124穴渡寺 19:30 18.5 0.7 12 17.9 + 2.7 
96/10124穴渡寺 21 :30 17.4 0.5 4 18.9 + 3.6 
96/10124穴渡寺 23:30 18.6 0.6 O O 
96/10125穴渡寺 1 :30 17.7 0.7 23.3 
96/10125六渡寺 3:30 18.8 0.8 12 16.5 + 2.3 
96/10125六渡寺 5:00 18.4 0.5 O 
96/12/10六渡寺 18:20 11.3 1.4 O 
96/12/10 新湊 19:00 13.8 0.5 O 
96/12/10 岩瀬 19:40 14.3 1.2 38 27.1 + 3.2 
96/12/13穴渡寺 20:30 12.6 2.2 O 
96/12/13 新湊 20:50 11.2 1.6 O 
97101/24六渡寺 18:20 8.8 1.2 O 
97101/24 新湊 19:10 8.3 0.8 O 
97101/24 岩瀬 19:50 8.4 1 . 1 1 29.3 
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は明言できないが，少なくとも合口ダム（河口から25km）付近に達するのは６月上旬頃と思われた。

表一７庄川で採集したアユ稚魚の魚体の大きさ（1996年）
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(3)遡上調杏

①遡上稚魚

滑川漁港でアユ稚魚が見られた期間は平成８年３月27日～６月28日であった。庄川下流域において，

アユが最初に確認できたのは平成８年４月30日であった。平成８年４～６月に庄川で採捕したアユ稚魚

の標準体長と体重を表－７に示した。各調査日の標準体長の平均は６９～12.5cmの範囲に，平均体重は4.

2～25.59の範囲にあったが，同じ時期では河口から遠い程，魚体は大きくなる傾向を示した。河床が

砂泥から喋帯に変わる河口から5.5kmの地点での魚体の大きさを比べてみると，６月１４日を除き，平均

体長は7.2～7.8cmにあり，ほとんど同じ大きさであった。遡上の盛期は５月と考えられるので，この時

期に海から遡上してくる稚魚の大きさはほぼ同じであると考えられた。

庄川合口ダム魚道におけるアユの飛び跳ね状況を表－８に示した。合口ダム魚道で最初にアユの飛び

跳ねが確認されたのは６月５日で，昨年より２旬遅いものであった。アユの飛び跳ねは９月４日までみ

られたが，６月上旬，７月上中旬及び８月中下旬に多くの飛び跳ねがみられたが，一定の傾向は示さず，

天候や水況により違うものと考えられた。なお，調査期間を通して魚道の水量は少なかった。平成８年

度は庄川では５月下旬以降に湖産アユが放流されているので海産遡上アユの主群が上流域に達する時期
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飛び跳ねは見られない

魚道内水量不足

初めて飛び跳ねが見られる

魚道内水量不足

魚道内水量不足

飛び跳ねが多く見られるようになる
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表－８平成８年度庄川合口ダム魚道におけるアユの飛び跳ね状況調査

備考飛び跳ねが見ら飛び跳ねがあった日

れた日数の平均飛び跳ね数

（３分間の平均）

時期

０
０
開
旧
Ⅳ
旧
加
師
肌
糾
別
〃
０

１
１
１
２
１
１
１

５月中旬

５月下旬

６月上旬

６月中旬

６月下旬

７月上旬

７月中旬

７月下旬

８月上旬

８月中旬

８月下旬

９月上旬

９月中旬

【調査結果登載印刷物等】

平成８年度海産アユ種苗回帰率向上総合検討調査報告書（水産庁）

海産アユ種苗回帰率向上総合検討調査報告書（平成４～８年のまとめ）（水産庁）

－１１５－

飛び跳ねが見られなくなった

②遡上量

湖産標識魚は９月以降では産卵場付近で６尾（調査尾数346尾：混獲率1.7％）採捕され，湖産アユの

産卵期までの生残が確認された。遡上量については，湖産放流量，人工産の放流量及び各月の場所毎の

標識魚の混獲割合を踏まえ，統計的に推定可能かどうか検討中である。



４河川内有効利用調査研究

田子泰彦・辻本良

【目的】

近年，県内の河川においては関係者による種苗放流の努力にもかかわらず，河川開発や河川工事に伴

う河川環境の悪化などによって水産資源はなかなか増大せず，魚種によっては減少傾向を示しているも

のもある。また，サケ・サクラマスやアユの放流種苗の増殖場においては，周辺の開発や農業用水路の

改修などによって飼育水の確保や良好な水質の維持が年々困難な状況になっている。

本研究では，河川構造と棲息魚類の関係，魚道の効果，産卵場の造成効果及び河川敷の有効利用法な

どを調査・解析することによって，河川全体を水産業の立場から総合的に有効利用する方策の確立に役

立てる。

【調査方法】

(1)河川構造と棲息魚類の関係調査

①人工淵造成効果調査

大門町広上地先（図－１）の庄川において，平成８年８月13日にバックホウを用いて人工的に淵（幅

10ｍ，長さ20ｍ，水深80～100cm）を造り，その淵に蛸集する魚の種と数を明らかにする（以下魚類調

査）とともに，淵の構造と水質の変化を調べた。魚類調査は，昼間は８～９月に４回，淵の15定点（図一

２）と上流の瀬に設定した淵と同面積の区域中の９定点（図－３）において，水中メガネを用いて180

度視野での目視による魚種の同定と計数を行った。夜間（19～20時）には８～９月に４回，造成した淵

と上流の瀬において，２６節の投網を用いて下流から上流に６回打網することによって魚を採集した。ま

た，９月18日には本淵で投網漁を行った漁業者から漁果を聞き取りした。

淵の構造と水質は，淵の内部に１５定点及び淵の周囲に16定点（図－２）を設定し，水深，淵幅及び流

速と，水温，濁度，ｐＨ，溶存酸素（ＤＯ)，生物化学的酸素要求量（BOD）及び付着藻類のクロロフィ

ルａ量を調べた。水深は金尺を，池幅は巻尺を，水温は水銀棒状水温計を，流速は電気流速計を用いて

測定した。なお，流速の読みとりは流速の安定性を考慮して，最小単位を５cm／秒とした。濁度及びｐ

Ｈは表層の水を採取し，ｐＨはｐＨメーターを，濁度は濁度計を用いて，ＤＯとＢＯＤはウインクラー法に

より測定した。また，淵では，水温と流速は表層と底層の２カ所で測定した。クロロフィル量は瀬と淵

それぞれから無作為に３個の石を選び出し，表面の藻類を削って測定した。以下各調査の環境・水質測

定は同じ方法を用いた。
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平面図

１０ｍ

下流

図一３庄川における瀬の概略図

断面図

３４cｍ

31cｍ

29cｍ

②ダム直下の淵環境調査

神通川第三ダム（図－４）神通川第三ダム（図－４）は河口から約23kmの距離にあり，ダム直下には幅約150ｍ，長さ約100ｍの

淵がある。神通川ではサクラマスの遡上はこのダムで阻まれ，本淵で多くのサクラマスが滞留・越夏し

ている。本調査では，最も水温が高くなる８月（測定日：８月15日）に淵の環境要因の１つとして，水

深，水温及びＤＯの測定を行った。調査は淵に28定点を設定（図－５）し，魚探を用いての水深を測定

の後，最も水深の深かったSt､11において，ＣＴＤによる0.5ｍごとの連続した水温並びに水深１０，，５ｍ

及び表層における水温とＤＯの測定を行った。
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③黒部川アユ棲息状況調査

出し平ダムの排砂で著しく河川構造に影響を受けた黒部川で，アユの棲息状況を明らかにすることに

より，アユを対象とした黒部川の漁業振興策の策定に資する。

ｄ海産アユ遡上調査

海産アユの遡上状況を調べるために，黒部川内水面漁協の協力を得て湖産アユが黒部川に放流される

以前の平成８年５月13日及び同月20日の午前10時～午後３時の間，に河口から愛本にかけての10地点

(芦埼，荒俣，飛騨，板屋，出島荻生，福島，浦山，下立及び愛本：図－６）で，２６節の投網を用い，

１地点当たり30～50回の打網によりアユの採捕を行った。

・排砂影響調査

排砂によるアユを始めとした魚類への影響を調べるために，黒部川内水面漁協の協力を得て出し平ダ

ムの緊急排砂（平成８年６月27日～29日）から17日経過した平成８年７月17日及び38日経過した同年８

月７日午前10時～午後３時に，河口から音沢にかけての９地点（芦埼，荒俣，板屋，上飯野，権蔵橋，

墓の木，下立，愛本及び音沢：図－６）で，２６節の投網を用い，１地点当たり30～50回の打網により魚

類を採捕し，計数した。

・アユ仔魚の降下状況調査

アユ仔魚の降下状況を調べるために，平成８年１０月17日～同年11月29日に４回，下黒部橋付近の黒部

川右岸及び左岸の２カ所において，口径45cm，網目0.3mmの仔魚ネットを２個用い，１８:00～22:00にか

けて２時間ごとに５分間設置して仔魚を採集した。また，調査地点において1ｍごとの水深と流速を測

定し，河川断面と流量を算出し，降下仔アユ量を推定した。

日本海

砂影押澗代地蝿

調在地蝋

図－６黒部川アユ生息状況調査地点概略
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(2) 魚道の効果調査

富山県(水産漁港課)が遡河性魚類の資源保護のために 朝日町横尾地内にある笹川及び魚津市金山

谷地内と岡市鹿熊地内の角川に設置した3カ所の魚道(図ー 7)において 海産アユの遡上状況を調べ

た。調査は魚道より上流域に湖産アユが放流される前の平成8年5月14日に 魚道の上流部で26節の投

網を用い，約10回打網してアユを採集することによって行った。また，採集地点における水温，濁度及

びpHを測定した。

なお，朝日町横尾地内の笹川の魚道は砂防堰堤の右岸側に平成6年に設置され 長さ20m.幅3.6m.

高さ3.0m.魚津市金山谷地内の魚道は農業用水取水用の頭首工の右岸側に平成5年に設置され，長さ

8.0m.幅3.5m.高さ1.5m.岡市鹿熊地内の魚道は 農業用水取水用の頭首工の左岸側に平成7年に設

置され，その構造は長さ8.0m，幅3.5m 高さ1.5mのいずれも階段式魚道である o

富山湾

図-7 魚道効果調査位置図

(3) アユ産卵場造成効果調査

庄川沿岸漁業協同組合連合会は，海産アユ資源の増大を目的に 平成8年9月28日から同年11月30日

までの期間，南郷大橋の上下流1kmの範囲にアユ親魚の保護区域(親魚捕獲禁止区域:図ー 1)を設定

し，平成8年9月30日にはブルドーザーを用いて 保護区域内の3カ所に河川の流れに対して垂直に耕

運し，産卵場を人工的に造成した。

この保護区域の設定と産卵場造成の効果を調べるために 保護区域の上流域と下流域でアユ仔魚の降

下状況を調べた。調査は平成8年10月8日--11月22日に4回 大門町広上地先と高岡市伏問江地先にお

いて，口径45cm，網目0.3mmの仔魚ネットを 2個用い， 18:00--22:00にかけて 2時間おきに 5分間設置

することによる仔魚の採集によって行った。また，各調査地点において 1mごとの水深と流速を測定し，

河川断面と流量を算出し，降下仔アユ量を推定した。
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水温計を設置し，水温の連続変化を調べた。
平面図 断面図

－１２２－

(4)河川敷の有効利用調査

①河川敷利用状況調査

県内の各河川において，水産増殖用に河川敷を利用している状況を現地調査と利用者の聞き取りによ

り調べた。また，庄川河川敷内のサケの飼育池（図－１）に平成８年12月～翌年３月にかけて30分間隔

のデーターロガー式の水温計を設置し，水温の連続変化を調べた。

②サクラマス育成池調査

富山漁業協同組合（以下富山漁協）は，放流用のサクラマス稚魚の効率的な増大を図るために，婦中

町土淵地先の神通川左岸（図－４）に一時的に飼育池を造成し，平成８年４月25日にサクラマスの稚魚

(約57万尾）を収容し，アユ漁の終期に近い平成８年10月７日に放流（下流部の堰板を外し，稚魚を追

い出す）するまでの間，稚魚の育成を行った。期間中は原則として毎日午前と午後の２回，市販のニジ

マス用配合飼料を魚体重の約２％となるように給餌した。

河川敷を利用した飼育池の有効性を明らかにするために，富山漁協と共同して，本飼育池でのサクラ

マス稚魚の成長，食性，飼育池の構造及び水質の経月変化を調べた。

サクラマス稚魚は月１回投網により採集（時間は午後）し，麻酔して魚体測定を行った後，約20尾を

10％ホルマリン溶液で固定し，胃内重量，胃内容物を調べた。

池の構造と水質は，Ｓｔ４において（図－８)，水深，池幅及び流速の物理的環境，水温，濁度，ｐＨ及

びＤＯを調べた。流速は中心部と両岸から1ｍ内側に入った３地点の表面，中層及び底層の３カ所で測

定した。水温は表層で測定するとともに，底層には６月～９月にかけて30分間隔のデーターロガー式の

榊水口排水口

図－８神通111河川敷における河川内有効利用サクラマス飼育池
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【調査結果の概要】

(1)河川構造と棲息魚類の関係調査

①人工淵造成効果調査

淵の造成場所とした地点は大門町広上地先にある庄川本川の右岸側の流れで，左岸側に本流が流れ，

右岸側の流れは本流より少なく，左岸側と右岸側の流れの間には草の生い茂った砂利山の中州があった。

淵の造成前（平成８年８月５日）に長さ２０，，幅１０ｍの区画を設定し，縦横３点をほぼ均等に配列した

９地点の平均水深と平均流速を測定したところ，それぞれ25cmと65cm／秒であった。また，５０cm×50ｃｍ

の河床から，大きいものから60個の石を摘出し，その長径を測定したところ平均と標準偏差は8cm±3ｃｍ

であった。同区域で水中メガネを用い，魚類を目視したところ，ヨシノボリ35尾，ヌマチチブ９尾，ア

ユ７尾及びカジカ４尾を確認した。

人工淵の環境調査結果とその周囲の環境調査結果をそれぞれ表－１，２に示した。水深は最も浅い箇

所では９月27日のSt､11の62cm，最も深い箇所では８月21日のSt,２，５の108cmで，平均水深は76～93ｃｍ

であった。下流部の壁面近くは深い傾向にあったが，これらの構造の差は造成時に生じたものであった。

上流部と両側面の壁面はくずれやすく，調査期間中に同所では少し浅くなった。河床が平坦でないため，

調査日ごとの各調査定点での水深の測定には若干の測定誤差があったが，各調査日において最も深い地

点のSt,5では４cｍ（104～108cm)，１５定点の平均水深も5cｍ（88～93cm）の差の範囲にあった。また，周

囲に６個置いた赤いペンキを塗った大きな石の位置が，調査期間中にほとんど変わらなかったことを併

せて考えると，淵の平面的・立体的な構造には大きな変化はなかったと考えられる。

水質と付着藻類クロロフイルーa測定結果をそれぞれ表－３，４に示した。調査期間中のＤＯは8.3～9.

4mg／０，ｐＨは6.8～7.9であり，濁度は0.1～1.1mg／、にあり，目視しやすい状況にあった。クロロフィ

ル濃度の平均は淵が5.2～21.伽gchl.-a／l00cnf，瀬が34.8～168.8媒gchl.-a／l00cniの範囲にあり，淵

が瀬よりも著しく低く，淵の造成により石の表面の藻類が離脱したものと考えられた。９月18日のクロ

ロフィル濃度は，８月21日と比べて瀬では4.9倍に，淵では4.0倍に増加した。９月18日の瀬でもまだい

わゆる「垢腐れ」の状態ではなかった。

目視による観察では，上流部のSt,13～15ではかけ上がりの底面には砂が堆積している箇所が一部に

見られた。中流部のSt､4～12にかけては河床は石底で，下流部のSt,１，２，５，６付近の河床の石が最も大

きかった。Ｓｔ,3～４にかけては砂地であった。

人工淵周囲の平均水深と流速はそれぞれ14～21cm，３９～41cm／秒の小さい範囲にあり，淵と同様に周

囲の河床の構造はほとんど変化がなかったものと思われる。

表層と底層の水温差は９月３日，９月８日及び９月27日のSt､14の0.3℃で，その他は0.2℃以下であっ

た。各定点の平均水温の表層と底層の差も９月18日と９月27日が0.1℃で他は差がなかったことから，

本淵では伏流水の湧出はほとんどないものと考えられた。

淵の平均流速は，表層では40～50cmに，底層では15～20cmの範囲にあり，上流部では速く，下流部で

は遅い傾向にあり，流芯は中心より右岸側にあった。また，８月21日の淵の上流と下流の瀬の流速はそ

れぞれ105cm／秒（⑨－⑪平均）と75cm／秒（①－③平均)，淵での流速は上流部から85cm／秒（13-15

平均)，５０cm／秒（10-12平均)，３０cm／秒（７－９平均)，４０cm／秒（４－６平均）及び35cm／秒（１－

３平均）で，瀬で速かった流れが淵の造成により，淵の上部から中部にかけて徐々に弱まり，下部から

再び流速が増し，次の瀬へと速くなった。この傾向は調査期間を通して変わらなかった。

－１２３－



瀬に淵を造成することで，環境的には深い水深と遅い流速の箇所が出現し，魚にとっては休息･逃避

場所や稚魚の生育場，あるいは摂餌場が作出できたと思われた。

表－１平成８年度庄川人工淵環境調査結果

調
面

調 査 地

地査
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３８

１３

水深(c､）１０２９７８５
水温(℃)上２１．７２２．６２２．８
水温(℃)下２１．７２２．６２２．６
流速(cm/sec)上５５３０５
流速(cm/sec)下３０２５５

103 104 9８９８９１７９

２１．６２２．７２２．８

２１．６２２．７２２．７

６０６５２５－５

３０２５１０－５

7３ 8８ 8８

１０

１０

2０

１０

－５

－５

０
０
６
２
8０

３５

4５

１０

124

7０

２０

2０

１０

7０

２５

6９

調匿日
96/０９/1８

項目（１）
水深(c､）９２
水温(℃)上１９．３
水温(℃)下１９．３
流速(cm/sec)上６５
流速(c､/sec)下３５

(２）
103

20.3

20.0

３５

２０

(３）
105

20.3

20.2

１０

５

蜘
而
加
毛

一

調

10）
一

７７

11）
－

７９

(12）
－

９８
些
鯛
獅
岬
通
知

(13）（14）（15）
７４７５79

19.420.220.7

19.520.520.9

８５８０６５

３５１０１０

均
93

20.1

20.2

４７

１９

６
５
０

０

３
２

１
５
０
５

０
６
４

１

坐些

(11） 平均
７６

％:：
７

５

6２

(13）（14）（15）
６０６２77

18.417.918.6

18.618.218.7

２０１５＜５

５５＜５

(12）里
拠

査 地
竺
閃

(６）（７）（８）（９）
７９９０８２７６

１７．９１８．７１８．９

１７．９１８．６１８．９

１０＜５＜５＜５

＜５＜５＜５＜５

調査日項目（１）（２）（３）
96/09/27水深(c､）８０９４８３

水温(℃)上１７．９１８．１１８．３
水温(℃)下１８．０１８．１１８．３
流速(cm/sec)上く５＜５＜５
－流速(cm/sec)下く５＜５＜５

(10）
－

６５



８１１

２０．６

－５－５

表－２平成８年度庄川人工淵周囲の環境調査結果

－１２５－

調 査地
①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯

似gchl･a/100㎡）

鯛査日項目

96/08/２１水深(c､）
水温(℃）
流速(c田/sec）

１６１６１６１８２０

＜５＜５＜５２５４５

２１

２３．５

４１

２７

２３．８

８０

1４１１１４１７１９２４

２４．３

２０＜５＜-５－１０１５１００

４０

２３．２

１１０

３４

２２．６

１０５

１８

２４．０

７０

２５

２３．０

８０

168.8(±163.1）34.8(±10.1）

5.2(±0.7）

１３

’82：

０９/０３水深(c､）１８１４１１２８１１１４

水温(℃）２１．５２２．３２２．６23.022.722.1２２．４

流速（８０７０８０＜５２５４０９

2４．９

３４．４

４５．０

６．０

４．９

４．８

１
２
３
壷
１
２
３

瀬
瀬
瀬
一
淵
淵
淵

調査地
の②③④⑤⑥⑦⑧⑨

JUb，

⑪ ⑫⑬⑭
２６１４１２１４

１９．３１９．４１９．４

１１０＜５＜-５＜５

96/09/２７水深(c国）１３１６６
水温(℃）１７．９１７．９１８．２
流速(cm/sec）２０２０２０

⑮⑯平均調査日項目
96/09/１８水深(c､）

鵜|爵"c）
1３１３

１９．２

２５５０

１６

１９．９

３９

１２１０

２１．２

－５１０

１９

２０．６

９０

２４

１９．５

１００

２１

１９．３

８５

２２

１９．８

８０

１９

１９．８

６５

10

20.2

２０

21.0(±10.3）

８月５日８月２１日９月３日９月１８日９月２７日

９月１８日平均値(士SD）

調査地点

調査日項目①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬

0.1

7.9

１
８
０

●
●
●

９
０
７

表一４庄川の瀬及び人工淵から採取した石の付着藻類クロロフイルーａ測結果
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３０．７

３
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８

巴
●
●

８
０
６

１１１７１５

１７．９１８．６１８．８

２０２０２０

表一３庄川人工淵水質調査結果

DＯ（mgO2／、）

濁度（mg/、）

ＰＨ

４
３
２

●
●
●

９
０
７

８月２１日平均値(±SD）

8.8

1.1

7.5
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表－５８／21目視調査（16:25～17:03）

９
６
７
１
９
２
６
６
１

８
１
８
２

２
１
１

調査地点

ウ

ブ
リ
ヨ

ワ
チ
ボ
リ
ジ

ユ
卿
柚
粁
刃
相
祁
劾
ゼ

ア
ウ
オ
ヌ
ヨ
ウ
シ
カ
ハ

魚種（１）(2)(3)(4)(5)(6)(7)(8)(9)(10)(11)(12)(13)(14)(15）総計

８月21日から９月27日の間に４回，上流部の瀬と淵で行った魚類目視調査結果を表－５，６，７，８

に示した。なお，９月27日には水量が少なく，瀬での目視調査はできなかった。なお，ウグイとオイカ

ワの稚魚は目視では区別することが難しく，稚魚についてはすべてウグイとした。また，ヨシノボリに

ついてはシマヨシノボリとトウヨシノボリが確認できたが両者をまとめてヨシノボリとした。瀬で確認

された魚種は４種類101尾であった。魚種別の総計ではヨシノポリが75尾と最も多く，ほとんどの定点

で見られた。次いでカジカ，ヌマチチブで，アユは３尾と最も少なかった。淵で確認された魚種は12種

類1,537尾であった。魚種別の総計ではウグイが554尾と最も多く，次いでヨシノポリ（435尾)，ヌマチ

チプ（381)，カジカ（96尾）の順で，アユは17尾と少なかった。底生性のヨシノボリとヌマチチブは各

定点でまんべんなく見られた。ウキゴリ，シマドジョウ及びカマツカはSt4の河床が砂地で流れが緩や

かなところで確認できたが，カジカは逆に砂地の河床では見られなかった。昨年度の結果と同様に，今

年度も同面積の瀬と比較すると，水深１ｍ程度の淵でも多くの魚種の蛸集が確認できた。

昨年度の結果ではアユが最も多く確認できたが，今年度は非常に少なかった。これは淵を造成した流

れが，昨年度は本流と少しの砂利の河原を隔てただけの流れで，増水すると本流と一体になったが，今

年度の流れは本流と草の生い茂った砂利山の河原を隔ており，増水しても本流と一体になることはなく，

また流量も昨年よりは少なかった。このため，本淵を造成した流れは，本流から隔絶した流れとなった

ため，本淵へのアユの蛸集が極めて少なかったものと考えられる。

時期別の変化をみると，昨年とは逆に９月27日までは淵の魚類数は徐々に減少していった。これは時

間の経過とともに本淵を造成した流れの水量が少なくなったためと考えられる。砂利採取工事のため10

月以降の調査ができなかったが，少なくとも９月までは淵の魚種の構成はほぼ同じものであった。この

淵は禁漁区などの措置はとらず，投網，テンカラ網，友釣り及び毛針釣りなどの漁業・遊漁が普通に行

われていた。投網漁の漁業者からの聞き取りでは，夜間に本淵で投網を打つと毎回数尾のアユが捕れた

とのことであった。このことから，アユについては本淵への蛸集は少なかったものの，漁業・遊漁によ

る減耗と上下の瀬からの蛸集が繰り返されたものと考えられた。

７５７１６４４８３２３２２３４１５１４９３５１９２０３０４７６３７合

－１２６－
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表－６９／３目視調査（15:０７～15:35）
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調査地点

２
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8／21目視調査（17:03～17:11）

合 ２８２２１２２７１４２３２５２６１６２３２７１８２４１６３１３３２

－１２７－

５
９
４

１

１３２ １１２２８３

１１

2８合計１２２

２１２

１１

9／３目視調査（15:35～15:45）

魚種（A）（B）（C）(ｍ(E）（F）（G）（H）（１）総計
調査地点

５
２
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５
９
４
１

ヌマチチブ

ヨシノボリ

カジカ



9／18目視調査（16:58～17:０８）
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調 査地点
魚一種一（1Ｘ２)(3)(4)(5)(6)(7)_(8)(9)(10)(11)(12)(13)(14)(15） 編

－
１
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１
羽
門
１
２
７
３
１
９

２

１

３２５１３

１

３６７

２２３

アユ

ウグイ

オイカワ

ヌマチチブ

ョシノボリ

ウキゴリ

シマドジョウ
カジカ

モズクガニ
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カマツカ
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表－８９／27目視調査（15:25～15:47）

ｺﾛ際

表－７９／18目視調査（16:32～16:58）
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アユ

ウグイ
ヌマチチブ

ョシノボリ
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３４

４１０

２３



夜間に行った投網による上流部の瀬での採捕結果を表－９，淵での採捕結果を表-10に示した。瀬で

は６種類133尾，淵では11種類307尾が採捕された。時期別では，瀬，淵とも８月21日が他の調査日より

も多かった。ウグイとオイカワは淵では計172尾採捕されたが，瀬では１尾も採捕されず，流れの緩や

かな所を好む傾向が示された。ウグイを除けば淵，瀬ともカジカが一番多く採捕された。昼の目視では

瀬，淵とも同じ底生性のヌマチチブとヨシノポリが多く確認されているので，カジカは夜間積極的に摂

餌行動に出ていると推測された。

魚種別では瀬ではカジカが89尾と最も多く，次いでヨシノボリ（23尾)，ヌマチチブ（７尾）であっ

た。淵ではウグイが172尾と最も多く，次いでカジカ（59尾）ヌマチチブ（36尾）であった。カジカと

ヌマチチブの採捕尾数を比べてみると，カジカは瀬の方が淵よりも1.5倍多く，逆にヌマチチブは淵の

方が瀬よりも5.1倍多かった。カジカもヌマチチブも瀬と淵で投網に対する反応性が変わらないと仮定

すると，カジカは淵よりも瀬を好み，ヌマチチブは瀬よりも淵を好むものと考えられた。

採捕された魚体の大きさを瀬と淵で比べてみると，アユ，ヨシノボリ及びカジカではほとんど同じだ

が，ヌマチチブは淵の方が少し大きかった。平均全長でみると，１０cmを越えたのはアユだけで，他はす

べて10cm未満であった。淵のウグイ（稚魚）は経時的に大きくなる傾向が見られたが，その他の魚種は

一定の傾向はみられなかった。ウグイ，アユを始め他の魚種も全体的に魚体が小さかったが，これは淵

を造成した地点が中下流域の浅瀬であったこと及び採捕に用いた投網が26節と細かい網目だったことに

よると思われる。

なお，本年度の調査は10月までを予定していたが，９月下旬頃に左岸側と右岸側の流れの間にあった

砂利山の砂利採取工事が始まり，調査を行っていた右岸側の流れが上流部で本流と仕切られたため，９

月27日には淵の水量が著しく減少し，以後淵の生物調査は不可能となった。

表－９平成８年度庄川人工淵上流の瀬における夜間の投網による魚類採捕結果

8/2１ 9/３ 9/1８ 9/訂 合計

尾数全長体皿尾散全長体、尾数全長体、尾数全長体璽尾数全長体凪

平均±S,Ｄ平均±S､，平均±S,０平均±Ｓ､，平均±S､Ｄ平均±S､，平均±S､Ｄ平均±Ｓ､，平均±S､Ｄ平均±Ｓ､，

アユ０３１３．８±1.022.5±６．３１１３．３±0.021.1±0.0１１４．８±0.023.0±0.0

ウ グイＯＯＯＯ

オイカワ００００

ヌマチチブ４８．０士０．６６．６±1.2１８．４士0.010.0±0.0１７．５±0.0７．５±0.0１５．２±0.0１．９±０．０

ヨシノポリ１４６．６±０．９３．１±１．３６６．６±0.7３．７±１．１３６．４±0.4３．１±0.4０

ウ キゴリ００００

シマドジヨウ００００

カジカ２６８．７±１．５８．９±4.8１５９．８±１．７１３．１±６．９３１８．４±1.4９．８±6.2１７８．７±1.4８．６±３．９

カンキヨウカジカ００２８．３±0.2８．１士0.7２９．５±0.910.4±３．９

ア ユカケ００００

１．９(横）0.13.3(横）１．８1.7(横）０．０

モクズガニ２±３．１±０．５２±３０．０±28.6１±２．２±0.0０

１．８(段）０．１3.0(繕）１．７1.6(礎）０．０

合計４６ 訂 3９ 2１

－１２９－

５１３．９±０．９２２．３±４．９

０

０

７７．６士１．１６．６±２．４

２３６．６±0.8３．３±１．２

０

０

８９８．３±１．６９．９±５．８

４８．９±０．９９．２±3.0

0

2.3(横）１．２

５±１３．６±22.4

2.3(裳）１．３

133



表－１０平成８年度庄川人工淵における夜間の投網による魚類採捕結果

１２－１３０－

9/３ 9/１８ 9/2７ 合計8/2１

3６ 6９4７

ご臓二鰯二三憲二Ｉ
1０

尾数全長体、尾数全長体堕尾数全長体瞳尾数全長体堕尾数全長体璽

平均士Ｓ､Ｄ平均±S､，平均±Ｓ､Ｄ平均±Ｓ､，平均±Ｓ､Ｄ平均±Ｓ､，平均±Ｓ､Ｄ平均±Ｓ､，平均±Ｓ,Ｄ平均±Ｓ､、

４
６
８

（
Ｅ
一
雛
終

15.1±4.6

０．４±0.4

13.1±7.1

９．３±5.6

３．１±1.2

６．２±0.1

３．０±0.0

10.6±4.7

８１３．９±０．８２１．９±３．８２１２．２±０．１１７．７±0.8１

１９４．１±０．６０．７±０．４７４．２±0.4０．６±０．２３４

３１１．０±２．３１２．５±８．６００

５９．７±１．６１３．２±６．１６８．２±１．７８．３±４．１８

２６．９±０．１３．６±０．４３６．８±０．３３．７±０．４３

０ ０１

０００

８１０．１±１．１１３．１±３．７１６８．６±１．２９．３±４．１１９

０ ００

００１

００１

３．１(横）２．０1.9(横）0.0

２±３７．６±36.9２±３．５±０．１１

３．４縦）２．２1.8縦）０．０

12.6土０．０１４．７土０．０

４．６±1.9１．４±３．３

19.4士４．８

０．７±1.6

12.9±７．７

９．６±６．０

３．３±1.1

５．３±１．２

３．０±0.0

10.0土４．３

13.3±１．１

３．８±1.2

10.9±２．３

８．７士２．２

６．６±０．９

８．３±１．０

７．８±０．０

９．０±１．４

３
肌
５
Ⅳ
６
２
１
脇
０
１
０

効

ブ
リ
ヨ
ウ
ウ
力

起
姻
》
帯
》
》
》
桝
跨
》
》

12.4±１．１

３．５±0.9

10.8±２．２

８．６±２．２

６．５±１．０

９．０±０．１

７．８士０．０

９．３±１．４

Ｍ
“
８
６
４
３
１
９
０
２
１

３
１
５

１

8.5±２．８

６．５±1.3

6.9土０．０

9.0±７．２

３．１±１．５

３．６±０．０

8.7±１．２８．６±３．４

７．３±０．０５．５士0.7

５．６±０．０１．２±0.0

2.2<横）１．５

土１６．６±29.0

2.3縦）1.7

７．３±０．０

５．６士0.0

1.2(横）0.0

±

1.1(綾）0.0

4.8士０．０

１．２±0.0

7.3±0.0６．２±0.0

モクズガニ０ 1.0±０．０５

深
耐
水
く

合計１５５

ゴーＩ二ｒ;ニロニニ！

深
加
水
く

鑑
鯨

3町

２

②ダム直下淵環境調査

水深の測定結果を表-11に示した。水深は０．３（St,28）～11.3（St､11）ｍの範囲にあった。Ｓｔ,11での

CTDによる垂直の水温分布を図－９に示した。水深11ｍの底層の水温は17.8℃で，躍層は２～3ｍにあっ

た。Ｓｔ､11での表層，５ｍ水深及び10ｍ水深の水温とＤＯは，それぞれ29.3℃と9.2mg／、，２１．６と℃2.9ｍｇ

／《及び18.9℃と0.7,19／４であり，５～10ｍでは著しくＤＯが低かった。

神通川では毎年，秋にはこの淵で多くのサクラマス親魚が捕獲されている。平成８年の８月前半は神

通川は渇水の状態であった。調査日（８月15日）の水温，ＤＯを考えるとサクラマス親魚は，この時点

でこの淵では生存できない条件と考えられ，遡上期に本淵に上ってきたサクラマスは，死ぬか一時的に

下流域に降ったかのどちらかであったと推察された。今後は夏期が渇水の場合の親魚の保護対策を講じ

る必要があると思われた。

表－１１神通川第３ダム直下淵の水深調査結果

（1996年８月15日１２～13時）

図－９神通川第三ダム下の淵における

水深別の水温変化
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③黒部川アユ棲息状況調査

・海産アユ遡上調査

５月１３日と５月20日におけるアユの採捕結果を表－１２，１３に，その他魚種の採捕結果を表－１４，１５に，

平成８年度の黒部川における各調査の水温，ｐＨ及び濁度の測定結果を表-16に示した。５月１３日にア

ユが採捕されたのは出島～板屋までの下流域で，採捕尾数は計46尾と極めて少なかった。各地点の採捕

アユの標準体長，体重及び肥満度の平均はそれぞれ7.9～9.2cm，5.1～8.29及び10.3～10.7の範囲にあっ

た。５月20日にアユが採捕されたのは芦崎，荒俣及び飛騨で５月13日よりもさらに下流域に限られ，採

捕尾数は計63尾と極めて少なかった。各地点の採捕アユの標準体長，体重及び肥満度の平均はそれぞれ

7.9～8.4cm’5.4～6.8ｇ及び10.8～11.1の範囲にあった。肥満度からみると，５月13日に比べると５月２０

日の個体はやや大きい傾向にあった。両調査日とも採捕地域がごく下流域に限られたことから，５月２０

日の時点ではアユの遡上の多くはこの範囲に限られていたと考えられ，河口～愛本間の水温差が1.3℃

しかないことを考えると，これは水温の影響ではなく愛本から国道８号線にかけての河川形態が，直線

的な流れの強いの瀬の連続で，大きな淵や緩みがほとんどないことに起因すると推察された。

昨年度の調査では投網一打で数百の採捕が何度もあったこと，今年の調査も解禁前で誰もアユを捕っ

ていないことを考え併せると，アユの遡上尾数は昨年度よりもかなり少ないと推測された。この原因と

しては，昨年の降下仔魚数の減少及び海域での仔魚の減耗が大きかったことが考えられ，昨年秋に実施

された出し平ダムの緊急排砂による影響も要因の一つと考えられた。

各地点の濁度は５月13日では2.3～11.5mg／０，５月20日では8.5～19.0mg／《と高く，両調査日とも

かなり濁った状態と言え，５月20日では特に濁りが強かった。このように濁りが強かったので，日中の

調査ではあったが，アユは投網で容易に採捕できる状態にあった。ｐＨ分析では特に異常はなかった。

その他の魚種は５月13日ではヤマメ，アユカケ，ウグイ，クサフグ及びサケの５種計178尾が，５月２

０日ではイワナ，ウグイ，サケ及びヤマメの４種計73尾が採捕された。魚種別ではウグイが最も多く，

次いでサケ稚魚，イワナ，ヤマメの順であった。ウグイは多くの調査地点で，イワナは比較的上流部分

で採捕され，河口に近い地点ではまだ降海していないサケ稚魚と海から入り込んだクサフグが採捕され

た。
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荒俣４

芦崎２８

肥満度全長(c､）標準体長(c､）体重(9)
採捕

調査場所
尾数

平均土ＳＤ平均±ＳＤ平均土ＳＤ平均±ＳＤ

(範囲）（範囲）－（範－－囲）

10.6～１１．２）（８．９～９．５）（６．８～８．９）（９．６～１１．２

(範囲）
１０．４±０．６８．８±０．５７．３±１．４１０．６±０．４

（９．６～１１．６）（８．１～９．８）（５．８～１０．１）（９．７～11.0）

１０．２８．６６．６１０．４

飛騨８

荻生１

10.59.2 8.211.0

出島１

９．９±０．６８．３±0.5６．３±１．４１０．７±0.7

（９．２～１０．９）（７．７～９．１）（５．１～８．７）（９．６～１１．５）

９．３±０．６７．９±０．５５．１±1.010.3土０．５

（８．２～１０．６）（６．９～８．９）（３．３～８．０）（９．６～１１．６）

１０．８±０．２９．１±0.2８±０．８１０．４±０．６

表－１２平成８年度黒部川アユ遡上調査結果（1996年５月13日）

(範囲）（範囲）－（範囲）（範囲）

板屋４

－１３２－

8.8～12.3）（７．５～10.3）（４．４～13.6）（10.0～12.5

表－１３平成８年度黒部川アユ遡上調査結果（1996年５月20日）

全長(c､）標準体長(c､）体重(9)

平均±ＳＤ平均±ＳＤ平均±ＳＤ

肥満度

平均±ＳＤ
獅
馴

函

飛騨２０

芦崎３１
９．３±０．９７．９±０．８５．４±１．９１０．８±0.8

（７．５～11.4）（６．３～９．８）（２．６～12.1）（９．４～12.9）

９．５±０．６８．０±０．５５．８±１．３１１．１±０．５

（８．５～10.5）（７．２～８．９）（４．２～８．１）（10.3～11.9）

１０．０±1.0８．４±0.8６．８±２．３１１．０±0.7

荒俣１２



表-14 平成8年度黒部川アユ遡上調査結果(1996年5月13日)

全長(c皿) 標準体長(c田) 体重(g)
採捕

魚種 調査場所 平均 :l:SD 平均 :l:SD 平均 :l:SD 
尾数
(範 囲) {範 囲) (範 囲)

17.1 53.1 
ヤマメ 荻生

19.7 81.9 
出島

20.5 92.9 
荒俣

17.0 52.5 
福島

15.5:1: 4.0 62 . 5:1: 30 .1 
アユカケ 芦崎 2 

(11.5 --19.4) (32.4 --92.6) 

8.1:1: 1.0 4.3:1: 1.6 
ウグイ 芦崎 91 

(4.5 ...... 10.6) (0.9...... 9.4) 

9.1:1: 1.1 6.8土 2.7
浦山 11 

(7.2 ...... 10.9) (3.0 ...... 12.0) 

20.0土1.1 87.7 :1: 16.3 
荒俣 3 

(19.0 ...... 21.5) (72.0 --110.1) 

19.6土 8.1 138.5 :1:175.2 
板屋 12 

(7.6 --35.5) (3.9 ......675.0) 

10.6土 7.1 40.7土129.9
福島 38 

(6.3 ...... 38.2) (2.2 ......670.0) 

9.4土 0.4 13.3:1: 1.3 
クサフグ 芦崎 3 

(9.0...... 9.9) (11.5 ...... 14.4) 

6.9:1: 1.1 3.6土1.3
サケ 荒俣 5 

(4.9...... 7.9) (1.4...... 5.3) 

6.2土 0.8 2.7:1: 0.9 
飛騨 9 

(5.2...... 7.7) (1.6...... 4.4) 
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表－１５平成８年度黒部川アユ遡上調査結果（1996年５月20日）

全長(c､）標準体長(c､）体重(9)
品

侯１種調査場所平均±ＳＤ平均±ＳＤ平均±ＳＤ

（範囲）（範囲）（範囲）

イワナ 愛本 １

浦山 ６

下立 １

ウグイ 愛本 １

芦崎 1３

浦山 １

荻生 1９

下立 １

板屋 １

飛騨 ５

サケ 荒俣 １

飛騨 ９

ヤマメ 浦山 １

荒俣 １

20.5

８．２±０．９

(6.9～9.8）

12.5

７．９±０．７

(6.2～9.0）

24.3

18.7

13.9±５．３

(9.4～22.9）

18.4

１７．９±０．７

(16.8～18.5）

18.6

7.8

５．９±0.2

(5.6～6.3）

19.9

22.6

－１３４－

68.7

６１．６±５．８

(52.7～68.6）

６９．６

68.0

４．７±１．５

(2.5～7.6）

16.1

４．３±１．１

（2.1～6.7）

132.7

68.0

42.3±４８．０

(6.9～130.5）

４．６

１．９±0.3

(1.5～2.5）

87.2

126.3



表－１６黒部川環境調査

月日場所ｔｉｍｅ水温ＰＨ濁度

９６/０５/１３荒俣９:2０８．５７．１２．４

９６/05/1３飛騨１０:0０８．２７．３２．３

９６/05/１３出島１０:2０７．８６．９４．１

９６/05/１３萩生１０:5０７．９７．３１０．５

９６/05/１３浦山１１:1５８．０６．６６．１

９６/05/１３下立１１:3０７．８６．８６．０

９６/05/１３芦崎１３:4０９．７７．０１６．０

９６/０５/１３板屋１４:1０１０．０７．１１１．５

９６/05/１３福鴫１４:2５９．１７．０１０．２

９６/05/１３愛本１４:5５８．２７．２４．３

９６/05/２０荒俣９:4５８．７７．０８．５

９６/05/2O飛騨１０:1０８．７７．２１６．０

９６/05/２０出島１０:4０８．７６．９１３．０

９６/05/２０萩生１０:5３８．４７．０１３．５

９６/05/２０浦山１１:1０８．５７．２１５．２

９６/05/２０下立１１:3５７．７７．１１１．５

９６/05/２０芦崎１３:1０９．０７．２１９．０

９６/05/20板屋１３:4４９．０７．１１２．５

９６/05/２０福島１３:5５８．５６．７１４．２

９６/05/20愛本１４:2０7.114.0

９６/07/１７荒俣９:3５１４．０７．１１５．５

９６/07/１７上創野１０:3５１２．９７．３１６．０

９６/07/１７板屋１１:1５１３．８７．２９．０

９６/07/１７芦崎１１:3０１８．１７．２１４．５

９６/07/１７墓の木１３:3０１２．６７．２１５．２

９６/07/１７下立１４:1012.37.219.0

９６/08/０７荒俣９:5０１５．２８．２３．３

９６/08/０７板屋１０:3５１４．４８．０３．５

９６/08/０７櫓溺橋１１:1０１４．８７．８６．１

９６/08/０７下立１３:2０１３．０７．８３．８

９６/08/０７音沢１３:5０２１．５８．８１．２

９６/08/０７愛本１４:2０１２．１７．９４．９
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・排砂影響調査

７月17日と８月７日におけるアユの採捕結果を表-17,18に，その他魚種の採捕結果を表－１９，２０に

示した。黒部川内水面漁協は５月25日～６月25日に河口から愛本の黒部川に6.5トンの湖産アユ（平均

体重8.2～11.09）を放流しているが，７月17日にアユが採捕されたのは下流域の芦崎，飛騨及び上飯

野の３地点で，採捕尾数は計57尾と極めて少なかった。各地点の採捕アユの標準体長，体重及び肥満度

の平均はそれぞれ7.3～12.7cm，4.7～30.2ｇ及び10.1～11.9の範囲にあった。また，墓の木公園に注ぐ用

水では167尾のアユが採捕されたが，その他では採捕されなかった。

緊急排砂の後，７月17日の時点ではいっさいの放流は行われていなかったことから，アユの採捕地点

が，ほぼ河口部に近いところに限られたことは，排砂による濁りをアユは忌避したことが主因と考えら

れた。個体数の少ない上飯野を除く２地点では，５月の採捕個体と比べても，それほど魚体は大きくなっ

ていなかった。墓の木に注ぐ用水で採捕されたアユは放流された湖産アユと推定される（黒部川内水面

漁協は緊急排砂前に公園内の黒部川河川敷の分流で放流している）が，濁水を避けて水の比較的きれい

な用水へ逃げ込んだものと思われる。採捕魚は平均体重6.59と放流時とほとんど変わっておらず，餌

が十分になかったものと推察された。

各地点の濁度は７月11日では9.0～19.0mg／０と高く，濁りが強かったが，８月７日では1.2～6.1mg／

《と少し高く，薄濁りの状態であった。ＰＨ分析では特に異常はなかった。

アユ以外の魚種では，ウグイ，イワナ，オイカワ，カジカ，ヤマメ及びビワヒガイの６種計281尾が

採捕された。ウグイは多くの地点で採捕されたが，その他は墓の木に注ぐ用水であり，アユと同様，濁

りを忌避して用水へ入り込んだものと思われる。なお，ビワヒガイは湖産アユの放流の際に，アユに混

入していたものと考えられる。

８月７日ではアユは愛本堰堤上流の音沢を除く６地点で採捕されたが，採捕尾数は計79尾と少なかっ

た。各地点の採捕アユの標準体長，体重及び肥満度の平均はそれぞれ9.5～17.2cm，11.0～72.59及び11.

4～14.3の範囲にあり，１００９を越えるアユも採捕された。アユ以外の魚種では，ウグイのみが４地点で

計39尾採捕された。

緊急排砂の後，黒部川内水面漁協は７月23日～７月27日にかけて５トンの湖産アユ（平均体重11.0～

29.09）を放流している。今回採捕された大型の個体は，すべてこの時の放流によるものと考えられる。

採捕尾数も板屋，飛騨及び荒俣といった河口域に近い所で多く，これは前回までの調査結果と同じ傾向

を示した。音沢でも７月24日に250kgの湖産アユが放流されているが，同調査日にはアユは採捕されな

かった。８月上旬に至っても，黒部川ではアユを始めとする魚影は薄いと推察された。
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＊墓の木公園に流れ込んでいる用水

表－１８平成８年度黒部川アユ遡上調査結果（1996年８月７日）

表－１７平成８年度黒部川アユ遡上調査結果（1996年７月17日）

直進仕信化I，

繍
馴

》 平均±ＳＤ平均±ＳＤ平均±ＳＤ平均±ＳＤ

（範囲）（範囲）（範囲）（範囲）

獅
馴

》

８．６±１．５７．３±１．３４．７±3.0１１．２±1.0

（６．９～13.6）（５．９～11.4）（２．２～15.5）（９．０～13.7）

１４．８±３．５１２．７±３．２３０．２±20.9１１．９±1.1

(11.2～18.3）（９．５～15.8）（９．３～51.1）（10.8～13.0）

１０．７±１．７9.0±１．５８．１±４．３１０．１±１．４

（７．７～14.2）（６．４～12.2）（２．３～18.0）（７．９～13.7）

芦崎２９

脳
鍛

２

飛騨２６

‐＝ー一一ー‐‐－－＝ー■ｰー■ー一‐－－凸‐ーニーーーＣＣＣ一－一一一ー一－一一マーーーーーー‐一一一一一一一一一－一一一一｡ｰ一一一‐－－－－－－－－－画■■ニーーーーー＝＝一宇Ｐ－ＣＣ－Ｃ－Ｃ＝ｂｰ－－－－－－－－ロー＝■‐一一一一一一一一一●一つ－－つ

９．９±０．９８．３±０．８６．５±２．２１１．２±１．４

墓の木＊１６７

平均±ＳＤ

（範囲）

7.6～14.0）（６．３～１１．９）（２．３～18.3）（８．２～19.8

－１３７－

１１．６±０．３９．９±0.311.0±0.8１１．４±0.1

(11.2～11.9）（９．６～10.1）（１０．２～１１．７）（11.4～11.5）

１１．５±０．２９．７±０．２１３．０±１．８１４．３±０．９

(11.3～11.7）（９．４～９．９）（１１．１～１４．８）（13.4～15.3）

１２．０±０．４１０．２±０．３１４．５±１．８１３．８±０．７

(11.5～12.4）（９．９～10.4）（１２．７～１６．３）（13.1～14.5）

１１．６±２．８９．９±２．４１６．３±２０．１１３．１±１．６

(８．２～21.4）（６．９～18.4）（３．１～９６．４）（９．５～16.7）

１１．１±１．６９．５±１．４１２．２±５．１１３．６±１．１

(７．８～14.8）（６．７～12.7）（３．９～２４．１）（10.5～16.1）

２０．３±１．０１７．２±０．９７２．５±１４．６１４．１±1.0

全長(c､） 標準体長(c､） 体重(9) 肥満度

平均±ＳＤ

（範囲）

愛本２

平均±ＳＤ

（範囲）

平均±ＳＤ

(範囲）

18.5～22.4）（15.6～19.0）（５２．６～108.9）（12.7～15.9

権蔵橋２

荒俣１０

下立２

飛騨３７

板屋２６



表－１９平成８年度黒部川アユ遡上調査結果（1996年７月17日）

採捕
魚種調査場所

尾数

ウグイ芦崎７８

下立１３

上飯野 ６

板屋２１

飛騨１４９

全長(c､）

平均±ＳＤ

（範囲）
１０．３±２．２

(7.0～23.3）

２４．９±６．０

(10.2～34.5）

２３．０±７．１

(10.5～30.7）

１０．０±１．９

(7.7～14.8）

９．９±１．９

(7.3～22.2）

体重(9)

平均±ＳＤ

（範囲）
１１．９±１６．６

（2.5～148.8）

170.8±９１．５

（9.9～350.5）

138.3±８５．０

(11.1～240.0）

１０．７±５．９

（4.1～27.4）

９．３±１０．４

（2.7～118.1）

●●‐●◆●●●‐●●■｡｡●｡●ローーーーーーーーーーーーー‐‐‐｡‐‐･‐●●●｡｡｡｡●‐●･●‐●●●むつ‐■ロロローーーローーー‐＝ー‐■‐‐‐｡｡‐‐●●●●●｡‐｡‐‐‐‐ーーーーー‐‐‐●｡一一の●●｡‐｡｡‐‐■ーー＝＝ーー■■■

１ ０．４±６．５２７．６±７１．０

墓の木＊３６

（6.1～34.6）（1.8～362.0）

イワナ墓の木＊１

オイカワ墓の木＊１

カジカ墓の木＊１

ｻｸﾗﾏス墓の木＊２

ﾋﾞﾜﾋｶﾞｲ墓の木＊３

24.1

6.6

5.3

７．４±0.6

(6.7～8.0）

６．１±０．６

＊墓の木公園に流れ込んでいる用水
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155.5

2.5

1.8

3.9±１．１

(2.7～5.0）

2.0±０．６



表－２０平成８年度黒部川アユ遡上調査結果（1996年８月７日）

採捕
魚種調査場所

尾数

ウグイ愛本１

音沢１１

擢蔵橋２

飛騨２５

全長(c､）

平均±ＳＤ

（範囲）
15.7

11.2±２．４

(9.2～18.1）

８．５±１．１

(7.4～9.6）

10.0土0.9

体重(9)

平均±ＳＤ

（範囲）
38.8

15.5±１３．２

(6.5～55.3）

６．３±２．３

(4.0～8.5）

９．５±３．３

・アユ仔魚の降下状況調査

降下仔アユの採捕状況を表-21に示した。仔魚は10月17日から11月８日にかけて採集されたが,右岸，

左岸併せても合計70尾と極めて少なかった。１１月29日には採集されなかった。濁度は10月１７日から11月

８日にかけては1.1～5.9mg／０の範囲にあり，濁りの強い状態であったが，１１月２９日には17.0～19.0ｍｇ

／、の範囲にあり，特に濁りが強かった。ｐＨは7.4～7.8の範囲にあり，特に異常は認められなかった。

１０月17日の調査地点の左岸及び右岸の河川断面の概略図を図一10に，各調査尾の推定降下量を図－１１

に示した。左岸は幅50ｍ，最深部が0.9ｍで，断面積は28.4㎡，右岸は幅20ｍ，最深部が0.55ｍで，断面

積は7.5㎡であった。仔魚は調査地点の河川断面を仔魚ネット断面と同じ割合で降下し，前後の調査時

間の間の仔魚の量が直線的に変化すると仮定すると，仔魚の降下量は10月17日には23千尾，同様に10月

30日には19千尾，１１月８日には0.5千尾と推定された。さらに，前後の調査日の間の仔魚の量が直線的

に変化すると仮定すると，平成８年の仔魚の降下量は56万尾と推定された。

黒部川内水面漁協は降下仔アユ量の増大のために，平成８年の９～10月に調査地点より上流域の黒部

市飛騨地先の河川敷内の飼育池（(4)－①参照）にアユ産卵用親魚300kgを収容しており，このことと，

平成８年の庄川の降下仔魚量が14億尾と推定されたことを考え併せると，平成８年の黒部川の降下仔魚

量は極めて少ないと考えられた。
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平均
0.0

１．５

１．５

9.0

５．５

0.0

5.0

1.0

0.5

２．０
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月日 場所時間 水温漁水計数 濁度ＰＨ 仔魚数
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９
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表－２１平成８年降下仔アユ調査結果（黒部川）
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(2)魚道の効果調査

笹川の採集結果を表-22に，角川の金山谷及び鹿熊の採集結果をそれぞれ表－２３，２４に示した。笹川

ではアユ，ウグイ，カジカ，イワナ，アユカケ及びヤマメの６魚種計36尾が採集されたが，このうちア

ユについては，この時点でまだ湖産アユの放流が行われていないので，海産遡上アユが本魚道を通過し

たものと考えられた。採集したアユの平均標準体長は8.8cm，平均体重は７．６９で，同時期に採集した黒

部川のもの（(1)－③参照）と比べると同程度の大きさであった。このほかアユカケについても，魚体の

大きさ及び放流がなされていないことを考え併せると，本魚道を利用したものと思われた。

なお，笹川では魚道が設置されている堰堤から本流に流れ落ちる水量に比べて，魚道を流れる水量が

かなり少なくなっており，魚道を有効に利用するには魚道上部の河床に工作を施して，魚道により多く

の水が流れるように，常に維持管理をすべきだと思慮された。

角川の金山谷の魚道上流部ではウグイ及びオイカワの２魚種計30尾が採集されたが，アユは採集でき

なかった。魚道の下流部でも採集魚はウグイ及びアブラハヤの２魚種計18尾で，アユは見られなかった

ことから，この時点では海産アユはまだこの地域まで遡上していないものと考えられ，本年度は本魚道

の効果を確認できなかった。

鹿熊ではウグイ及びオイカワの２魚種計１５尾が採集されたが，現場の状況からみて，ウグイは利用し

ているものと考えられ，ヤマメやアユなども本魚道を十分利用できると考えられた。

調査時の水温，濁度及びｐＨは，それぞれ笹川が11.3℃，2.1mg／‘及び6.7，角川の金山谷が14.5℃，

2.0mg／《及び7.8,鹿熊が11.7℃，2.2mg／０及び7.7で，両川ともささ濁りの状態であった。

計

０
一
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表－２２平成８年度笹川魚道調査結果（1996年５月14日）

魚種再捕尾数
全長（c､）
平均±Ｓ､，．
（範囲）

アユ１５１０．３±

（12.4～

0.8

9.4）

ウグイ１５１４．６±4.9）
（32.0～10.8）

尾叉長(c､）
平均±Ｓ､，．
（範囲）

標準体長(c､）
平均±Ｓ､，．
（範囲）

８．８±

(10.5～

0.7

8.0）

体重（c､）
平均±Ｓ､，．
（範囲）

７．６±

(13.8～

2.2

5.1）

５５．３±１０７．５

(455.9～13.8）

カジカ２７．４±

（８．２～

0.9

6.5）

６．２±

（７．０～

0.8４．９±

5.4）（６．８～

１．９

３．０）

イワナ２ ２９．５±６．５

(36.0～22.9）

アュカケｌ

ヤマメ１

1３．２ 1１．１

6.6

表－２３平成８年度角川金山魚道調査結果（1996年５月14日）

調査地点魚種再捕尾数
全長（c､）
平均±Ｓ､,．
（範囲）

ウグイ１１１６．８±６．３

上手（33.3～11.3）

オイカワ １ 9.8

ウグイ１７１７．２±４．５

下手（33.7～12.6）

アブラハヤ１ 1０．０

体重（c､）
平均±Ｓ､,．
（範囲）

７１．９±１０２．６

(387.4～12.2）

10.0

６８．６±１０２．８

(475.1～19.4）

9.6

表－２４平成８年度角川鹿熊谷魚道調査結果（1996年５月14日）

魚種再捕尾数

ウグイ１４

オイカワ１

全長（c､）
平均±Ｓ､,．
範囲）

１１．４±

(19.0～

1３．６

2.5

9.0）

－１４２－

体重（c､）
平均±Ｓ､,．
(範囲）

１７．３±１４．７

(65.4～７．０）

2２．３

345.7±２０４．４

(550.1～141.3）

3９．９

３．２



庄川伏間地先の河川断面（1996.10.08）
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(3)アユ産卵場造成効果調査

ブルドーザーを用いて造成した３カ所の産卵場の50cm×50cmの河床から，大きいものから60個の石を

摘出し，その長径を測定したところ平均と標準偏差は，それぞれ上流部から8cm±3cm，７cm±4cm及び７

cm±3cmであった。目視による調査では，各産卵場で産卵された卵が確認できた。

伏間江及び広上における降下仔アユの採捕状況をそれぞれ表－２５，２６に示した。仔魚は伏間江では１０

月８日から１１月22日にかけて合計7,458尾採集されたが，広上では合計９尾とほとんど採集されなかっ

た。なお，１１月13日は増水のため，１回の調査で打ちきった。濁度は11月13日を除いては，両地点併せ

て0.1～1.2mg／‘の範囲にあり，清澄な状態にあった。ｐＨは7.1～7.5の範囲にあり，特に異常は認めら

れなかった。

１０月８日の調査地点の伏間江及び広上の河川断面の概略図を図-12に，各調査日の推定降下量を図-

13に示した。伏間江は幅24ｍ，最深部が0.55ｍで，断面積は8.7㎡，広上は幅25ｍ，最深部が0.69ｍで，

断面積は8.7㎡で，両地点は同じ断面積であった。仔魚は調査地点の河川断面を仔魚ネット断面と同じ

割合で降下し，前後の調査時間の間の仔魚の量が直線的に変化すると仮定すると，伏問江での仔魚の降

下量は10月８日には36千尾，１１月１日には2,166千尾，１１月22日には397千尾と推定された。さらに，前

後の調査日の間の仔魚の量が直線的に変化すると仮定すると，平成８年の仔魚の降下量は６千万尾，同

様に広上での降下量は３千尾と推定された。

保護区域（親魚捕獲禁止区域）下流の伏間江での降下仔魚量が６千万尾，保護区域上流の広上での降

下仔魚量がほとんどないと推定されたことから，昨年度の同区域内での降下仔魚量は明らかでないが，

保護区域と同内で行われた産卵場の造成による効果があったと考えられるとともに，平成８年度の庄川

でのアユの主な産卵場が同区域より下流域に存在したことが明らかになった。

－１４３－

０
０
０
０

２
４
６

－
』
句離
苦

川幅25ｍ

図－１２庄川広上地先の河川断面概念図（1996.10.08）
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図－１３庄川伏間江地先におけるアユ仔魚の推定降下量（1996年）

表－２５庄川伏間江地先におけるアユ仔魚の採集結果（1996年）
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表－２６庄川広上地先におけるアユ仔魚の採集結果（1996年）

仔魚数月日時間水温ＰＨ濁度

（℃） （ｍg/I）
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(4)河川敷の有効利用調査

①河川敷利用状況調査

平成８年度の各河川における河川敷の利用状況を表-27に示した。県内では４河川の河川敷で，サケ，

アユ及びヤマメの種苗の育成や親魚の養成が行われていた。サケでは放流尾数の増大を目的とした，１２

月～翌年３月にかけての発眼卵の収容と稚魚の育成，アユでは効果的な産卵による降下仔魚の増大を目

的とした，９月～１０月にかけての他県産海産系養殖親魚の収容（翌年の海産遡上アユの増加を期待する）

及びヤマメでは増殖場の代替え（飼育池・飼育水の不足を補うとともに電気代等のコストの削減）を目

的とした，５月～１０月にかけての稚魚の育成を主眼としたものであった。特に小川ではヤマメ，アユ，

サケと周年にかけて利用されていた。

庄川の河川敷内のサケ飼育池における平成８年12月11日から平成９年３月７日までの水温の連続変化

を図-14に示した。水温は12月16日１１時30分に最高（13.2℃）を，３月２日４時に最低（10.5℃）を記

録したが，水温の最大差は2.7℃と小さかった。期間を通してみると，水温は徐々に下がりながら，日

間の変動差は徐々に大きくなる傾向にあった。この時期の本池近くの庄川本川の水温が５～７℃（庄

川養魚場資料）であることから，本池の水はほとんど伏流水で占められていると考えられた。本池の注

水部，排水部及び庄川本川のＤＯ(､g／、）は，平成９年１月24日ではそれぞれ9.1,9.4及び'2.0,同年２

月24日では10.6,10.7及び12.7と溶存酸素は十分にあり，濁度(Ing／〈）も両調査日とも0.1と清澄であっ

たことから，本池はサケ稚魚の飼育には好適な環境にあると思われた。

なお，河川敷の利用は，サケでは昭和58年に庄川で，アユでは平成２年に庄川で，サクラマスでは平

成３年に神通川で最初に行われ，以後各河川で行われている。

河川敷の利用は，飼育池の造成が簡単で安価である，飼育水が豊富にとれる，伏流水が多く湧出する

箇所では水温が比較的安定している，飼育場所が広くとれる，自然に近い状態で飼育できる，電気代等

が節約できるなど，コンクリート等による恒久的な飼育池と比べてコストが低いなどの利点がある◎一
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方，大水が出た場合の稚魚の散逸と造成池の崩壊の危険性がある 水量や水温の急激な変化に対して迅

速な対処がとりにくい 管理が届きにくいなどの欠点もあり 目的に応じて魚種と時期を適切に選ぶ必

要があると考えられた。
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庄川河川敷サケ飼育池連続水温結果(平成8年12月11日~平成9年3月6日)図-14

平成8年度県内各河川における河川敷の利用状況表-27

場所、池の規模、利用状況等者用手リ間期魚種河川名

大門町広土地先、発眼卵の収容と稚魚の育成庄川沿岸漁連96年12-3月サケi
 
l
 

----， 庄

婦中町萩島地先、サクラマス稚魚の育成富山漁協サクラマス 96年4-10月神通川

(4-(2)参照)

黒部川内水面漁協黒部市飛騨地先、長さ225m、幅4-4.5m96年9-10月アユ黒部川

アユ産卵用親魚300kg収容

向上、発眼卵の収容と稚魚の育成黒部川内水面漁協97年1-3月サケ黒部川

朝日町草野地先、長さ260m、幅3.8-4.2m朝日内水面漁協ヤマメ 96年5-9月I
 
l
 
--.，， 

ヤマメ稚魚の育成(2万尾)

向上、アユ産卵用親魚300kg収容96年9-10月朝日内水面漁協アユl
 
i
 

--.，， 

向上、サケ稚魚の育成

-146-

96年12-3月朝日内水面漁協サケl
 
i
 

z--
，
 



②サクラマス育成池調査

神通川河川敷のサクラマス育成池（図－８）は，長さが157ｍで幅が5ｍ～6ｍ，深さは60cm～100cmで，

注水口は上流部にある池からの落ち込み式になっている。中央部に水深約1ｍの淵があり，この水面上

には発砲スチロールの覆いが浮かべてあった。淵の下流部には魚の隠れ家としてコンクリートの土管が

間隔をおいて縦に３つ設置してあった。池の底質は上流部にかけては砂混じりで小石が多く，中央付近

は泥の堆積が見られた。調査定点から下流部にかけては上流部よりも石がやや大きくなる傾向が見られ

たが，泥の堆積も上流部よりも多く見られた。夏から秋にかけては中央付近を除き，各所でオオカナダ

モの繁茂が見られた。また，平成８年６月25日には神通川の大増水により池が冠水した。

４～９月までの飼育稚魚の尾叉長，体重，肥満度（体重／(尾叉長)３×1000）及び６～９月までの胃

内容指数（胃内容重量／体重×100）の経月変化を図-15に，尾叉長の頻度分布の経月変化を図－１６に

示した。収容前の平均尾叉長3.9cm，平均体重0.79の稚魚は，放流時近くの９月27日には平均尾叉長１０．

８cm，平均体重17.19に成長した。７月22日から８月14日にかけては尾叉長，体重とも伸びが低いが，

これは高水温のためと考えられる。肥満度の平均は飼育前の４月24日は11.1と低かったが，飼育後は12.

9～13.9と良好であった。胃内容指数は1.3～3.3の範囲にあったが，これは調査日の給餌時間と採集時間

により違ってくるものと思われた。昆虫等を食していた割合（胃内容物に配合飼料以外の物を食してい

た個体数の割合）は６月では87.0％，７月では62.5％，８月では33.3％及び９月では48.0％で，多くの

個体が配合飼料以外に落下昆虫などを食べており，この点は自然の河川状態に近いものと考えられ，放

流の際には河川環境に適応しやすくなるものと思われた。

尾叉長頻度分布では，各月の尾叉長のモードはそれぞれ４月24日では3.0～3.9cmに，５月22日では6.0

～6.9cm，６月24日では7.0～7.9cmに，７月22日では9.0～9.9cmに，８月14日では9.0～9.9cmに，９月２７

日では10.0～10.9cmにあり，昨年より大きい傾向を示した。これは稚魚の採集方法の違い（昨年度はタ

モ網，今年度は投網）によるものと考えられる。尾叉長は月によって若干の相違はあるものの，ほぼ正

規分布に近い分布を示した。
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図－１５神通川の河川敷にあるサクラマス飼育池でのサクラマス幼魚の尾叉長，

体重，肥満度及び胃内容物指数の経月変化
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飼育始めに本池に収容した尾数は570千尾であったが，６月25日に神通川の大増水のために池が冠水

したこと及び７月30日には高水温のために最下流部の堰板を取り外したことから，多くの稚魚が神通川

本川に散逸したと考えられるので，本年度は放流時における稚魚の収容尾数の推定を行わなかった。

飼育池のSt4における池幅，水深，水温，ｐＨ及び濁度を表-28に，ＤＯ及びBODをそれぞれ表-29,

30に，Ｓｔ,4における平成８年６月25日から同年９月27日までの水温の連続変化を図-17に示した。期間

中池幅及び水深は，4.6～5.4,,0.66～0.77ｍの範囲にあり，測定誤差を考えると，飼育期間中に池の

基本的な構造に大きな変化はなかったと思われた。表層の水温は14.0～26.0℃の範囲にあり，８月はサ

クラマスには危険な状況にあった。ｐＨは8.0～8.7の範囲にあり，特に問題はなかった。７月と８月の濁

度は1.7～2.0mg／０で，少し濁った状態にあったが，これは河川水の影響によると思われた。

水温の連続変化をみると，８月４日16時30分に最高（26.7℃）を，６月26日３時30分に最低（13.9℃）

を記録し，水温の最大差は12.8℃あった。７月29日15時には26.1℃を示しており，７月３０日に富山漁協

が排水部の堰板を取り外し稚魚を散逸させたのは，妥当な処置と考えられた。期間を通してみると，水

温は徐々に上昇しながら，日間の変動差は徐々に大きくなる傾向にあった。この時期の本池近くの神通

川本川の測定水温が15.6～24.8℃であったことから，本池の底層あるいは壁面から，伏流水が湧出して

いる可能性は少なく，ほとんど河川水の影響を受けていると考えられた。サクラマス稚魚が高水温に弱

いことを考えれば，河川敷の中では稚魚の育成には不利な箇所に本飼育池はあるものと考えられた。

流速は表層で大きく底層では小さい傾向を示した。流速の測定は測定値が安定しないとともに，測定

箇所によっては10cm／秒以下の測定不能の値を示したり，一部に反流する流れがあるなど，誤差が生じ

たと思われた。これらの値から流量を測定することは極めて困難と考えられた。

飼育池のＤＯは水温の上昇に伴って低くなったが，8.1～11.7mg／４の範囲で推移し，この飼育尾数で

はＤＯが不足する可能性は低いと考えられた。ＢＯＤは2.2mg／2以下であり，特に問題はなかったと思

われた。

鍵鵜糊雑蝋議識饗鍛識職燕燕義蕊雲霧;鍵繍繍繍繍議繍繍

図－１７神通川河川敷サクラマス飼育池連続水温結果（平成８年６月25日～９月26日）
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表-28 神通川河川敷の飼育池の池幅，水深，水温.pH及び‘濁度の経月変化

5月22日 6月24日 7月22日 8月14日

池幅 (m) 5.4 5.2 5.1 5.1 

水深 (m) 0.66 0.68 0.74 0.70 

水温 (t) 14.0 17.1 21.4 26.0 

pH 8.6 8.0 8.5 8.7 

濁度 (mg/ 1) 1.1 0.7 1.7 2.0 

表-29 神通川河川敷におけるサクラマス飼育池の溶存酸素の経月変化

5月22日 6月24日 7月22日

注水 13.0 12.2 8.8 

Sta.4 11.7 10.9 8.1 

排水 12.1 11.1 9.2 

神通川本流 9.8 

表-30 神通川河川敷におけるサクラマス飼育池のBODの経月変化

5月22日

注水 0.0 

Sta.4 1.7 

排水 2.6 

神通川本流

【調査結果登載印刷物等】

なし

6月24日 7月22日

1.2 1.4 

2.2 1.3 

1.7 1.1 

0.4 
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8月14日

9.1 

8.7 

8.5 

8.0 

8月14日

1.2 

1.7 

3.3 

2.3 

9月27日

4.6 

0.77 

16.1 

8.0 

0.9 

9月27日

(mg021 e ) 

9月27日

(mg021 e ) 



5 放流湖産アユ再生産調査

因子泰彦

【目的】

放流された湖産アユの河川における産卵 ふ化仔魚の海への降下及び、翌年の遡上の加入状況を生化学

的，遺伝学的手法により調べ，放流湖産アユの再生産の実態を把握する o

【調査方法】

親魚の採集は，平成8年9月27日， 10月8日， 10月24日， 11月1日及び11月22日の計5回，河口から

上流5-10kmの距離にある産卵場が形成されている瀬を中心に12節の投網と12節のテンカラ網を用いて，

降下仔魚の採集は 平成8年10月8日， 10月24日， 11月1日及び11月22日の計4回，河口から上流約5.

5kmの高岡市石瀬地先で，口径45cm，網目の大きさNGG54の仔魚ネットを用いて，遡上稚魚の採集は，

平成8年4月30日， 5月8日， 5月23日及び5月30日の計4回，庄川河口から上流約5.5kmの地点で， 2 

6節の投網を用いて行った。採集した各サンプルは99.5%エタノールで固定し，水産庁中央水産研究所

内水面利用部に送付し，分析に供した。

【調査結果】

親魚は9月27日には22尾， 11月1日には46尾を採集した。 10月は河川流量が多く 11月22日には時期

的に親魚の採集ができなかったo 降下仔魚は各調査日において百尾以上を採集した。遡上稚魚は計92尾

の遡上稚魚を採集した。

なお，採集した個体は平成7年度分を含めて，現在水産庁中央水産研究所内水面利用部で分析中であ

る。

【調査結果登載印刷物等】

なし
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Ⅲ魚病対策事業

１魚病対策事業

若林信一・宮崎統五

【目的】

本県の増養殖対象種の伝染‘性疾病による被害を低減させるため，魚病被害等調査，防疫対策定期パト

ロール，魚病検査依頼の対応及び保菌種苗搬入防止対策を実施する。また，安全な食品としての養殖魚

を生産するため，医薬品の適正使用の徹底を図る医薬品適正使用対策と医薬品残留総合点検を実施する。

併せて，近年全国で多発している大型サケ科魚類の伝染性造血器壊死症（IHN）ウイルスの県内におけ

る分布状況を明らかにする。

【結果の概要】

(1)魚病被害等調査

県内の全増・養殖場を対象に，魚病被害の実態及び水産用医薬品等の使用実態についてアンケートに

よる聞き取り調査を実施した。５２増養殖場のうち16増養殖場から回答があり，回収率は30.8％であった。

魚病による被害額は回答によれば8,300千円で生産額の6.8％に達した。被害額のうち，71.7％は「その

他のさけ．ます類」であった。被害を与えた魚病としては，「その他のさけ．ます類」ではせつそう病

と細菌‘性鯛病が，「錦ごい・きんぎよ」では鯛ぐされ病が主なものであった。

調査結果を取りまとめ，水産庁へ報告した。

実施期間平成９年１月～３月

実施地域福岡町，城端町，平村，上平村，利賀村，福光町，朝日町，入善町，宇奈月町，大山町，大

沢野町，八尾町，上市町，立山町，氷見市，滑川市，黒部市，魚津市，富山市，新湊市，氷

見市，小矢部市

経営体数５２増養殖場

(2)防疫対策定期パトロール

表ｌのとおりサケ科魚類及びコイ養殖場を巡回し，防疫対策並びに魚病の予防と治療の指導を行った。
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表 1 養殖場巡回指導実施状況

実施年月日 実施地域 対象魚種

平成8年6月3--4日 八尾町，利賀村，平村，上平村 イワナ，ニジマス

城端町，福光町

平成8年7月22--23日 城端町，福光町，福岡町，大山町， イワナ，ニジマス，コイ

上市町

平成8年7月31--8月1日 八尾町，利賀村，平村，上平村 イワナ，ニジマス

平成8年10月21--22日 朝日町，入善町，上市町，魚津市 イワナ，ニジマス，コイ

福岡町

平成8年11月21--22日 八尾町，利賀村，平村，上平村 イワナ，ニジマス

(3) 魚病検査依頼対応

平成8年度の魚病検査依頼は11件で 内容は表2のとおりであった。

表 2 平成8年度魚病検査依頼状況

魚種 検査年月 病 名

サクラマス 8年4月 原因不明

ヒラメ 8年4月 ヘテロポツリウム症

イワナ 8年7月 せっそう病

イワナ 8年7月 せっそう病

イワナ 8年7月 せっそう病

イワナ 8年7月 せっそう病

アユ 8年8月 冷水病

キジハタ，カサゴ 8年8月 白点病

サクラマス 8年9月 胃鼓脹症

イワナ 8年11月 せっそう病
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(4)保菌種苗搬入防止対策

河川放流用種苗の病原体保有状況調査として，岐阜県から購入したヤマメ60尾（平均体重６．６９）を

調査対象に以下の検査を行った。

①魚体の観察ヤマメ稚魚60尾の外部及び内部を肉眼で観察した。

②細菌検査せつそう病原因菌Aeromonassalmonicida，ビブリオ病原因菌群Vibriospp．

③ウイルス検査

及び細菌性腎臓病（ＢＫＤ）原因菌Renibacteriumsalmoninarumの検出を目

的として，各個体別にBHI寒天培地，１％ＮａCl添加BHI寒天培地及びＫＤＭ-2培

地に腎臓組織を塗抹した。BHI寒天培地と1％ＮａCl添加BHI寒天培地は20℃に，

ＫＤＭ-2培地は１５℃に置き，コロニーの出現の有無を観察した。

供試魚から腎臓を摘出し，５尾分をプールして１検体とした。各検体を遠心し，

上清を採取して常法によりRTG-2細胞に接種し，２週間後の細胞変性の有無を

観察した。

魚体の観察では，感染症の兆候はみられなかった。また，検査対象とした病原

性細菌は検出されなかった。ウイルス検査においてＣＰＥは認められなかった。

以上の検査結果を関係者に連絡した。

(5)医薬品適正使用対策

サケ科魚類養殖業者を対象として，防疫対策定期パトロール時及び魚病検査時に，医薬品の適正な使

用を指導した。

(6)医薬品残留検査

せつそう病の治療に用いられるオキソリン酸を対象に残留検査を実施した。平村，上平村及び利賀村

のイワナ養殖場３軒から出荷前のイワナ各５尾を採集し，筋肉（体側部白筋）を試料とし，高速液体ク

ロマトグラフィーによりオキソリン酸の濃度を測定した。

この結果，検出限界を越える検体は認められなかった。

(7)大型サケ科魚類のｌＨＮ病原体分布調査

県内のサケ科魚類養殖場１軒から，ニジマス60尾を無作為に採集し，個体別に尾部血管から採血した

後，開腹して腎臓を採取した。腎臓は約100倍容のHank'ｓBSS中で磨砕してRTG-2に接種し，１５℃で

培養しＣＰＥを観察した。

血液からは血清を分離し，酵素抗体法によって抗IHN抗体価の測定を行った。標準となる抗ＩＨＮニジ

マス血清は，体重約１kgのニジマスに２５５TCID50のIHNV（岐阜水試から分与）浮遊液1.5m､及びLPS

(Klebsiellapneumoniae：Sigma)10mgを１週間の間隔で３回腹腔内投与し，中和抗体価が64となった

個体から得た。この抗血清をＩＨＮ非感作のニジマス血清（中和抗体価く４）で２倍系列希釈して検量線

を作成した。試料血清の吸光度が中和抗体価として16以下のものを陰‘性とした。

結果を表３に示した。培養検査では，いずれの個体でもCPEは観察されなかったことから，試料と

した魚は大型サケ科魚類に発生するＩＨＮフリーであると考えられた。また，血中抗体価の検査では抗Ｉ
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ＨＮ抗体陽‘性個体はみられなかったことから，試料とした魚は本ウイルスに感作された経歴がないと考

えられた。

富山県では，平成６年に大型サケ科魚類のIHNの発生例がニジマスで１例確認され，約30％のへい死

がみとめられたが，その後いずれの養殖業者からも類似した症例の報告は無い。また，平成７年度には

３軒の養殖業者から採集したニジマスの検査を行ったが，ウイルス感染個体及び血中抗体陽性個体は認

められず，本年度の調査でも同じ結果であった。近年はニジマスの市場価格が約500～700円／k９（養殖

業者からの聞き取り）と低迷しているため，養殖業者の多くはイワナのみを飼育することが多く，ニジ

マスの流通がほとんど行われないことが，本病原体の蔓延を抑制していると思われる。しかし，本県に

はサクラマス及びサケ等の増殖施設があり，その大部分は河川水を飼育水として用いているので，河川

にキャリアーが存在していた場合には病原体の侵入の可能性は否定できない。今後更に本病原体の分布

状況調査を継続することが必要と考えられた。

表３大型サケ科魚類に発生するｌＨＮ検査結果

試料採集

年月日

魚種 平均体重

±SD(９）

平成８年12月５日ニジマス106.6±24.9

【調査・研究結果登載印刷物等】

なし

－１５６－
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２魚類バイオディフェンス機能活用技術開発研究

宮崎統五

【目的】

ヒラメ及びイワナを対象に，魚類が本来有している非特異的生体防御能のうち，血中貧食細胞の貧食

率，ＮBT還元能（血中活性酸素濃度)，ポテンシァルキリング活性（貧食細胞に異物反応を起こさせた

ときの活性酸素産生能の上昇）及びリゾチーム活性を指標とする測定技術の開発と至適測定条件の確立

を行うとともに，生体防御能の抑制要因の解明及び促進技術開発を行う。

本年度は，血蕊リゾチーム活性測定の至適温度と至適ＰＨならびに試料の保存温度条件を調べ，ポテ

ンシァルキリング活‘性測定の簡便法を開発する。また，ヒラメについて上記の指標及び血液性状を調べ，

近年問題となっているNeoheterobothriumsp・の寄生率との相関を調べる。

【研究方法】

(1)血蕊リゾチーム活性測定の至適条件の検討：

ヒラメ及びイワナの血擬について，ｐＨの異なる緩衝液を用い，Micrococcuslysodeikticus溶菌反

応によるリゾチーム活性を測定し至適ｐＨを検討した。また，至適温度を調べるため，Ｍ､lysodeikticus

と血策を異なる温度下で反応させた。血策の保存条件は，血築を-80℃から30℃で６から48時間保存後

及び40℃から56℃で30分間保存後の活性を測定して調べた。

(2)ポテンシァルキリング活性測定の簡便法の検討：

ヒラメの血液を用い，血中貧食細胞のポテンシァルキリング活性測定の簡便法を以下の手順（血液の

キャピラリー充填→遠心→血紫を含む白血球層採取→培養液，ニトロブルーテトラゾリウム（ＮＢＴ）

溶液，ザイモザン加ＮBT溶液と別々に混和してインキュベーション→ジメチルホルムアミドでＮＢＴフオ

ルマザン抽出→石英マイクロプレートを用いた吸光度（540nｍ）測定)で行い，通常法によるレスピレ

イトリーバースト測定（フイコールを用いた白血球の分離→付着性を利用した食食細胞の分離→ＮＢＴ

溶液中でのフォルボールミリステイトアセテイトによる刺激→ＫＯＨ及びＤＭＳＯによるフオルマザンの

抽出と発色→吸光度測定）結果と比較し，簡便法の信頼‘性を調べた。

(3)ヒラメのNeoheterobothriumsp､寄生と生体防御指標及び血液性状との相関：

石川県の養殖業者から購入し，富山県水産試験場で飼育していたヒラメ８０尾を用い，肥満度，ＮＢＴ

還元能,貧食率，ポテンシァルキリング活性，白血球数,血築蛋白濃度，ヘマトクリット，リゾチーム活

‘性,鎌型赤血球率,牌臓重量指数及びNeoheterobothriumsp､寄生率を調べ,各指標とNeoheterobothrium

sp､寄生率の相関を調べた。

【結果の概要】

(1)血薬リゾチーム活性測定の至適条件の検討：

リゾチーム活性測定に最も適した緩衝液のｐＨは，ヒラメでは6.1から6.5,イワナでは5.6から6.1であっ

た。ヒラメ及びイワナのリゾチーム測定の至適温度はそれぞれ50℃及び30℃であった。また，至適温度

以下の領域では，両種ともにリゾチーム活性測定値が直線的に低下した。ヒラメ及びイワナの血築リゾ

チームは，３０℃以下では48時間安定であったが，４８℃以上では30分間で活‘性が大きく低下した。
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(2)ポテンシァルキリング活性測定の簡便法の検討：

簡便法によるポテンシァルキリング活性測定値と通常法によるレスピレイトリーバーストの測定値は

正の相関を示し，相関係数は0.783から0.907を示したことから，簡便法による測定結果は概ね信頼でき

ると考えられた。

(3)ヒラメのNeoheterobothriumsp､寄生と生体防御指標及び血液性状との相関：

Neoheterobothriumsp､寄生率と生体防御指標及び血液性状との間に有意な相関は見られなかった

が,寄生数の多い個体では,肥満度,ポテンシァルキリング活性，リゾチーム活性,白血球貧食率，白血

球数,血築蛋白濃度,ヘマトクリット値及び牌臓重量指数で低値を示すことが多かった。しかし，寄生の

見られない個体の中にも各指標値が低いものも含まれていたことから，Neoheterobothriumsp､の寄

生が生体防御指標及び血液性状の値を下げるのではなく，各指標値の低い個体にNeoheterobothrium

spが寄生し易いものと考えられた。

【調査・研究結果登載印刷物等】

平成８年度バイオディフェンス機能活用健康魚づくり技術開発事業研究成果実績報告書（平成９年９

月予定）
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XII ホタルイカ寄生虫対策研究

若林信一

【目的】

近年，ヒトの腸閉塞や皮膚随行症の症例が相次いで報告されており，その原因としてホタルイカに寄

生する旋尾線虫目線虫幼虫TypeXが疑われている o この寄生虫に関する分類学的ならびに生態学的知

見はきわめて不足しているのが現状である。本研究は ホタルイカに寄生する旋尾線虫目線虫幼虫

Type Xの季節的な出現状況並びにホタルイカ以外の魚種における寄生状況を明らかにするとともに，

旋尾線虫の殺滅方法の検討を行うために実施した。

【方法】

(1 )旋尾線虫の検出方法

旋尾線虫の虫体は ホタルイカを解剖して内臓を取り出し 数百尾分を37'Cに保った人工胃液中に投

入し， 1-3時間消化後，ふるいでろ過し，ふるい上の残さを実体顕微鏡で観察して検出した。人工胃

液はペプシン0.5g / eを0.7%HCHこ溶解したものとし，ホタルイカ 3kg (約300尾)に対し人工胃液 l
tを用いた。

(2) 研究項目

① 漁期別の相対寄生数

平成8年4月から 5月にかけて滑川市場に水揚げされたホタルイカを購入し 旋尾線虫目線虫幼虫

Type Xの検出を行い，相対寄生数を求めた。

② ホタルイカ以外の魚種からの虫体の検出状況

富山湾で漁獲されたアカガレイ20尾について旋尾線虫回線虫幼虫TypeXの検出を行い，相対寄生数

を求めた。

③ 低温処理による旋尾線虫幼虫の殺滅効果の検討

-30'Cでし 2， 4日間凍結した場合の旋尾線虫の死亡率を調べた。また，通常の凍結と凍結速度を

遅くした緩慢凍結での処理とを比較するため 凍結条件をトレイに 1個体ずつ21個体を並べて凍結した

場合と2kg(約200尾)を 1プロックとした場合について検討し，同時に， -5'Cでの低温処理による旋

尾線虫の死亡率を調べたo

実際の凍結条件での死亡率を明らかにするため，業者の冷凍庫においてトレイ上での凍結を行い，虫

体の死亡率を検討した。また，商品価値の向上のため 低温処理によるホタルイカの品質管理の検討も

併せて行ったo

④ 各種温度条件下での旋尾線虫の生存能

検出した虫体を0.8%食塩水中におき，異なる温度下での生存期間を調べた。また，ホタルイカを沸

騰水中に投入して内臓温度を測定した。
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【結果の概要】

①漁期別の相対寄生数

平成８年４月から５月にかけての相対寄生数はそれぞれ0.010～0.075であった（表－１)。漁期が遅くな

るほど相対寄生数が増加する傾向にあった。

②ホタルイカ以外の魚種からの虫体の検出状況

アカガレイの内臓からは１個体あたり０又は１個体，２０個体で計９個体の旋尾線虫が検出され，相対

寄生数は0.45であった。この相対寄生数は，ホタルイカと比較しても高く，これまで調べた魚種の中で

はアンコウ，ホッケに次ぐものであった。

③低温処理による旋尾線虫幼虫の殺滅効果の検討

トレイに１個体ずつ21個体を並べて-30℃で保存する通常の方法で１，２，４日間凍結したホタルイ

カから旋尾線虫を検出したところ，死亡率は90.9～100％であった（表-2)。また，生残した旋尾線虫の

活力も非常に悪かった。このことから，‐30℃の低温処理が旋尾線虫の殺滅に有効であると考えられた。

また，２kgを１ブロックとして凍結速度を遅くした緩慢凍結での処理の場合，トレイに並べた通常の凍

結と死亡率に差がなく，凍結速度による死亡率の差は認められなかった。‐5℃での低温処理の場合，死

亡率は１日で6.7％，２日で40％であり，虫体を殺滅する方法としては適当ではないと判断された（表－

３)。

加工業者の冷凍庫（６例，‐20～-28℃）で同様にトレイに１個体ずつ並べて３日間の凍結を行ったと

ころ，死亡率は85～100％であり，‐30℃よりも高い温度での凍結では完全に殺滅できない場合が生じた。

低温処理によるホタルイカの品質管理の検討として，‐20～-30℃で凍結後解凍したホタルイカの外観

の評価を行ったところ，生と比較して表面が白っぽく，見た目の評価は低かった。また，低温処理を行っ

たホタルイカをボイルしたところ，ボイル後の歩留まりは生の場合が80％前後であるのに対し，５０～６０

％に低下した。

④各種温度条件下での旋尾線虫の生存能

５℃，１０℃では３ケ月以上生存した個体がみられた。３０℃では６日後には生存個体が確認されたが，

７日後では全数が死亡した。５０℃では1.5時間後に死亡が確認された。６０℃以上では速やかに死亡した。

ホタルイカを沸騰水中に投入した場合，内臓温度が60℃に達するのに約30秒を要した。

表－１旋尾線虫幼虫の相対寄生数（1996，滑川産）
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表－３低温処理による旋尾線虫の殺滅効果（－５℃）

表－２低温処理による旋尾線虫の殺減効果（-30℃）

－１６１－

凍結日数供試ホタルイカ数検出虫体数死亡虫体数死亡率（％）

【調査・研究結果登載印刷物等】
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ＸⅢ資源管理型漁業推進総合対策事業

１天然資源調査
武野泰之

【目的】

近年，富山県におけるベニズワイ漁獲量は減少し，漁獲物サイズは小型化してきている。それにとも

ない漁獲金額も減少していることから，ベニズワイにおいて資源管理型漁業を推進する必要がある。こ

のため，ベニズワイの資源特性値および漁業実態等を明らかにし，想定される漁業規制を行った場合の

資源量と漁獲量をシミュレーションして，漁業者に対し提言する資源管理推進指針を作成するための基

礎資料とする。

また，富山県は平成３年度にホッコクアカエビに関する「富山県広域資源管理推進指針」を作成して

おり，この指針をもとに漁業者自らがホッコクアカエビに関する「管理計画」を平成５年度に作成した。

この管理計画に基づき，漁業者によるホッコクアカエビの資源管理が実践されており，その後の資源動

向をモニタリングするとともに，指針作成時には不十分であった漁具改良試験などを行い資源管理の実

践に役立てる。

【方法】

(1)ベニズワイ調査

①漁獲統計調査

北陸農政局富山統計情報事務所において収集している統計（以下，農林統計とする）のうち，ベニズ

ワイ漁獲量及び漁獲金額を調べた。

②資源生物調査

・生物特‘性調査

平成８年５月から12月までに延べ７回，水産試験場調査船「立山丸」で試験操業を行った。使用した

漁具は前年度と同様である。餌料は冷凍サバを用いた。かにかどの浸漬日数は６～７日間とした。

・円形脱出口設置型かにかどの改良調査

全ての雌と甲幅9cm以下の雄（以下，小型ベニズワイとする）の漁獲を防止するために，円形脱出口

のある漁具で試験操業を行った。脱出口を有する漁具の仕様は前年度と同じである。

・標識放流

試験操業で採集された雄の右または左側第２歩脚基部に，緑色プラスチック製ディスク（通し番号付

き）を装着し，甲幅等の測定を行ったのち，採集位置付近に放流した。

・再放流後の生残率について

水温15℃と１０℃の境界面が季節によってどの水深に推移するかを明らかにするため，北緯37・０．０′

東経137.14.0′の地点において水産試験場調査船「立山丸」のCTDを用いて，水深900ｍまでの水温と

塩分の観測を行った。

③操業実態調査

べにずわいがにかごなわ漁業を営む５地区（新湊，滑川，魚津，黒部および宮崎浦）から，各１隻の

標本船を抽出し，操業位置や操業連数などについて記入することを依頼し，平成６年９月から８年５月
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成熟

(2)ホッコクアカエビ調査

①漁獲統計調査

北陸農政局富山統計情報事務所において，ホッコクアカエビ漁獲量及び漁獲金額を調べた。

②標本船調査

資源管理を実践している小型機船底びき網漁業（新湊と魚津地区）を営む漁船から標本船を抽出し，

また，岩瀬市場全体における小型機船底びき網のホッコクアカエビ等の漁獲実態を調査した。標本船の

操業状況（操業日数，曳網回数及び操業海域など)，ホッコクアカエビの銘柄別漁獲重量及びホッコク

アカエビ以外の漁獲物等についての記帳を依頼した。

③漁具改良試験調査

前年度と同じ漁具を用いて，水産試験場調査船「立山丸」で試験操業を行い，ぱいかごでのホッコク

アカエビの漁獲実態を調査した。富山市岩瀬沖の水深400ｍと500ｍの地点で，６と８月に延べ４回の試

験操業を行った。餌料はサクラマスの中落としとベニズワイをそれぞれ単独で用いた。ぱいかどの浸潰

日数は２日間とした。

【結果及び考察の概要】

(1)ベニズワイ調査

①漁獲統計調査

漁獲量は，昭和53年（1,595t）以降減少し，昭和56年（870t）以降横ばい状態で，平成７年には826ｔ

であった。漁獲金額は，昭和53年（７億196万円）から昭和56年（３億6,171万円）まで大きく減少し，

その後増加に転じたが，昭和63年（８億7,188万円）以降横ばい状態になっており，平成７年には８億

3,698万円であった。

②資源生物調査

・生物特性調査

表－１平成８年度調査における漁具別の１かごあたりの採集個体数

－１６３－

までのデータを集計した。

④資源の現状解析方法の検討

既存と試験操業で得られた資料を用いて，ベニズワイの資源生物学的特′性値を求めるため，解析方法

を検討した。
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べにずわいがにj魚業の取締りに関する省令にもとづく目合である網目15cmの漁具Aであっても，漁獲

が禁止されている雌や甲幅9cm以下の雄が採取された。

円形脱出口設置型かにかごの改良調査

ア 雄に対する脱出口の効果

甲幅9cmを超える商品サイズの雄は，漁具B'Cともに脱出しなかった。

漁獲が禁止されている甲幅9cm以下の雄では，漁具Cにおいて脱出口の直径が大きくなるにつれて脱

出率は高くなる傾向が見られた。漁具Bでは 同様な傾向は認められなかった。

イ 雌に対する脱出口の効果

1例を除いて，漁具B'Cともに26.2-44.2%の脱出率であった。脱出口の直径が7.6cm以上ではほぼ一

定の脱出率であった。

標識放流

平成8年5月から12月までに延べ7回の試験操業で雄152個体に標識を装着して放流した o 平成9年

3月31日現在までに合計21固体の再捕報告があった。

前年度までに放流した標識ガニのうち 平成9年度中に合計36個体について再捕報告があった。この

うち. 1年以上経過して再捕された標識ベニスワイは. 5個体であった。残る31個体は 1年以内に再捕

された。

再放流後の生残率に関係する海水温環境

水温15'Cの境界面は 4月から 7月にかけて，水深100mまで下降し それ以降12月上旬まで水深100

m前後に存在した。 1月から 4月までは表面は15'C以下となる。

水温10'Cの境界面はほぼ水深150m前後に存在し，季節変動は認められなかった。

水温1'Cの境界面は，水温15"C境界面が深くなれば浅くなり 水温15"C境界面が浅くなれば深くなる

傾向が認められた。

③ 操業実態調査

富山県の漁船が利用している漁場は，北緯37
0

20'以南の富山湾内と能登半島禄剛埼以北の富山湾外

である。富山湾外ではさらに，能登半島禄剛埼の東北海域と北西海域の2カ所に別れている。

平成6年9月から 8年5月までの各地区の標本船の年間操業連数は，宮崎浦では305迷，魚津では177

連，滑川では287述，新湊では391速であった。地区ごとに 1遠のかご数と漁具の形状や餌料が異なるこ

とおよび浸漬時間に長短があることなどから，連数のみで地区間の漁獲努力量を比較することは困難で

あった。

富山湾内の北緯3T20'以南では，宮崎と滑川および新湊の標本漁船の漁場が重複していた。これら

の漁場では標本船以外の漁船も操業しているので，かなり高い漁獲努力量がかかっていると推定される。

④ 資源の現状解析方法の検討

成熟率

甲幅と鉄脚の太さの関係から甲幅別の成熟率を求め.KAFSモデルに入力するパラメータとしたo

銘柄別漁獲個体数

標本船調査から各地区での銘柄別漁獲量と漁獲個体数を求め.KAFSモデルに入力するパラメータと

したo
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年齢別漁獲個体数

各地区での銘柄別甲幅測定結果から銘柄別漁獲個体数を年齢別個体数に変換する割合を求め， KAFS 

モデルに入力するパラメータとした。

再放流個体のうちの死亡個体数の推定

標本船調査から各地区での月別再放流個体数を求め，そのうちの死亡した個体数を推定し， KAFSモ

デルに入力するパラメータとした。

(2) ホッコクアカ工ビ調査

① 漁獲統計調査

平成7年のホッコクアカエピ漁獲量は7ltで， 4年の60tと5年の64tを上回ったものの， 6年の84tを

下回った。平成7年の漁獲金額は 1億3.446万円で 6年の 1億5.282万円と管理推進指針作成における

統計基準年である平成元年の2億3，704万円を下回った O また，平成7年の平均単価は1，886円で，基準

年である平成元年の3.292円と比べ大幅に低下した。

②標本船調査

新湊地区

新湊漁業協同組合所属の漁船における平成7年9月から 8年5月まで(以下，平成 7漁獲年度とする)

のホッコクアカエピの操業1回あたりのj魚獲量(以下， CPUEとする)を，平成元~5 漁獲年度の平均

(以下，平年漁獲年度とする)CPUEで除し，その値を平年比とした。 Ai.魚船の各銘柄の平年比は， rこ
もち」が1.84，rまた」が1.51，r大」が1.84，r中」が1.51，r小Jが0.85，r少々」が1.01であった。 B漁
船の各銘柄の平年比は， rこもち」が2.10，rまたjが1.24，r大」が2.10，r中」が1.24，r小」が1.05，r少々 」
が1.80であった。

岩瀬地区

岩瀬市場における平成7漁獲年度のホッコクアカエピの漁船l隻あたりの漁獲量(以下， CPUEとす

る)を，平成 2~6 漁獲年度の平均(以下，平年漁獲年度とする) CPUEと比較し，これを平年比とし

た。各銘柄の平年比は， rこもち」が2.25，rまたJが2.45，rえびご」が1.66，rえびざつ」が1.18であっ
たO

漁獲開始直後の平成7年9月のCPUEは平年漁獲年度のCPUEを大きく下回っていた。平成 7年10月

から 8年2月のCPUEが，全銘柄で平年漁獲年度のCPUEを上回った。

魚津地区

漁業以外の要因と考えられる漁場の荒廃が原凶で，資源管理推進指針作成時における漁場で操業して

いないので，同一標本船であっても以前のCPUEと比較することができなかった。

③ 漁具改良試験調査

ばいかごの網目拡大がホッコクアカエピのj魚獲に及ぼす効果(水産試験場調査船による試験操業)

水深400mにおける 1かごあたりのホッコクアカエピ採集個体数(以下， CPUEとする)は， 12節か

ごで2.47( 6月は0.94，8月は4.00)，10節かごで0.92(6月は0.50.8月は1.33)， 8節かごで0.08(6月

は0，8月は0.17)であった。

水深500mにおけるCPUEは， 12節かごで0.44(6月は0.22，8月は0.67)，10節かごで0.33(6月は0，

8月は0.67)，8節かごでOであった。
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【調査・研究結果登載印刷物等】

平成８年度富山県広域資源管理型漁業推進総合事業報告書天然資源調査平成９年３月

－１６６－



２広域栽培資源放流管理手法開発調査
藤田大介

【目的】

平成３年度に富山県が策定した資源管理推進指針を受け，平成５年度に漁業者自らによる資源管理計

画が策定されているので，この計画に基づく資源管理の実践状況と効果を明らかにする。

【方法】

平成８年度資源管理型漁業推進総合対策事業報告書（広域回遊資源）参照

【結果の概要】

(1)漁獲量変動調査

県沿岸のマダイ類漁獲量は1964年を境に減少から増加に転じ，単峯型と三峯型の山を交互に繰り返し

ている。この増加傾向と周期性は両隣り県のマダイ率から推定した県内マダイ漁獲量，あるいは県内の

大型定置網によるマダイ類漁獲量でも認められ，チダイ・キダイの混獲や人為的影響（漁獲努力の変化

など）ではなく，マダイの資源変動を示している可能性が高い。県内の小型定置網（氷見市に多い）に

よるマダイ類漁獲量と氷見市のマダイ類漁獲量は単調増加を示しており，氷見市で実施されている小型

種苗の大量放流の効果が顕在化している可能性がある。魚津市と黒部市では平成元年以降，資源回復

(変動の山）が認められない。

(2)有標識率調査

平成８年４月～９年３月まで，３市場で合計28,256個体のマダイについて平成1.2年度県放流魚と秋

田県放流魚を捜索した結果，１２月に背鰭が切除されたマダイ（平成７年に秋田県で放流されたと考えら

れる）が１個体だけ見つかった。

(3)魚体測定調査

再放流の対象となる尾叉長12cm未満のマダイの占める割合は氷見と新湊で高かったが，平成８年度は

いずれの市場でも殆ど出現しなかった。

(4)経済依存度調査

主要市場の水揚げ金額のうちマダイ類が占める割合を調べた結果，大型定置網が0.6～3.1％，小型定

置網が2.7％，刺網が0.3～1.3％，小型底曳網が2.0～3.3％で，平成７年度より下がった。

(5)再放流調査

昨年度までの再捕報告を集計した結果，夏季の蓄養放流群は短期間のうちに大半が再捕されるのに対

して，冬季の蓄養放流群は越冬（深所移動）後に再捕されることが判明した。今年度はバックフィッシュ

放流（約500個体）と人工種苗を用いた蓄養放流（2025個体）を実施し，年度内に各々27個体，３１個体

が再捕された。

【調査・研究結果登載印刷物等】

・平成８年度資源管理型漁業推進総合対策事業報告書（広域回遊資源）印刷中

・富山県における最近のマダイ漁獲量の傾向と変動パターン富山県水試研報9,1-18.

．楽しいマダイの市場調査富水試だより，68,8-11.

－１６７－



刑秋さけ資源利用配分適正化事業

若林信一

【目的】

秋サケの親魚放流追跡調査を実施し，その結果を定性的，定量的に解析することにより，産卵回遊期

における回遊経路，回遊時期，回遊量等に関する資料を整備し，秋さけ資源をめぐる漁業調整及びその

利用配分の適正化に資する。

【方法】

(1)調査地域，調査定置網及び標識魚放流地点

標識用サケの採集地域及び調査定置網は，本県の東部沿岸海域に位置する魚津市経田沖の小型定置網

を選定した。標識魚の放流地点は調査定置網より北約1,500ｍ沖合いとした。

(2)標識放流方法及び測定項目

調査定置網で漁獲されたサケを1tプラスチック水槽に収容し，尾叉長，体重の測定，成熟度，雌雄の

判定及び採鱗を行った後，標識(番号入りスパゲッティタグ)を装着して放流した。雌雄は頭部及び脂鰭

の形，成熟度は婚姻色の発現状況に基づいて判定を行った。また，後日水産試験場において採取した鱗

から年齢査定を行った。再捕日及び再捕時の成熟度については発見者からの聞き取りによった。

(3)標識放流尾数

標識放流尾数は１０月１７日に40尾，１０月30日に40尾，１１月７日に20尾の合計100尾であった。このうち

雌は33尾，雄は66尾，雌雄不明が1尾であった。放流計画に対する達成率は100％であった。

【結果及び考察】

標識魚100尾の平均尾叉長は66.4cm，平均体重は3.1kgであった。年齢組成は２才魚３％，３才魚27％，

４才魚40％，５才魚30％であった。

標識魚の再捕尾数は44尾で，再捕率は44％，放流時期別の再捕率は10月17日放流群が45％，１０月30日

放流群が50％，１１月７日放流群が30％であった。再捕はすべて富山県内であり，沿岸域で３尾(6.8％)，

河川域で41尾(93.2％)再捕された。４４尾の再捕魚のうち28尾(63.6％)が放流地点付近及び標識地点から

南西方向の沿岸及び河川で再捕された。放流地点から東進するサケは16尾再捕され，そのうち２尾が沿

岸で再捕された。

標識魚が放流されてから再捕されるまでの経過日数は，放流後５日以内に28尾(63.6％)，６～１０日に

８尾(18.2％)，１１～15日に６尾(13.6％)，１６～20日に２尾(4.5％)であり，放流から１０日以内に81.8％が

再捕された。放流時期別の10日以内の再捕割合は，１０月17日放流群が83.8％，１０月30日放流群が75％，

１１月７日放流群が100％であった。

標識魚の放流時の成熟度は，いずれの群でも銀毛はみられず，Ａブナが３～８尾，Ｂブナが13～25尾，

Ｃブナが５～12尾であった。放流から再捕までの成熟度の変化は，再捕時の成熟度が明らかなものにつ

いては，Ａブナが１尾は５日以内にＡブナで，１尾は５日以内にＣブナで再捕された。Ｂブナは５日以

内に５尾が，６～10日間に２尾がＢブナで再捕され，５日以内に３尾が，６～10日間に２尾が，１１～１５

日間に３尾がＣブナで再捕された。
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本年，富山県経田地先水域で放流した標識魚は他県で再捕されなかったが，昭和62年から平成８年に

富山県で実施された標識放流調査では，844尾を標識放流したところ富山県内の沿岸と河川で343尾（沿

岸94尾，河川249尾)，新潟県で18尾（沿岸９尾，河川９尾)，石川県の能登半島東側沿岸で２尾が再捕

されている。

本年，他県で標識放流された秋サケの富山県内での再捕尾数は，沿岸で１尾，河川で２尾であった。

前者は北海道で標識放流されたものであり，後者は山形県及び新潟県で標識放流されたものであった。

昭和62年から平成８年にかけての標識放流の結果では，北海道から石川県に至る日本海各道県で標識放

流された標識魚が富山県の沿岸あるいは河川で再捕されている。このことから，富山県の河川に回帰す

るサケは，各道県の海域を南下し，新潟県の沿岸を経由し，また，一部は能登半島東側水域に接岸して

南下し本県河川に遡上するものと推測される。

【調査・研究結果登載印刷物等】

平成８年度秋さけ資源利用配分適正化事業報告書（平成８年３月）

－１６９－



ＸＶ地域特産種量産放流技術開発事業

藤田大介・高森浩徳（県栽培漁業公社）

【目的】

サザエ種苗の安定量産技術を確立し，富山湾における生態特性を考慮に入れて資源添加の手法を探る。

【方法】

平成８年度地域特産種増殖技術開発事業報告書（巻貝類グループ）参照。

【結果と概要】

(1)親貝サイズ別採卵試験

親貝を体重2309群と1209群に分けて採卵試験を行った結果，浮上幼生率はそれぞれ56％と72％で，１２

０９群の方がやや高かった。

(2)加温飼育試験

１２月以降，稚貝を加温飼育（水温15℃）と自然水温飼育群に分け，成長と生残を比較した。その結果，

加温飼育群の方が1.5倍程度成長が良かった。

(3)稚貝再捕調査

平成７年度放流群のうち，氷見市阿尾の人工礁で１年後の再捕調査を実施した結果，回収率は35％であっ

た。朝日町宮崎の離れ岩と滑川市中川原の人工礁周辺で追加再捕調査を実施した結果，それぞれ15個体と

３個体を回収し，昨年度からの累積回収率は22.2％，8.3％となった。

(4)稚貝放流

平成７年度生産貝（殻高15mm）を朝日町宮崎の離れ岩，朝日町元屋敷の岩盤，滑川市中川原の人工礁

(重層礁）と転石地帯，氷見市阿尾の人工礁（稚貝着底礁）と岩盤に１０００個体ずつ，入善町吉原の転石地

帯に5000個体を放流した。再捕は来年度に実施予定。

(5)捕食生物調査

魚津では，ヤツデヒトデ（湾東部で深刻なサザエ稚貝の捕食者）は，0.3個体／ｍ２で生息しており，採

集個体（Ｎ＝33）の腕長は17～54mm,腕数は６～９（健全腕数２～９）であった。捕食は３腕以上の個体

で行われ，ｌ～２腕の個体は稚貝を追跡または捕獲するだけであった。大型個体ほど捕食量は多いが，最

小個体（不完全腕）でも殻高5mm貝を捕食した。このほか，転石周辺の砂底域に生息するトゲモミジガイ

は，稚貝を丸呑みすることがわかった。

【調査結果登載印刷物】

平成８年度地域特産種量産放流技術開発事業（巻貝類グループ）報告書（平成８年３月）
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XⅥ重要甲殻類栽培資源管理手法開発調査

小谷ロ正樹

【目的】

クルマエビの効率的な放流技術の開発と放流後の適切な漁場管理に基づく栽培漁業を推進するために，

放流種苗の短期馴致の有効‘性の検討，移動・成長等の生態及び放流効果を把握するための標識クルマエ

ビの追跡調査，産卵生態の把握のための成熟度調査を行う。

【方法】

「平成８年度重要甲殻類栽培資源管理手法開発調査事業報告書」参照

【調査結果の概要】

(1)中間育成

体長50mmサイズの尾肢切除標識放流調査用稚エビ３万尾を生産することを目標に，体長27mmサイズの

稚エビ10万尾の中間育成を実施し，平均体長51mmの稚エビ47,000尾を生産して標識放流に供した。

(2)放流・追跡調査

①放流方法の改善

放流種苗の初期減耗を軽減し，生残率を向上させることを目的に，囲い網による短期馴致によって輸

送後の種苗の活力を回復させることが可能か否かを検討した。種苗は馴致時間が長くなるにつれて，活

力を回復する傾向が窺えた。しかし，種苗の体長が13mm前後では潜砂行動を示すが潜砂できる個体がほ

とんどみられず，魚類による食害の軽減効果は期待できないと考えられた。

②尾肢切除標識エビの放流・追跡

平均体長54mmの稚エビ31,400尾の右尾肢を切除し，平成８年10月24日に高岡市太田地先に放流し追跡

を行った。追跡調査の漁具は刺し網を使用したが，平成８年１１～12月の３回の調査では標識エビは1尾

も採捕されなかった。また，刺し網によって採捕された魚類の胃内容物中にも標識エビは確認されなかっ

た。平成９年の夏期には標識エビが刺し網の漁獲サイズに達すると考えられるので，市場調査等によっ

て標識エビの漁獲状況を調査する予定である。

③過年度標識放流群の追跡調査

採捕が確認されたのは７年度放流群のみであった。７年度放流群（体長82mm，2,622尾）は氷見地先

の地引き網漁場に７年10月に放流したもので，放流後約２ケ月までは地引き網で漁獲されていたが，平

成８年６月～平成９年２月にその沖合いで操業されている刺し網によって９尾が漁獲され，成長に伴う

沖合いへの移動が確認できた。

④尾肢切除標識の有効サイズの検討

標識エビが漁獲サイズ（体長12cm前後）に達した時点で標識を肉眼で確認できるか否かを調べるため

に，平成８年９月25日に平均体長38mmの椎エビの左尾肢を切除し，育成を行い，１２月13日の時点（平均

体長7.5cm）では，２０尾中15尾が尾肢切除エビであることが確認できた。

1７１



(3) 漁獲実態・生態調査

卵巣の成熟度調査を平成8年7--8月にかけて実施した。種苗生産用の親エピには卵巣の発達を肉眼

で観察し成熟していると恩われるものを使用しているため，成熟が不十分と考えられる生殖腺係数が6

前後のものまで採卵に供されていると考えられた。体長が16cm以下では卵巣が十分に成熟(生殖腺係数

が10前後)する個体はみられないことから，体長16cm以上の個体が産卵に関与するものと考えられた。

種苗生産に使用した親エピの総産卵数及び1尾当りの産卵数の経日変化から，産卵盛期は7月上旬以

降であったと考えられた。

【調査・研究結果登載印刷物等】

平成8年度重要甲殻類栽培資源管理手法開発調査事業報告書， 1997年3月，水産庁
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XⅦ海洋‘情報システム推進調査研究

岡本勇次

【目的】

気象衛星「ひまわり」からリアルタイムに得られる日本近海の雲の動き及び海洋気象衛星「ノア」か

らリアルタイムに得られる海表面水温水平分布を画像データとして収集し，日本近海及び富山湾の漁況

海況予測のための基礎資料を整備する。

【方法】

気象衛星「ひまわり」及び海洋気象衛星「ノア」からの情報を毎日受信する。

【調査結果】

(1)気象衛星「ひまわり」

平成８年４月１日から平成９年３月31日まで毎日受信，収録した。

(2)海洋気象衛星

平成８年４月１

かつた。

｢ノア」

日から平成９年３月31日まで毎日受信したが，雲の少ない鮮明な画像の収録はできな

【調査・研究結果登載印刷物等】

なし
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Ⅷ漁業指導調査船代船建造設計委託

高松賢二郎

【目的】

７年度に検討した立山丸代船の規模・能力・調査機能及び調査船の人員配置と運航体制等を基礎に，

新たな海洋秩序に対応した海洋水産資源調査機能を充実した最新鋭の漁業指導調査船の設計を策定する。

【実施状況】

代船の能力，設備，調査機器等の仕様内容を検討するため，立山丸代船建造委員会設置要綱を定め，

農林水産部次長を委員長とし，場長ほか６名の委員による委員会及び水試職員による作業部会を設置し

た。

建造仕様書等の作成委託の前に委員会で設計仕様案の検討を行い,㈹漁船協会に設計業務を委託した。

協会から示された細部の建造仕様を作業部会において８回の検討を行い，建造仕様書，一般配置図，船

橋甲板室基本配置図，船価見積を策定した。

なお，平成９年度当初予算において，代船建造費10億5,063万円（継続費）が予算化された。

【結果】

（主要要目）

(1)船型，性能等

長船首楼一層甲板船（鋼製，甲板室軽金属製）

船首バルバスバウ，クルーザー型船尾，大直径ハイスキュー可変ピッチプロペラ

(2)主要寸法

長さ(全長）約40.50ｍ，長さ(登録）約33.52ｍ，長さ(垂線間）33.50,

幅（型）7.00ｍ，深さ（型）3.00ｍ，計画満載吃水2.70ｍ

(3)総トン数約150トン

(4)容積試料保冷庫約８㎡，燃料油タンク約70㎡，清水タンク約18㎡

雑用清水タンク約５㎡，バラストタンク約10㎡

(5)主機関等

主機関４サイクル中速ディーゼル機関l500Ps×750rpm以下１台

発電機駆動機関４サイクルディーゼル機関360PS以上×1800rpm２台

発電機300ＫVＡ×1800rpm２台

バウスラスター固定ピッチプロペラ２．０トン１台

(6)速力等

速力試運転最高速力14.5ノット以上

航海速力１３ノット

航続距離(航海速力にて）3700海里以上

最大航海日数２０日

(7)定員最大搭載人員１９名(船員13名，研究員６名）
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【調査・研究結果登載印刷物等】

富山県漁業指導調査船建造仕様書 平成９年２月
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小スバリ谷

彦
一
泰
信

辻本良・反町稔・田子

西浦富幸・高縁真・中島

【目的】

黒部湖における一般環境の現況及びニジマス・イワナ・ヒメマスの生息状況を把握する。

【調査方法】

調査時期：平成８年８月28日～30日

調査位置：図-1に示した。

６
。

湖部黒
ｌ
Ⅱ
ト
ー 黒部川

黒部ダム

？？
タンボ沢ンボ沢 大スバリ谷

２２

御山谷

２２

4．4．
中ノ谷

Ⅷ黒部湖における一般環境調査

６
。

南谷

元サワボ谷元サワボ谷
ヌクイ谷

針ノ木谷
ＺＺ

②元木挽谷

○水質環境調査定点

◎水質及び生物環境調査定点

一魚族資源調査

（数字は回次を示す）

０ １ ２ 3kｍ

図－１調査位置

一 一一
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理化学的環境調査：平成８年８月29日に，７定点において透明度（セッキー板による）及び水温（電

気水温計による）を測定した。

生物環境調査：平成８年８月29日に，３定点において，プランクトンネットＮＸＸ１３（口径45cm）

を用いて水深20ｍからの垂直曳きにより動物プランクトンを採集した。

魚族資源調査：平成８年８月28日～30日に，三枚刺網（一反：３ｍ×34ｍ，中網12節，外網５寸）

を，その上端が水面下約50cmに位置するように各日の夕方から翌朝まで設置した。

図-1に示す地点①では湖を横断する形で，右岸側及び左岸側に３反ずつ，地点②

では三枚刺網を４反用いた。採捕された魚類は魚種別，雌雄別に尾叉長と体重を

測定し，生殖腺と消化管はホルマリンで固定して持ち帰り，生殖腺重量の測定及

び胃内容物の調査に供した。

【結果の概要】

(1)平成８年８月29日の黒部湖の水温は，表層から水深100ｍまでは4.4～18.7℃の範囲であった（表-1)。

(2)観測日前夜の降雨のため，やや濁りが発生し，透明度は2.1～2.7ｍの範囲であった。平成６年度の

調査結果と比較すると，やや悪くなっていた（表-2)。

(3)動物プランクトンの沈殿量は0.1～0.8,0の範囲にあった。種組成及び個体数はでは，Ｂｏｓｍｍａ

ｊｏ"gかostrZs（ゾウミジンコ）が40～231個体，Ｄａｐ/ｍｊａＳｐ．（ミジンコ類）が67～435個体，Cyc/Opojdα

(ケンミジンコ類）が４～32個体であった。これらのミジンコ類はニジマス及びイワナの胃内容物中に

確認された。

(4)ニジマスは，膜迩目（アリ，ハチ等)，甲虫目（ゴミムシ，カミキリ等)，半迩目（カメムシ，アワ

フキ等）といった陸生昆虫を主に摂餌していた。イワナは，ニジマスと同様の陸生昆虫を摂餌している

ものが多かったが，枝角目のミジンコ類を主に摂餌している個体も見られた。

(5)三枚刺網による漁獲調査により，ニジマス65尾，イワナ277尾，ヒメマス１尾を捕獲した（表-3)。

各魚種の尾叉長の範囲及び平均値（±標準偏差）は，ニジマスが12.2～45.5cm及び28.9±8.0cm，イワナ

が12.4～42.6cm及び23.4±4.5cmであり，ヒメマスは27.4cmのｌ個体のみであった。また，体重の範囲及

び平均値は，ニジマスが28.0～1011ｇ及び362±２２１９，イワナが15.0～930ｇ及び169±９１ｇであり，ヒ

メマスは3059であった。

(6)今年度の魚族資源生態調査での総捕獲尾数（343尾）は，過去８年間の調査の中で最も多かった。

魚種別に見ると，平成３年から６年の間の調査では，ヒメマスが最も多かったが，今年度はイワナが最

も多かった。

黒部湖のイワナは周囲の沢において再生産しており，今後も生息場所及び産卵場所の環境保全が望ま

れる。ヒメマスの捕獲は前回（平成６年）に比べると著しく少なく，今回は１尾が捕獲されたにすぎな

かった。ヒメマスの放流は平成４年以降行われておらず，今回捕獲された１尾は，平成４年に放流され

たものの生き残りと考えられるが，再生産している可能性も否定できない。ニジマスの放流は昭和56年

以降行っていないが，尾叉長13.0cm前後の０年魚と思われる小型のニジマスが確認されたことから，黒

部湖において再生産しているものと考えられる。
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【調査・研究結果登載印刷物等】

なし

表－１水温測定結果 単位（℃）

表－２透明度の推移（平成元年～平成８年） 単位（、）
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ＸＸ漁業振興特別対策事業

大津順・藤田大介

【目的】

県東部沿岸域は，近年，漁獲が低迷しており，黒部川上流の出し平ダムの排砂による影響も懸念され

るため，沿岸域の漁場環境調査を実施し，今後の漁業振興策を講じるための基礎資料とする。

【方法】

(1)水質調査

黒部川河口付近の８地点（図ｌａ）で海面（月１回）及び水深50ｍ（隔月１回）の海水を採取し，濁

度，ｐＨ,塩分，ＤＯ及びＣＯＤを測定したほか，ＣＴＤを用いて海面～水深50ｍの水温と塩分の鉛直分布を

調べた。

(2)底質調査

黒部市から朝日町にかけての沿岸９地点（図１ｂ）において，年３回，スミスマッキンタイヤ採泥器

を用いて海底の堆積物を採取し，水分含量，ＣＯＤ,硫化物，強熱減量（IL550，IL850）及びベントスの

種組成を調べた。また，同じ範囲の沿岸15地点では，コアサンプラーを用いて海底の堆積物を採取し，

堆積層の厚さを調べたほか，各コアサンプルの鉛直断面の写真撮影を行った。

(3)動物プランクトン調査

黒部川河口付近の８地点（水質調査と同じ）において水深50ｍ（一部30ｍ）から海面までの範囲でプ

ランクトンネットの垂直曳きを行って動物プランクトンを採取し，沈殿量と種組成を調べた。

(4)岩礁生物調査

黒部市～朝日町の天然藻場５地点及び造成漁場２地点（図１ｂ）でSCUBA潜水し，海藻の生育状況，

有用動物の生息状況の観察と写真撮影を行った。

【結果の概要】

(1)水質調査では，ダム排砂の後で塩分の低下，並びに濁度とＣＯＤの上昇が認められた。また，３～

４月：鉛直混合期，５～８月：表面水温の上昇に伴い高水温層が発達する成層期，９～10月：表面水温

の低下に伴う成層解消期，１１～２月：水温低下が進み海面付近が成層化する時期，の４期を識別した。

(2)底質分析の結果，黒部市沿岸（立野～河口）で，粒度組成で砂～細砂の割合が高くなったり，硫化

物の値が高い場合があった。コアサンプラーの層厚は，ダム排砂後，黒部市荒俣と入善町芦崎で大きく

なったが，ダム排砂の堆積物を識別することは困難であった。ベントスの種類は同定中である。

(3)動物プランクトンの沈殿量は３～５月と９～11月に大きくなり，春と秋に増殖期があると考えられ

た。特に，黒部川河口では秋の増殖が顕著であった。種類は同定中である。

(4)黒部市生地（テングサ群落）と荒俣（雑海藻群落）では藻場が縮小していた。朝日町の場合，宮崎

のイシモズク漁場で泥が堆積し，有孔虫が多数付着していたが，宮崎沖の離れ岩と元屋敷の転石地帯で

は海藻の植生（ガラモ場）に異常なかった。しかし，従来サザエ漁場であった元屋敷ではサザエは殆ど

見られなかった。入善町飯野の造成漁場では，サザエ，ナマコの生息量は各々500個体以上と推定され

た。吉原の人工礁においても，サザエとアワビの生息が確認された。いずれの造成漁場においても，秋

－１７９－
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【結果の報告】

現地対策協議会で報告した。結果は３カ年の調査の終了後に取りまとめる。

から冬にかけて，海藻の生育量が極めて少なくなることが判明した。

胴＝ゼーョニニるこ差二喜二三皇舌ﾆﾆ蝿

－１８０－

ｂ ｒ可

L」

６

Ｉ

魁
ﾑリ

３

i瀞Ｌ ●

●

●

●

ａ ８
タ

ヤ１⑯
０

つ●●●０
〃、◆

図１調査地点

ａ：水質調査（黒丸印）

ｂ：底質調査（●：コアサンプラー，○：スミスマツキンタイヤ）及び岩礁生物調査（★：藻場

＊：造成漁場）

１９

石田

牝
０●
ｐ●
〃
●
ヂ

０
０
●

● 瞳
、－

、卿
謄'１卿、

０

’

句

５
●

魚津港
ダ ●

●ｐ●●ｃ●●●●●●

・・』３．○・
J

●●

<~Ｉ
早月川

､､、
．、

●ｓや
●●

滑川漁港



【平成8年度職員・予算等の概要】

1 職員の現員数 (平成9年3月31日現在)

職名
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玉
幹
liJf ~ し
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術 計
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総 務 5果 5 
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立 山 丸 3 6 4 

栽培深層水課 3 5 次長、課長兼務
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内水面課 2 4 

計 3 4 8 2 7 2 5 36 

2 職員の配置 (平成9年3月31日現在)

5果 名 職 名 氏 名 備 考

場 長 反町 稔

次 長 奈倉 昇. 栽培・深層水課長事務取扱
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王 任 石坂敬子

主任業務技師 中島信一

嘱 託 小坂 明

漁業資源課 5果 長 高松賢一郎 副主幹研究員事務取扱
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主任研究員 武野泰之

~ 内山 勇
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ク 関 U 裕市
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